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〈
論
文
〉

第
二
次
大
戦
期
中
立
国
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
の

日
本
の
情
報
活
動
と
外
交
・
軍
事
へ
の
影
響

宮　

杉　

浩　

泰

は
じ
め
に

近
年
、
情
報
活
動
や
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
に
つ
い
て
関
心
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
。
現
在
の
国
際
政
治
・
安
全
保
障
の
分
野
だ
け
で
な

く
、
歴
史
的
分
野
で
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
歴
史
的
分
野
の
研
究
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
は
中
心
的
テ
ー
マ

の
一
つ
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
第
二
次
大
戦
期
の
中
立
国
で
の
日
本
の
情
報
活
動
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
周
知
の

通
り
、
中
立
国
は
大
戦
中
、
連
合
国
側
と
枢
軸
側
が
入
り
乱
れ
た
情
報
戦
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
日
本
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
な
っ
た
か
を
考
察
す
る
の
は
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
に
伴
い
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
米
英
の
日
本
の

在
外
公
館
、
武
官
室
等
の
拠
点
は
閉
鎖
さ
れ
、
日
本
の
主
要
な
交
戦
相
手
国
で
あ
る
米
英
に
関
す
る
情
報
は
、
同
盟
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
や

イ
タ
リ
ア
、
そ
し
て
中
立
諸
国
か
ら
入
手
す
る
必
要
が
生
じ
、
中
立
国
の
重
要
性
は
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。

主
要
な
中
立
国
に
は
外
務
省
が
公
使
館
を
置
き
（
ト
ル
コ
の
み
大
使
館
）、
陸
軍
と
海
軍
が
武
官
室
を
置
き
、
三
者
各
々
が
情
報
活
動
を
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行
っ
て
い
た
。
本
国
へ
の
報
告
も
三
者
別
々
に
行
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
国
へ
送
る
通
信
に
用
い
ら
れ
る
暗
号
も
三
者
と
も
異
な

る
も
の
で
あ
っ
た
。
三
者
の
協
力
関
係
は
、
駐
在
地
や
各
々
の
公
使
や
武
官
の
人
間
関
係
や
個
性
に
も
影
響
さ
れ
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。

細
部
は
後
述
す
る
が
、
外
務
省
が
使
っ
て
い
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
つ
い
て
参
謀
本
部
が
現
地
の
陸
軍
武
官
に
照
会
し
た
例
も
あ
れ
ば
、
外

務
省
の
在
外
公
館
が
現
地
の
陸
海
軍
武
官
に
秘
匿
し
た
情
報
が
、
東
京
の
中
央
で
陸
軍
、
海
軍
、
外
務
省
で
共
有
さ
れ
、
情
報
の
信
憑
性

が
疑
わ
れ
た
事
例
も
あ
っ
た
。

当
時
の
主
な
中
立
国
は
、
ス
イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
バ
チ
カ
ン
、
ト
ル
コ
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
な
ど
で
あ
っ
た
。
無
論
、
第
二
次
大
戦
中
の
日
本
の
中
立
国
で
の
情
報
活
動
に
つ
い
て
は
一
定
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る（

1
（

。
本
稿
で

は
、
中
立
国
全
て
を
対
象
と
す
る
の
は
困
難
な
の
で
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
二
国
に
絞
り
つ
つ
、
適
宜
バ
チ
カ

ン
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
対
象
と
す
る
時
期
は
日
米
開
戦
以
降
で
あ
る
。
そ
し
て
、
情
報
活
動
そ
れ
自
体
だ
け
で
な
く
、
情
報
活
動
が

対
外
政
策
や
軍
事
に
与
え
た
イ
ン
パ
ク
ト
に
重
点
を
置
く
。
な
お
、
引
用
史
料
中
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
直
し
、
強
調
点
、
改
行
の
／
、

補
足
の 

〔　

〕
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
引
用
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
外
務
省
外
交
史
料
館
は
外
史
、
防
衛
省
防
衛
研
究

所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
は
防
研
と
略
し
た
。

一
、「
一
覧
表
」
に
み
る
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
の
情
報
収
集

一
九
四
四
年
一
一
月
下
旬
、
大
本
営
陸
軍
部
で
は 

「
在
外
武
官
（
大
公
使
） 

電
情
報
網
一
覧
表
」（
以
下
、 「
一
覧
表
」 

と
略
す
） 

と
い
う

文
書
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
イ
ス
、
ト
ル
コ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
中
国
で
、

軍
や
外
務
省
が
収
集
し
た
情
報
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る（

2
（

。
こ
の
表
の
中
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
を
抜
き
出
し
た
も
の
が
左
記
の
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表
で
あ
る
。

【
資
料
1
】「
在
外
武
官
（
大
公
使
）
電
情
報
網
一
覧
表
」
の
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
箇
所

在
外
武
官
（
大
公
使
）
電
情
報
網
一
覧
表　
　

昭
一
九
、
一
一
、
二
七　
　

大
本
営
陸
軍
部

国
別
情
報
名

発
信
者
出
所

種
類

備
考

中　

略

葡

M

陸　

武
従
来
在
西
武
官
ノ
指
導
下
ニ
「
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
」
情
報
ニ
任
シ
ア
リ
シ

諜
者
「
マ
ル
コ
」
ニ
シ
テ
左
ノ
如
キ
情
報
網
ヲ
有
ス

主
ト
シ
テ
英
米

確
度
丙
、
航
空
情
報
ニ

関
シ
テ
ハ
確
度
稍
大

〃

M （
タ
ン
ジ
エ
ル
）

〃

「
タ
ン
ジ
エ
ル
」
ニ
於
ケ
ル
北
阿
諜
者
報
及
海
空
路
ノ
監
視
報

〃

M （
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
）

〃

「
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
」
諜
者
報
及
同
地
ノ
英
空
軍
将
校
ト
ノ
接
触
ニ
ヨ
リ
得

〃

M （
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
）

〃

葡
国
航
空
会
社
乗
務
員
ノ
手
ヲ
経
ル
在
「
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
」
諜
者
報

〃

M （
リ
ス
ボ
ン
）

〃

在
「
リ
ス
ボ
ン
」pan-A

m
erican 

及 british overseas 

両
航
空
会
社

〃

P

〃

英
国
船
員
「
パ
ル
フ
ェ
」（
上
海
生
レ
特
務
機
関
ニ
勤
務
セ
シ
コ
ト
ア
リ
）

情
報
少
シ

〃

タ
マ
シ

〃

諜
者
「
タ
マ
シ
」

情
報
少
シ

〃

N

〃

在
葡
「
ム
ッ
ソ
リ
―
ニ
」
政
権
代
表
元
伊
陸
軍
武
官
「
テ
ラ
―
ニ
」
少
将
各
種

〃

S

〃

在
倫
敦
洪
牙
利
諜
者
報

各
種

西

フ

陸　

武
従
来
在
葡
武
官
ノ
使
用
シ
ア
リ
シ
洪
国
人
諜
者
「
フ
イ
リ
ツ
プ
」
其
ノ

報
告
中
ニ
ハ
資
料
ヲ
敵
側
文
書
ニ
取
リ
テ
之
ニ
対
ス
ル
観
察
ヲ
述
ベ
タ

ル
モ
ノ
ア
リ

英
米

確
度
乙
程
度
ナ
ル
モ
英

米
情
報
ト
シ
テ
価
値
大

ナ
リ

〃

タ
ン
ジ
エ
ル

〃

諜
者
報
（「
タ
ン
ジ
エ
ル
」
機
関
当
時
ノ
モ
ノ
ヲ
復
活
）

英
米
（
地
中
海
）

〃

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル

〃

諜
者
報
（
新
設
）

英
米（
艦
船
航
空
）

〃

北　

阿

〃

諜
者
報
（
新
設
）

英
米
（
地
中
海
）
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〃

サ
ン
（
参
）

〃

西
国
参
謀
本
部
情
報

主
ト
シ
テ
英
米

参
考
程
度

〃

ケ
イ
（
警
）

〃

西
国
秘
密
警
察
情
報

〃

東
（
E
）

海　

武
「
ア
ル
カ
サ
―
ル
・
ベ
ラ
ス
コ
」（「
ス
ニ
エ
―
ル
」
ノ
乾
分
ニ
シ
テ
駐
英

西
大
使
館
新
聞
班
長
）
ヲ
長
ト
ス
ル
特
務
機
関

〃

北

〃

西
国
外
務
省
電
信
課
員

〃

A

〃

在
「
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
」
諜
者
（
元
新
聞
記
者
タ
ル
西
国
人
）

艦
船
（
地
中
海
）
海
軍
知
識
不
十
分

後　

略

「
一
覧
表
」
を
概
観
し
て
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
の
情
報
活
動
で
ま
す
気
づ
く
の
は
、
両
者
と
も
、
タ
ン
ジ
ー
ル
（
タ
ン
ジ
エ
ル
）、

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
と
い
っ
た
地
名
が
複
数
回
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
は
英
国
領
で
要
塞
化
さ
れ
て
お
り
、

地
中
海
で
の
英
軍
の
戦
略
的
拠
点
で
あ
っ
た
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
を
押
さ
え
る
こ
と
に
よ
り
、
英
国
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
統
制
下
に
置
い

た
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
は
欧
州
大
陸
と
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
分
け
る
地
中
海
と
大
西
洋
を
結
ぶ
極
め
て
重
要
な
戦
略
的
位
置
を
占
め
て
い

た
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
自
体
は
英
国
領
で
、
日
本
人
は
接
近
で
き
な
い
の
で
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
通
じ
て
情
報
を
入
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
も
大
西
洋
に
面
し
、
連
合
国
の
北
ア
フ
リ
カ
作
戦
時
の
上
陸
地
点
に
な
っ
た
こ
と
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
軍
事

上
も
重
要
な
地
位
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
に
面
し
た
港
湾
都
市
で
当
時
ス
ペ
イ
ン
が
占
領
し
て
い
た
の
が
タ
ン
ジ
ー

ル
で
あ
る
。

情
報
活
動
に
お
け
る
タ
ン
ジ
ー
ル
の
重
要
性
は
、
須
磨
弥
吉
郎
ス
ペ
イ
ン
公
使
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
タ
ン
ジ
エ
ル
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル

と
指
呼
の
間
に
あ
り
、
軍
港
に
出
入
す
る
艦
船
が
手
に
と
る
よ
う
に
望
ま
れ
る
。
だ
か
ら
自
然
、
こ
こ
に
各
方
面
か
ら
の
諜
報
の
網
が
張

ら
れ
る
こ
と
は
必
然
で
あ
る（

3
（

」。
ま
た
、
須
磨
自
身
も
一
九
四
二
年
八
月
下
旬
か
ら
タ
ン
ジ
ー
ル
か
ら
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
ま
で
の
モ
ロ
ッ
コ
方
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面
へ
の
視
察
旅
行
に
出
掛
け
、
そ
の
時
の
様
子
を
「
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ー
に
出
入
す
る
大
小
艦
船
の
行
動
は
手
に
と
る
や
う
に
覗
か
れ
る
仕
組

が
、
海
岸
の
民
家
の
そ
こ
此
所
に
出
来
て
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
わ
れ
く
し
も
戦
艦
を
筆
頭
に
多
く
の
艦
船
が
堂
々
と
出
港
し
て
行

く
の
を
目
撃
し
た
」、「
タ
ン
ヂ
ェ
ル
で
は
、
枢
軸
、
連
合
の
双
方
が
鎬
を
削
り
合
つ
て
情
報
を
漁
り
合
つ
て
る
の
を
わ
が
ま
の
あ
た
り
に

見
せ
ら
れ
た
」
と
回
顧
し
て
い
る（

4
（

。

タ
ン
ジ
ー
ル
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
当
然
、
軍
も
認
識
し
て
お
り
、
ス
ペ
イ
ン
駐
在
陸
軍
武
官
・
桜
井
敬
三
は（

5
（

、
一
九
四
二
年
三
月

中
旬
、
タ
ン
ジ
ー
ル
に
総
領
事
館
を
設
置
す
る
よ
う
に
提
案
し
、
そ
の
理
由
を
「
英
米
ハ
固
ヨ
リ
独
伊
共
ニ
総
領
事
館
ヲ
置
キ
之
ニ
公
使

級
ノ
腕
利
キ
ヲ
配
置
シ
其
ノ
下
ニ
陸
海
軍
武
官
ヲ
置
キ
ア
リ
従
ツ
テ
武
官
ノ
ミ
ヲ
常
駐
セ
バ
併
セ
テ
外
交
代
表
機
関
ト
シ
テ
ノ
活
動
ヲ
要

ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
本
念
ノ
軍
事
諜
報
勤
務
ニ
専
念
シ
得
ザ
ル
ノ
不
利
ヲ
生
ズ
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
結
局
、
タ
ン
ジ
ー
ル
で
の
正
式
な
領

事
館
設
置
は
ス
ペ
イ
ン
の
反
対
で
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
桜
井
の
提
案
が
な
さ
れ
た
時
点
で
陸
軍
は
既
に
長
谷
部
清
を
タ
ン
ジ
ー
ル

に
常
駐
さ
せ
情
報
活
動
に
あ
た
ら
せ
、
一
九
四
四
年
五
月
ま
で
長
谷
部
は
タ
ン
ジ
ー
ル
に
駐
在
し
た（

7
（

。
長
谷
部
が
タ
ン
ジ
ー
ル
か
ら
送
っ

た
情
報
は
、
具
体
的
に
は
「
30
／
11
タ
ン
ジ
ー
ル
武
官
報　

○
伊
国
作
戦
ニ
参
加
ノ
英
艦
隊
主
力
／
B 〔
戦
艦
〕×
4　

A 〔
空
母
〕×
3

其
他
ハ
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ー
通
過
、
英
本
国
ヘ（

（
（

」、「
タ
ン
ジ
ー
ル
武
官
、
一
二
、
二
五
報
告
、
地
中
海
に
於
け
る
英
国
艦
隊
、
戦
艦
五
、
巡
洋

艦
一
五
、
駆
五
五
、
潜
五
〇
、
イ
タ
リ
ヤ
海
軍
よ
り
鹵
獲
せ
る
も
の
、
戦
五
、
巡
六
、
駆
三
〇
、
潜
二
五（

9
（

」
と
い
っ
た
（
以
上
の
引
用
史

料
二
つ
は
い
ず
れ
も
一
九
四
三
年
）、
地
中
海
で
の
連
合
国
の
艦
船
の
動
静
で
あ
る
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
経
て
地
中
海
か
ら
イ
ン
ド
洋

を
通
過
し
、
対
日
戦
に
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
艦
船
を
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た（

（1
（

。

須
磨
は
戦
後
連
合
国
側
の
尋
問
に
対
し
、
タ
ン
ジ
ー
ル
来
訪
の
際
に
イ
タ
リ
ア
の
外
交
官
か
ら
、
艦
船
動
向
を
把
握
す
る
目
的
は
、
連

合
国
は
自
ら
の
艦
艇
の
動
き
を
暗
号
で
絶
え
ず
報
告
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
暗
号
を
解
読
す
る
た
め
の
手
掛
り
と
し
て
い
る
、
と
告

げ
ら
れ
た
と
答
え
て
い
る（

（（
（

。
艦
艇
の
動
き
を
把
握
し
、
艦
種
や
隻
数
が
判
明
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
暗
号
解
読
の
突
破
口
と
し
て
利
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用
す
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
は
と
も
か
く
、
日
本
は
地
中
海
で
の
艦
隊
、
輸
送
船
団
の

情
報
を
暗
号
解
読
の
た
め
に
援
用
す
る
余
力
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

桜
井
敬
三
は
戦
後
連
合
国
側
の
尋
問
に
対
し
、
リ
ス
ボ
ン
駐
在
の
陸
軍
武
官
と
の
連
絡
は
円
滑
で
、
互
い
の
活
動
に
つ
い
て
承
知
し
て

お
り
、
リ
ス
ボ
ン
の
武
官
が
得
た
情
報
を
よ
く
見
た
し
、
そ
の
逆
も
ま
た
同
様
で
あ
り
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
を
通
過
す
る
艦
船
な
ど
に
関
し

て
有
益
な
点
検
の
機
会
に
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
武
官
は
互
い
の
情
報
を
相
互
に
交
換
し
、
情

報
の
確
度
を
判
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
無
論
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
情
報
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
の
情
報
の
比
較
は
参
謀
本
部
で
も
行
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
よ
う
な
作
業
の
結
果
や
参
謀
本
部
で
持
っ
て
い
る
他
の
情
報
を
加
味
し
、「
一
覧
表
」
に
あ
る
よ
う
に
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
武
官
の
M
と
い
う
情
報
の
確
度
は
丙
、
ス
ペ
イ
ン
武
官
の
フ
と
い
う
情
報
の
確
度
は
乙
と
判
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
の
陸
軍
武
官
間
で
は
単
な
る
情
報
交
換
だ
け
で
な
く
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
乗
り
入
れ
が
あ
り
、「
一
覧
表
」
の
出

所
の
欄
に
も
あ
る
通
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
M
情
報
は
従
来
、
ス
ペ
イ
ン
武
官
が
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
情
報
の
た
め
に
使
用
し
て
い
た
マ
ル
コ
で

あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
の
フ
情
報
は
従
来
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
武
官
が
使
用
し
て
い
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
フ
イ
リ
ツ
プ
で
あ
っ
た
。

二
、
東
情
報
へ
の
軍
部
へ
の
反
応

第
二
次
大
戦
中
の
中
立
国
で
の
日
本
の
情
報
活
動
で
最
も
有
名
な
の
が
、
須
磨
弥
吉
郎
公
使
が
ス
ペ
イ
ン
人
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
あ
る

ア
ン
ヘ
ル
・
ア
ル
カ
サ
ー
ル
・
デ
・
ベ
ラ
ス
コ 

（Á
ngel A

lcázar de V
elasco

） 

を
使
い
米
英
に
諜
報
員
を
潜
入
さ
せ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
ベ
ラ
ス
コ
か
ら
の
情
報
は
、
東
情
報
と
も
言
わ
れ
た
。「
一
覧
表
」
で
は
、
海
軍
武
官
の
箇
所
に
ベ
ラ
ス
コ
の
名
前
が
登
場
す
る
が
こ

れ
は
何
ら
か
の
間
違
い
と
思
わ
れ
る
。
先
行
研
究
も
多
く
、
ベ
ラ
ス
コ
と
日
本
の
関
係
は
不
透
明
な
部
分
も
依
然
あ
る
と
は
い
え
、
相
当
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程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た（

（1
（

。
事
実
関
係
を
簡
単
に
要
約
す
る
と
、
中
立
国
と
は
い
え
枢
軸
寄
り
だ
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
外
務
大
臣
で
フ
ラ

ン
コ （Francisco Franco

） 

の
義
弟
で
あ
る
セ
ラ
ー
ノ
・
ス
ニ
エ
ー
ル （Ram

ón Serrano Suñer

） 

の
協
力
を
得
て
、
米
国
に
複
数
の

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
送
り
込
み
、
そ
の
諜
報
網
の
ト
ッ
プ
が
ベ
ラ
ス
コ
で
あ
り
、
東
情
報
を
出
し
、
高
度
に
政
治
的
な
情
報
か
ら
各
軍
港
で

の
輸
送
船
団
の
動
き
、
個
々
の
兵
器
の
情
報
な
ど
を
日
本
に
伝
え
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
東
情
報
と
日
本
の
関
係
を
示
す
新
た
な
史
料
を
提

示
し
、
軍
部
と
東
情
報
の
関
係
を
考
察
す
る
。

そ
の
史
料
は
、
一
九
四
二
年
七
月
三
〇
日
に
ス
ペ
イ
ン
駐
在
の
陸
軍
武
官
で
あ
る
桜
井
敬
三
が
、
参
謀
次
長
宛
て
に
送
っ
た
電
文
四
七

四
号
を
米
国
が
解
読
し
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
管
見
の
限
り
、
こ
の
桜
井
の
四
七
四
号
電
に
触
れ
た
研
究
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
冒
頭
で
桜
井

は
、「
照
会
さ
れ
た
貴
電
六
七
三
号
と
須
磨
公
使
電
に
つ
い
て （Reference your w

ire （73 and M
inister Sum

a’s w
ire

）」
と
告
げ
、

参
謀
本
部
か
ら
の
六
七
三
号
電
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
と
須
磨
か
ら
の
電
報
に
対
し
て
自
ら
の
見
解
を
披
瀝
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
六
七

三
号
電
は
米
国
も
傍
受
し
て
お
ら
ず
、
日
本
側
に
も
現
存
し
て
い
な
い
。
続
け
て
桜
井
は
、「
こ
の
情
報
の
責
任
を
担
っ
て
い
る
男
は
ス
ペ

イ
ン
人
で
、
こ
の
種
の
工
作
に
非
常
に
熟
練
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
軍
人
で
は
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
、
彼
の
報
告
の
信
頼
性
を
保

証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い （T
he m

an responsible for this intelligence is a Spaniard and very skilled in this sort of w
ork. 

H
ow

ever he is not a m
ilitary m

an and consequently w
e can’t guarantee the reliability of his reports

）」
と
述
べ
て
い
る
。

桜
井
が
触
れ
て
い
る
情
報
工
作
に
熟
練
し
て
い
る
男
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
桜
井
電
は
、
冒
頭
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
須
磨
電

に
対
す
る
返
答
に
も
な
っ
て
い
る
が
、
須
磨
は
七
月
二
二
日
の
第
七
八
一
号
電
の
な
か
で
、
即
ち
桜
井
電
の
約
一
週
間
前
に
東
情
報
に
つ

い
て
ス
ペ
イ
ン
国
内
で
の
伝
達
経
路
や
ド
イ
ツ
と
の
関
係
、
情
報
の
主
目
標
な
ど
を
外
務
本
省
に
報
告
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
中
で
、
東
情
報

の
責
任
者
で
あ
る
ベ
ラ
ス
コ
の
経
歴
、
人
柄
、
ス
ニ
エ
ル
外
相
と
の
関
係
に
も
言
及
し
、「
機
関
長
「
ア
ル
カ
ツ
サ
ー
、
ベ
ラ
ス
コ
」
ハ

前
述
ノ
如
ク
独
逸
特
務
機
関
ト
約
二
ヶ
年
間
連
絡
ア
リ
西
班
牙
内
乱
時
代
ヨ
リ
「
ス
ニ
エ
ル
」
ト
特
殊
関
係
成
立
シ
当
時
ノ
殊
勲
ニ
依
リ
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「
フ
ア
ラ
ン
ヘ
」
党
内
訌
ニ
連
座
シ
死
刑
ヲ
宣
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
「
ス
」
ニ
救
ハ
レ
無
罪
ト
ナ
リ
諜
報
機
関
設
立
ヲ
兼
ネ
在
英
大
使
館
付
新
聞

班
長
ニ
転
出
帰
朝
後
ハ
「
ス
」
ノ
陰
ノ
人
ト
シ
テ
活
躍
ヲ
続
ケ
居
レ
リ
性
格
ハ
侠
客
肌
、
信
念
及
友
人
ノ
為
ニ
ハ
水
火
モ
辞
セ
サ
ル
底
ノ

強
キ
性
格
ヲ
有
ス
ル
モ
猪
突
的
ナ
ル
嫌
ナ
シ
ト
セ
ス
」
な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
。

①
七
月
二
二
日
の
須
磨
電
と
三
〇
日
の
桜
井
電
の
時
間
的
な
近
さ
、
内
容
的
な
繋
が
り
、
②
桜
井
電
で
言
及
さ
れ
て
い
る
情
報
工
作
を

担
っ
て
い
る
人
物
は
、
桜
井
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
は
な
い
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
桜
井
は
こ
の
人
物
か
ら
の
情
報
と
海
軍
側
の
偵
察
と
を
比

較
せ
よ
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
ス
ペ
イ
ン
公
使
館
付
海
軍
武
官
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
も
考
え
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
、
海
軍
の
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
な
ら
ば
、
当
然
、
海
軍
側
が
入
手
し
て
い
る
情
報
と
比
較
す
る
の
は
自
明
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
須
磨
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

で
あ
る
、
③
一
九
四
二
年
七
月
時
点
に
お
い
て
須
磨
の
情
報
活
動
を
担
っ
た
ス
ペ
イ
ン
人
で
そ
の
種
の
工
作
に
熟
練
し
た
人
物
、
以
上
の

点
か
ら
考
え
て
、
桜
井
電
で
言
及
さ
れ
て
い
る
情
報
工
作
に
従
事
す
る
ス
ペ
イ
ン
人
と
は
、
実
名
こ
そ
登
場
し
な
い
が
、
ベ
ラ
ス
コ
で
あ

る
と
断
定
し
て
差
し
支
え
な
い
。
そ
し
て
、
桜
井
電
の
冒
頭
で
言
及
さ
れ
て
い
る
須
磨
電 （Sum

a’s w
ire

） 

は

─
米
側
の
解
読
で
は
単

数
に
な
っ
て
い
る
が
、
特
定
の
単
一
の
電
報
を
指
す
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
が

─
、
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
分
が
七
月
二
二
日
に
須
磨

か
ら
発
信
さ
れ
た
第
七
八
一
号
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
桜
井
電
の
「
こ
の
情
報 （this intelligence

）」
は
、
東
情

報
を
指
し
て
い
る
。

続
け
て
、
桜
井
は
、
現
時
点
で
東
情
報
の
正
確
さ
を
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
他
の
ソ
ー
ス
か
ら
の
情
報
を
持
っ
て
い

る
と
述
べ
た
上
で
、
最
終
的
に
、「
こ
の
情
報
に
対
処
す
る
上
で
、
日
本
海
軍
の
偵
察
の
結
果
と
情
報
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報

の
確
度
を
調
査
す
る
こ
と
が
良
い
考
え
で
あ
ろ
う （In dealing w

ith this intelligence, it w
ould be a good idea to check up on 

its accuracy by com
paring it w

ith the results of Japanese N
avy reconnaissance

）」
と
進
言
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
桜
井
の

報
告
は
、
ベ
ラ
ス
コ
に
依
拠
し
た
須
磨
の
東
情
報
に
関
す
る
参
謀
本
部
か
ら
の
照
会
に
回
答
し
た
も
の
で
あ
り
、
桜
井
は
東
情
報
の
信
憑
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性
を
調
査
す
る
た
め
に
海
軍
側
の
情
報
と
比
較
す
る
よ
う
に
提
案
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
京
の
参
謀
本
部
は
、
外
務
省
経
由
で
須
磨
か

ら
の
情
報
が
届
い
た
も
の
の
、
そ
の
情
報
を
ど
う
扱
っ
て
よ
い
か
逡
巡
が
あ
り
、
桜
井
の
意
見
を
求
め
た
の
だ
ろ
う
。
従
来
、
須
磨
情
報

と
軍
の
関
わ
り
は
、
専
ら
中
央
の
参
謀
本
部
や
軍
令
部
で
須
磨
情
報
が
ど
う
処
理
さ
れ
た
の
か
の
縦
の
関
係
に
関
心
が
集
ま
り
、
現
地
ス

ペ
イ
ン
駐
在
の
陸
海
軍
武
官
室
と
須
磨
情
報
と
の
横
の
関
係
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
須
磨
が
自
ら
の
情
報
活
動
に
関
し
て
、
ど
の
時
点

で
ス
ペ
イ
ン
駐
在
の
陸
海
軍
武
官
に
告
げ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
遅
く
と
も
参
謀
本
部
か
ら
桜
井
に
照
会
が
さ
れ
た
後
に
、
桜
井
と
須
磨

の
間
で
東
情
報
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る（

（1
（

。

須
磨
が
送
っ
た
概
ね
正
確
な
東
情
報
が
軍
部
か
ら
軽
視
又
は
無
視
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
初
期
の
軍
中
央
の
米
軍

の
動
向
に
対
す
る
判
断
の
誤
り
を
指
摘
す
る
の
が
通
例
だ
が（

（1
（

、
そ
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
に
米
軍
が
上
陸
し
た
一
九
四
二
年
八
月
七
日
の
約
一

週
間
前
の
七
月
三
〇
日
に
東
情
報
の
確
度
を
巡
り
参
謀
本
部
と
現
地
ス
ペ
イ
ン
陸
軍
武
官
で
や
り
取
り
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
桜
井

電
は
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
事
実
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
七
月
三
〇
日
の
時
点
で
東
情
報
の
確

度
に
確
信
が
持
て
な
か
っ
た
以
上
、
八
月
七
日
以
降
の
米
軍
へ
の
動
静
判
断
に
東
情
報
を
直
ち
に
活
か
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。ガ

ダ
ル
カ
ナ
ル
戦
の
初
動
に
は
東
情
報
を
的
確
に
利
用
で
き
な
か
っ
た
の
は
確
か
だ
が
、
一
九
四
二
年
八
月
二
三
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

か
ら
報
告
さ
れ
た
東
情
報
が
九
月
上
旬
に
は
軍
令
部
第
三
部
長
名
で
海
軍
の
現
場
部
隊
に
通
達
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
桜
井
の
進

言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
陸
軍
ま
た
は
海
軍
は
自
ら
の
手
持
ち
の
情
報
と
東
情
報
を
比
較
し
、
東
情
報
の
確
度
の
判
定
を
行
い
、
あ
る
程
度

正
確
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
現
場
の
部
隊
に
も
知
ら
せ
た
の
だ
ろ
う
。
須
磨
か
ら
の
報
告
は
、
そ
の
後
も
作
戦
指
導
に
影
響
を
与
え

得
る
人
物
の
関
心
を
惹
い
て
い
た
。
例
え
ば
、
陸
軍
省
軍
務
局
軍
務
課
長
か
ら
参
謀
本
部
作
戦
課
長
に
転
任
し
た
前
後
に
、
真
田
穣
一
郎

は
、「
3
／
11
馬
徳
里　

ス
マ
公
使
電　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ヤ
ヨ
リ
パ
ナ
マ
経
由
六
隻
ノ
工
作
船
太
平
洋
ニ
向
フ
船
尾
ニ
起
重
機
ア
リ
沈
船
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引
揚
用
ニ
シ
テ
修
理
用
器
材
ヲ
搭
載
ス
」
と
い
う
報
告
を
摘
記
し
て
い
る（

（1
（

。
真
田
の
記
録
で
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
は
、
一
九
四
三
年
一

月
下
旬
か
ら
二
月
頃
の
次
の
記
載
で
あ
る（

11
（

。

谷
外
相
ヘ　

館
長
符
号
101 

マ
ド
リ
ー
ド
須

　
　

マ
公
使
電
（
在
米
諜
報
網
ノ
件
）

金
子
電
送
申
度
旨　

感
謝
、
送
レ 

□
（〔
一
字
不
明
〕（
　

　
　

方
針
ノ
書
キ
振
リ
ハ
良
イ

従
来
の
研
究
で
は
米
国
に
よ
る
解
読
記
録
を
用
い
て
、
一
九
四
三
年
一
月
に
外
務
本
省
は
、
須
磨
の
要
求
に
基
づ
き
米
国
で
の
情
報
活
動

の
た
め
に
五
〇
万
円
送
金
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
須
磨
の
要
請
額
の
百
万
円
を
満
た
せ
ず
、
残
り
を
陸
海
軍
に
負
担
を
求
め
た
が
、
海

軍
は
同
意
し
た
も
の
の
、
陸
軍
は
難
色
を
示
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た（

1（
（

。
引
用
し
た
真
田
の
記
述
は
、
や
や
意
味
が
把
握
し
に
く
い

が
、
そ
の
間
の
経
緯
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
須
磨
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
米
国
で
の
情
報
活
動
に
つ
い
て
、
軍
の
情
報

関
係
者
だ
け
で
な
く
作
戦
部
門
の
責
任
者
で
あ
る
作
戦
課
長
に
も
報
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
須
磨
の
情
報
活
動
に

対
す
る
陸
軍
か
ら
の
資
金
分
与
が
最
後
ま
で
拒
否
さ
れ
た
か
否
か
は
判
然
と
し
な
い
。
海
軍
が
資
金
提
供
に
同
意
し
、
陸
軍
が
保
留
し
た

こ
と
か
ら
み
て
、
海
軍
は
須
磨
情
報
を
評
価
し
、
陸
軍
は
評
価
し
な
か
っ
た
と
い
う
解
釈
が
導
き
出
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
は

必
ず
し
も
正
し
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
須
磨
へ
の
資
金
提
供
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
一
九
四
三
年
一
月
に
参
謀
本
部
は
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ

ン
へ
輸
送
船
団
が
向
か
っ
た
と
い
う
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
か
ら
の
東
情
報
を
「
信
ス
ヘ
キ
諜
報
」
と
し
て
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
方
面
を
担
任

す
る
北
海
守
備
隊
に
通
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

11
（

。

一
九
四
三
年
一
月
は
、
外
務
省
が
軍
へ
須
磨
の
情
報
活
動
に
対
し
て
資
金
供
与
を
求
め
た
以
上
、
当
然
外
務
省
内
部
で
も
須
磨
情
報
に

関
心
が
高
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
年
一
月
九
日
、
日
本
は
汪
兆
銘
政
権
と
の
間
に
租
界
還
付
、
治
外
法
権
撤
廃
を
定
め
た
協
定
を
締
結
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し
、
汪
政
権
は
米
英
に
対
し
て
宣
戦
布
告
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
も
、
東
情
報
は
次
の
よ
う
な
情
報
を
も
た
ら
し
て
い
る（

11
（

。

　

･
「
東
情
報

　
　
（
十
一
日
華
府
発
）

　

一 

、
国
民
政
府
ノ
宣
戦
布
告
ハ
当
地
ニ
激
動
ヲ
与
ヘ
新
聞
評
論
ニ
モ
右
気
持
反
映
セ
ラ
レ
居
リ
白
亜
館
〔
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
〕
ニ
ハ
全

ク
ノ
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
」
ニ
シ
テ
最
近
何
事
カ
ア
ル
ヘ
シ
ト
ハ
期
待
シ
居
リ
タ
ル
如
キ
モ
斯
ル
重
大
決
意
ハ
思
ヒ
モ
寄
ラ
サ
リ
シ
所

ナ
リ
／
軍
部
某
高
官
ノ
内
話
ニ
依
レ
ハ
之
カ
為
太
平
洋
作
戦
計
画
ヲ
改
ム
ル
要
起
ル
ニ
至
ル
ヘ
ク
近
ク
決
行
ノ
筈
ナ
リ
シ
攻
勢
モ

或
ハ
延
期
ノ
コ
ト
ト
ナ
ル
ヤ
モ
知
レ
ス
〔
以
下
省
略
〕」

他
方
、
外
務
省
政
務
局
で
定
期
的
に
作
成
し
て
い
る
国
際
情
勢
報
告
の
調
書
の
中
で
、
汪
政
権
参
戦
に
対
す
る
米
英
の
反
応
に
触
れ
、

一
般
的
に
黙
殺
的
態
度
で
見
る
べ
き
反
応
は
無
い
と
し
つ
つ
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

11
（

。

「
一
方
情
報
ニ
依
レ
ハ
国
府
参
戦
ハ
白
亜
館
ニ
ト
リ
全
ク
ノ
「
サ
プ
ラ
イ
ズ
」
ニ
シ
テ
最
近
何
事
カ
ア
ル
ヘ
シ
ト
期
シ
居
レ
ル
モ
斯
ル
重

大
決
定
ハ
予
想
外
ナ
リ
ト
ノ
感
強
キ
趣
ナ
リ
」。
両
者
を
比
較
す
れ
ば
一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に
、
政
務
局
調
書
中
の
「
情
報
ニ
依
レ
ハ
」

と
は
、
東
情
報
を
指
し
て
い
る
。

し
か
し
、
問
題
は
こ
の
情
報
の
信
憑
性
で
あ
る
。
汪
政
権
が
参
戦
を
日
本
側
に
提
案
し
て
い
た
こ
と
は
、
一
九
四
二
年
夏
の
段
階
で
米

国
側
は
日
本
の
外
交
暗
号
の
解
読
に
よ
り
察
知
し
て
い
た（

11
（

。
更
に
、
汪
政
権
参
戦
の
一
週
間
前
の
一
月
二
日
付
け
の
米
国
の
暗
号
解
読
情

報
の
要
約
文
書
で
も
、
東
條
が
南
京
政
府
に
一
九
四
三
年
初
頭
の
あ
る
時
期
に
宣
戦
布
告
さ
せ
る
こ
と
を
決
断
し
、
そ
の
旨
を
汪
の
訪
日

時
に
伝
え
た
と
指
摘
し
て
い
る（

11
（

。
し
た
が
っ
て
、
東
情
報
が
伝
え
る
ほ
ど
の
驚
き
が
な
か
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
後
段
の
汪

政
権
参
戦
に
よ
り
作
戦
計
画
が
変
更
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
米
軍
部
高
官
の
話
は
全
く
誇
張
さ
れ
た
も
の
で
そ
の
よ
う
な
事
実
は

な
い
。
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こ
の
よ
う
に
東
情
報
を
含
め
た
須
磨
情
報
は
誤
っ
た
情
報
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
次
に
そ
の
よ
う
な
須
磨
情
報
が
戦
時
下
の
外
交
に
も

た
ら
し
た
波
紋
を
み
て
い
き
た
い
。

三
、
須
磨
情
報
と
欧
州
和
平

（
一
）
米
大
統
領
特
使
テ
イ
ラ
ー
の
ス
ペ
イ
ン
訪
問

こ
こ
か
ら
は
、
須
磨
が
ス
ペ
イ
ン
か
ら
送
っ
た
欧
州
和
平
に
関
す
る
情
報
を
巡
る
二
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
須
磨
情
報
が
日
本
政
府

部
内
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
検
討
す
る
。
ま
ず
、
米
大
統
領
特
使
テ
イ
ラ
ー
に
関
す
る
須
磨
情
報
で
あ
る
。

海
軍
次
官
の
澤
本
頼
雄
は
一
九
四
二
年
一
〇
月
六
日
の
日
記
に
、
三
日
付
の
須
磨
か
ら
の
「
△
和
平
ノ
噂
／
在
西
米
国
大
使
ノ  T

ailor 

午
餐
会
ノ
際  T

ailor 

ハ Spain

ハ
平
和
斡
旋
者
ト
シ
テ
恰
好
ノ
地
位
ニ
ア
リ
ト
漏
ラ
シ
タ
ル
趣
ナ
リ
〔
後
略
〕」
と
い
う
情
報
を
記
し
た
。

続
く
八
日
に
は
、
五
日
付
の
須
磨
の
情
報
と
し
て
、「
△T

ailor 

和
平
／T

ailor 

法
王
庁
訪
問　

ホ
ル
ダ
ナ
外
相
ト
ノ
会
談
内
容　

T
ailor 

ハ
今
カ
平
和
ニ
尤
モ
ヨ
シ
〔
中
略
〕Spain 

カ H
itler 

ニ　

仲
介
申
出　

米
英
独
伊
ノ
単
独
講
和
ヲ
ス　

日
本
ニ
対
シ
テ
ハ
別
個
ニ
考
フ

ル
ヲ
要
シ
苛
酷
ナ
ル
条
件
ヲ
強
フ
ル
気
持
ナ
キ
モ
〔
中
略
〕
独
ト
ノ
平
和
出
来
レ
ハ
日
本
ノ
野
心
ハ
充
分
制
肘
シ
得
ル
見
込
ア
リ
ト
述
」

べ
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
テ
イ
ラ
ー
の
提
案
に
対
し
て
、
ホ
ル
ダ
ナ 
（Count Francisco Góm

ez-Jordana

）・
ス
ペ
イ
ン
外
相
は
ド

イ
ツ
が
同
意
し
な
い
だ
ろ
う
と
返
答
し
た
と
い
う
。
以
上
が
、
澤
本
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
須
磨
か
ら
の
情
報
で
あ
る（

11
（

。
要
す
る
に
、

米
大
統
領
の
特
使
と
し
て
バ
チ
カ
ン
と
米
政
府
と
の
連
絡
役
を
担
っ
て
い
る
マ
イ
ロ
ン
・
テ
イ
ラ
ー （M

yron C. T
aylor

） 

が
バ
チ
カ
ン

訪
問
の
帰
途
、
ス
ペ
イ
ン
に
寄
り
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
を
仲
介
と
し
て
独
伊
と
の
講
和
を
申
し
込
ん
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
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米
国
が
和
平
へ
意
欲
を
見
せ
た
と
い
う
須
磨
か
ら
の
一
連
の
報
告
は
、
海
軍
だ
け
で
な
く
当
然
陸
軍
で
も
反
響
を
呼
ん
だ
。
一
〇
月
九

日
参
謀
本
部
で
、「
午
前
中
昨
今
ニ
於
ケ
ル
情
勢
判
断
ニ
関
シ
第
一
部
第
二
部
合
同
研
究
ヲ
行
フ
両
部
長
出
席
」
し
た（

11
（

。
九
日
の
合
同
研
究

に
つ
い
て
、
戦
争
指
導
を
担
当
す
る
第
一
部
第
一
五
課
長
の
甲
谷
悦
雄
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（

11
（

。

二
、
第
二
部
ト
ノ
情
勢
判
断
懇
談
会

　

イ
、
第
二
部
ヘ
ノ
注
文

　

1
、
須
磨
公
使
電
ニ
依
ル
米
側
和
平
提
唱
問
題
ノ
観
察

　

2
～
4
〔
省
略
〕

つ
ま
り
、
第
一
部
と
第
二
部
と
の
間
で
、
米
国
が
和
平
を
申
し
入
れ
た
と
い
う
須
磨
か
ら
の
情
報
が
俎
上
に
の
ぼ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
九
四
二
年
八
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
は
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
後
の
日
本
の
対
外
情
勢
認
識
の
基
礎
と
な
る
「
世
界
情
勢
判
断
」
の
審

議
が
陸
軍
、
海
軍
、
外
務
省
で
断
続
的
に
行
わ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
り（

11
（

、
第
一
部
と
第
二
部
の
合
同
研
究
は
そ
の
一
環
で
あ
る
。
合
同
研

究
自
体
は
、
須
磨
か
ら
の
報
告
と
は
関
係
な
く
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
た
ま
た
ま
須
磨
か
ら
の
情
報
と
時
期
が
重
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
翌
一
〇
日
、
田
中
新
一
作
戦
部
長
は
、
欧
州
和
平
に
つ
い
て
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
お
り
、
須
磨
か
ら
の
情
報
の
影
響
が
見
受
け

ら
れ
る（

1（
（

。

10

─
10
欧
州
和
平
ニ
伴
フ
措
置

　

1
、
欧
州
和
平
ニ
関
ス
ル
一
般
的
判
断

　

2
、
欧
州
和
平
ニ
併
セ
テ
起
ル
ヘ
キ
事
象
ニ
関
ス
ル
判
断

　
　
　
　

日
支
戦
争
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日
独
伊
関
係

　
　
　
　

日
「
ソ
」
関
係

　

3
、
欧
州
和
平
対
策

こ
の
よ
う
に
、
須
磨
の
情
報
は
陸
海
軍
の
中
枢
に
も
一
定
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
が
、
そ
の
余
波
は
現
役
、
現
職
で
は
な
い
指
導
層

に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
。
外
務
省
情
報
部
長
や
外
務
次
官
、
イ
タ
リ
ア
大
使
等
を
歴
任
し
た
天
羽
英
二
は
一
〇
月
二
一
日
、
外
務
次
官
時

代
の
大
臣
で
帝
大
病
院
に
入
院
中
だ
っ
た
豊
田
貞
次
郎
海
軍
大
将
（
予
備
役
）
を
訪
問
し
、「
豊
田
貞
次
郎
、
至
急
面
会
シ
タ
シ
ト
テ
自
動

車
ヲ
寄
越
ス
、
病
院
ニ
行
ク
。
須
磨
来
電
「
ア
イ
ロ
ン
テ
ー
ラ
ー
」
西
班
牙
外
相
ニ
平
和
提
議
風
説
ニ
付
意
見
ヲ
聞
ク　

近
衛
公
ヨ
リ
ノ

話
シ
ラ
シ　

信
ジ
得
ズ
ト
答
フ　

其
他
雑
談　

辞
去
」
と
い
っ
た
応
答
を
交
わ
し
て
い
る（

11
（

。
近
衛
文
麿
と
豊
田
は
二
人
と
も
帝
大
病
院
に

入
院
し
て
お
り
、
近
衛
か
ら
須
磨
情
報
を
聞
い
た
豊
田
が
天
羽
に
「
至
急
面
会
」
を
求
め
た
の
は
、
彼
の
驚
き
を
表
し
て
い
る
。
天
羽
が

豊
田
と
面
会
し
た
前
日
の
二
〇
日
、
陸
相
、
朝
鮮
総
督
、
外
相
等
を
歴
任
し
た
宇
垣
一
成
は
、「
過
般
テ
ー
ラ
ー
が
羅
馬
法
王
を
訪
問
し

帰
途
西
班
牙
を
訪
ひ
英
米
対
独
の
講
和
を
提
議
し
た
り
と
の
噂
あ
り
。
而
か
も
夫
れ
は
東
洋
の
問
題
は
後
廻
し
と
す
る
と
の
こ
と
な
り
と

伝
ふ
。
若
し
夫
れ
が
信
な
り
と
す
れ
ば
吾
人
に
至
大
の
波
動
を
与
ヘ
来
る
べ
く
、
大
に
警
戒
し
対
策
を
考
ヘ
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
で
あ

る
！
」
と
和
平
か
ら
日
本
だ
け
取
り
残
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る（

11
（

。
宇
垣
の
記
述
が
須
磨
情
報
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
、
米
側
が
和
平
の
申
入
れ
を
し
た
と
い
う
須
磨
の
報
告
は
、
近
衛
、
豊
田
、
天
羽
、
宇
垣
に
伝
播
し
て
い
っ
た
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
須
磨
の
情
報
は
外
務
省
の
O
B
会
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
テ
ー
ラ
ー
を
巡
る
須
磨
情
報
を
耳
に
し
た
関
係
者
は
少

な
く
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
〇
月
二
一
日
に
豊
田
か
ら
須
磨
の
和
平
情
報
を
告
げ
ら
れ
て
以
降
、
天
羽
は
外
務
省
関
係
者
と
会
談
し
、
豊
田
と
近
衛
に
報
告
を
し
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た
。
天
羽
は
一
〇
月
二
三
日
、
松
本
俊
一
外
務
省
条
約
局
長
と
「「
テ
ー
ラ
ー
」
平
和
提
議
其
他
雑
談
」
を
し
、
同
日
、「
豊
田
貞
次
郎
ニ

「
テ
ー
ラ
ー
」
使
命
ニ
就
キ
長
文
ノ
手
紙
ヲ
送
ル　

近
衛
公
ニ
モ
見
ル
ニ
便
ナ
ル
為
手
紙
ト
」
し
た（

11
（

。
更
に
、
二
八
日
に
は
外
務
省
O
B

の
集
ま
り
で
あ
る
十
人
会
の
場
で
、
有
田
八
郎
元
外
相
が
天
羽
に
「「
テ
ィ
ラ
ー
」
ノ
欧
州
平
和
運
動
ノ
意
見
ヲ
問
」
い（

11
（

、
テ
ー
ラ
ー
の
動

向
が
話
題
に
な
っ
た
。
天
羽
は
三
〇
日
、
谷
正
之
外
相
と
面
会
し
、「
和
平
運
動
情
報
ニ
就
キ
話
」
し
た
後
、
帝
大
病
院
に
入
院
中
の
豊
田

と
近
衛
を
訪
ね
、「
西
班
牙
ニ
於
ケ
ル
和
平
運
動
ニ
就
キ
谷
其
他
外
務
省
幹
部
ト
ノ
会
談
模
様
ヲ
話
」
し
た（

11
（

。
そ
の
後
、
ス
ペ
イ
ン
に
お
け

る
和
平
運
動
に
関
し
て
天
羽
の
日
記
に
は
記
述
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
須
磨
が
も
た
ら
し
た
情
報
に
よ
る
衝
撃
は
沈
静
化
し
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
年
末
の
一
二
月
二
四
日
、
天
羽
は
病
院
に
近
衛
を
訪
ね
、「
近
衛
ト
時
局
談　

東
条
首
相
ヲ
批
評　

近
衛
入
院
ノ
際

4

4

4

4

4

4　

陸4

軍
参
謀
本
部
ハ
須
磨
情
報
ノ
米
ノ
欧
州
妥
協
説
ヲ
信
ジ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

（「
テ
ー
ラ
ー
」「
フ
ラ
ン
コ
」
談
話
）
近
衛
ヲ
欧
州
ニ
派
遣
セ
ン
為
入
院
中
止
方

申
出
デ
シ
由
」
と
告
げ
ら
れ
て
い
る（

11
（

。
須
磨
情
報
に
基
づ
い
て
参
謀
本
部
が
近
衛
の
欧
州
へ
の
派
遣
を
計
画
し
、
近
衛
に
入
院
を
中
止
す

る
よ
う
に
要
請
し
た
と
い
う
近
衛
の
述
懐
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
近
衛
が
帝
大
病
院
に
入
院
し
た
の
は
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
二
日
で
あ

る
。
こ
の
点
は
、
同
日
、
天
羽
が
豊
田
貞
次
郎
を
見
舞
い
に
病
院
を
訪
問
し
た
際
の
日
記
に
「〔
豊
田
の
〕
隣
室
に
近
衛
文
麿
公
、
本
日
入

院　

帰
次
見
舞
ヒ
、
暫
時
会
談　

時
局
憂
慮
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る（

11
（

。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
〇
月
九
日
の
参
謀
本
部
第
一
部
と
第
二
部
の
合
同
研
究
で
須
磨
か
ら
の
和
平
情
報
が
話
題
に
な
り
、
一
〇
日
は

田
中
第
一
部
長
が
欧
州
和
平
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
近
衛
入
院
は
一
二
日
な
の
で
、
近
衛
が
天
羽
に
語
っ
た
参
謀
本
部
が
欧
州
に
近

衛
を
派
遣
す
る
た
め
に
入
院
を
止
め
る
よ
う
に
求
め
た
と
い
う
話
は
、
時
系
列
か
ら
み
て
事
実
だ
ろ
う
。
参
謀
本
部
か
ら
近
衛
へ
の
要
請

は
、
時
間
の
幅
を
や
や
広
く
取
る
と
、
一
〇
月
九
日
か
ら
一
二
日
の
間
に
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

欧
州
で
和
平
が
成
立
す
る
か
否
か
の
参
謀
本
部
を
含
め
た
日
本
政
府
の
見
解
は
、
須
磨
か
ら
の
和
平
情
報
が
到
着
し
て
か
ら
約
一
月
後

の
一
九
四
二
年
一
一
月
七
日
に
大
本
営
政
府
連
絡
会
議
で
決
定
さ
れ
た
「
世
界
情
勢
判
断
」
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。「
世
界
情
勢
判
断
」
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は
各
地
域
、
国
別
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、「
米
英
ノ
動
向
」
で
は
、「
米
英
ハ
今
後
情
勢
ノ
推
移
如
何
ニ
依
リ
テ
ハ
独
伊
ト
ノ
間
ニ
和
平
ヲ

策
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
セ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
述
べ
ら
れ
、
他
方
「
独
伊
ノ
動
向
」
で
は
「
独
ハ
今
後
ノ
情
勢
如
何
ニ
依
リ
テ
ハ
「
ソ
」
英
ニ
対

シ
和
平
工
作
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ナ
シ
ト
セ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
ほ
ぼ
同
趣
旨
の
記
述
に
な
っ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
表
現
だ
け
で
は
や
や
分
か
り
に
く
い
が
、

「
世
界
情
勢
判
断
」
に
は
「「
世
界
情
勢
判
断
」
決
定
ノ
連
絡
会
議
席
上
陸
（
海
）
軍
軍
務
局
長
ノ
所
要
事
項
説
明
要
旨
」
が
付
加
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
で
は
、「
現
下
米
英
ノ
独
伊
ニ
対
ス
ル
戦
意
ハ
愈
々
強
固
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
雖
モ
欧
州
方
面
戦
局
ノ
推
移
如
何
ニ
依
リ
テ
ハ

独
伊
ト
和
平
シ
太
平
洋
方
面
ニ
其
ノ
戦
力
ヲ
集
中
指
向
セ
ン
コ
ト
ヲ
策
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
セ
ザ
ル
ベ
ク
万
一
斯
カ
ル
事
態
発
生
セ
バ
帝
国

ト
シ
テ
ハ
極
メ
テ
重
大
ナ
ル
困
難
ニ
逢
着
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
ル
ベ
シ
」
と
あ
り（

11
（

、
欧
州
和
平
の
可
能
性
を
そ
れ
程
高
く
見
積
も
っ
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
日
本
側
に
は
須
磨
の
情
報
と
は
別
に
、
テ
イ
ラ
ー
の
バ
チ
カ
ン
訪
問
は
和
平
で
は
な
い
と
す
る
報
告
も
届
い
て
い
た
。
バ

チ
カ
ン
駐
在
の
原
田
健
公
使
は
、
訪
問
は
和
平
が
目
的
で
は
な
く
、
戦
争
を
徹
底
的
に
戦
う
と
い
う
米
国
の
決
意
を
バ
チ
カ
ン
に
わ
か
ら

せ
、
ロ
ー
マ
法
王
の
和
平
仲
介
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
と
報
告
し
て
い
た（

1（
（

。
後
述
す
る
実
際
の
テ
イ
ラ
ー
の
言
動
と
照
ら
す
と
、
原

田
の
こ
の
報
告
は
概
ね
正
確
な
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
参
謀
本
部
は
天
羽
の
日
記
の
文
言
か
ら
窺
え
る
ほ
ど
須
磨
の
欧
州
和
平
情
報
を
信
じ
た
と
も
思
え
ず
、
近
衛
へ
の
入
院

中
止
要
請
は
欧
州
が
和
平
へ
急
転
し
た
場
合
に
備
え
た
万
が
一
の
措
置
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
須
磨
か
ら
の
情
報
が
参
謀
本
部

で
注
目
を
集
め
、
近
衛
へ
の
入
院
中
止
要
請
に
ま
で
至
っ
た
こ
と
は
、
一
九
四
二
年
八
月
下
旬
以
降
、
東
情
報
を
含
め
た
須
磨
情
報
が
軍

部
で
認
知
さ
れ
始
め
て
き
た
こ
と
を
示
す
好
例
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
実
際
の
テ
イ
ラ
ー
の
言
動
を
確
認
し
て
お
こ
う（

11
（

。
テ
イ
ラ
ー
は
バ
チ
カ
ン
訪
問
後
、
マ
ド
リ
ー
ド
に
寄
り
、
一
九
四
二
年
九

月
二
九
日
、
ヘ
イ
ズ （Carlton J.H

.H
ayes

） 

駐
ス
ペ
イ
ン
米
国
大
使
と
と
も
に
ホ
ル
ダ
ナ
外
相
を
訪
問
し
、
同
日
米
国
大
使
館
で
行
わ
れ

た
ヘ
イ
ズ
大
使
主
催
の
テ
イ
ラ
ー
歓
迎
の
デ
ィ
ナ
ー
に
は
ホ
ル
ダ
ナ
外
相
を
含
め
た
ス
ペ
イ
ン
政
府
要
人
も
参
加
し
た
。
翌
三
〇
日
、
ス
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ペ
イ
ン
側
の
申
し
出
で
フ
ラ
ン
コ
と
テ
イ
ラ
ー
が
会
談
し
ホ
ル
ダ
ナ
と
ヘ
イ
ズ
も
同
席
し
た
。
席
上
、
フ
ラ
ン
コ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

日
米
戦
争
と
欧
州
で
の
戦
争
は
異
な
り
、
両
者
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
後
者
は
共
産
主
義
に
対
す
る
闘
争
で
あ
り
、
両
者
を
混
同

し
て
は
な
ら
な
い
、
ヒ
ト
ラ
ー （A

dolf H
itler

） 

は
高
潔
な
紳
士
で
あ
り
、
英
国
に
対
す
る
不
満
や
各
国
の
独
立
を
阻
害
す
る
よ
う
な
考

え
を
持
っ
て
い
な
い
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
全
て
の
キ
リ
ス
ト
教
世
界
だ
け
で
な
く
米
英
の
敵
は
野
蛮
で
東
洋
的
な
共
産
ロ
シ
ア
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
に
対
し
テ
イ
ラ
ー
は
反
駁
し
、
米
国
は
日
本
だ
け
で
な
く
全
て
の
枢
軸
国
と
の
戦
争
を
戦
っ
て
い
る
こ
と
や
、
ヒ

ト
ラ
ー
は
各
国
の
独
立
や
英
帝
国
の
一
体
性
を
尊
重
し
て
い
な
い
こ
と
、
共
産
ロ
シ
ア
で
は
な
く
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
が
好
戦
的
で
あ
る
こ
と

を
主
張
し
、
フ
ラ
ン
コ
も
こ
れ
ら
の
点
を
認
め
た
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
コ
は
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
弁
護
や
戦
争
を
勝
ち
抜
く
米
国
の
力
と
決

意
を
強
調
し
た
テ
イ
ラ
ー
の
発
言
に
敬
意
を
払
っ
た
。

以
上
の
テ
イ
ラ
ー
と
フ
ラ
ン
コ
と
の
会
談
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
須
磨
が
報
告
し
た
よ
う
な
米
国
側
か
ら
の
ス
ペ
イ
ン
へ
の
和
平
提

案
な
ど
は
全
く
有
り
得
な
い
。
そ
も
そ
も
、
テ
イ
ラ
ー
が
一
九
四
二
年
九
月
に
バ
チ
カ
ン
に
派
遣
さ
れ
た
理
由
の
一
つ
は
、
枢
軸
国
が
バ

チ
カ
ン
を
連
合
国
の
利
益
に
反
す
る
妥
協
的
和
平
実
現
の
た
め
の
媒
介
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
米
国
が
懸
念
を
抱
い
た
か
ら
で
あ
る
。

事
実
、
テ
イ
ラ
ー
は
ロ
ー
マ
法
王
を
含
め
た
バ
チ
カ
ン
側
と
の
会
談
で
、
枢
軸
国
の
完
全
な
敗
北
を
主
張
し
、
妥
協
的
和
平
を
支
持
す
る

こ
と
に
よ
り
枢
軸
国
の
思
う
つ
ぼ
に
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
警
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
ロ
ー
マ
法
王
ピ
ウ
ス
一
二
世
は
、
妥
協
に
よ
る
和
平

は
考
え
て
い
な
い
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
基
盤
を
毀
損
し
宗
教
や
教
会
を
迫
害
す
る
人
物
た
ち
に
さ
せ
た
い
よ
う
に
さ
せ
る
い
か
な
る
和
平

も
拒
否
す
る
こ
と
を
約
束
し
、
米
国
を
満
足
さ
せ
た（

11
（

。
要
す
る
に
テ
イ
ラ
ー
の
発
言
は
バ
チ
カ
ン
で
も
ス
ペ
イ
ン
で
も
一
貫
し
て
お
り
、

テ
イ
ラ
ー
及
米
国
政
府
が
何
ら
か
の
和
平
の
試
み
を
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
米
国
の
外
交
官
で
バ
チ
カ
ン
に
駐
在
し
て
い
た
テ
ィ
ッ
ト
マ
ン
ジ
ュ
ニ
ア （H

arold T
ittm

ann, Jr.

） 

が
回
想
す
る
よ
う
に
、

バ
チ
カ
ン
で
の
テ
イ
ラ
ー
の
存
在
は
枢
軸
国
の
外
交
官
の
注
目
を
集
め
、
彼
ら
は
テ
イ
ラ
ー
の
バ
チ
カ
ン
訪
問
の
本
当
の
目
的
は
和
平
の

可
能
性
を
探
る
こ
と
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
た
の
で
あ
る（

11
（

。
ま
た
、
ヘ
イ
ズ
大
使
に
よ
る
と
、
テ
イ
ラ
ー
訪
問
は
ス
ペ
イ
ン
で
も
大
き
く
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報
道
さ
れ
、
ド
イ
ツ
資
本
や
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
党
の
新
聞
は
彼
の
訪
問
を
連
合
国
の
和
平
の
申
し
入
れ
と
解
釈
し
、
他
方
よ
り
穏
健
な
新
聞
は
、

訪
問
は
イ
タ
リ
ア
を
枢
軸
か
ら
切
り
離
し
単
独
講
和
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
米
国
の
試
み
と
理
解
し
て
い
た（

11
（

。
須
磨
の
誤
っ
た
報
告
は
、

テ
イ
ラ
ー
の
訪
問
を
和
平
と
結
び
つ
け
る
観
測
が
広
く
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。

（
二
）
米
独
伊
和
平
極
秘
交
渉

一
九
四
三
年
三
月
、
須
磨
は
ベ
ラ
ス
コ
か
ら
の
情
報
と
ス
ニ
エ
ル
元
外
相
か
ら
の
聞
き
取
り
の
結
果
と
し
て
、
ス
ニ
エ
ル
、
そ
し
て
、

イ
タ
リ
ア
外
相
か
ら
バ
チ
カ
ン
大
使
に
就
任
し
た
チ
ア
ノ 

（Galeazzo Ciano

）、
ド
イ
ツ
外
相
の
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ 

（Joachim
 von 

Ribbentrop

）、
ロ
ー
マ
訪
問
中
の
米
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
有
力
者
で
あ
る
ス
ペ
ル
マ
ン （Francis Spellm

an

） 

の
四
者
が
極
秘
裏

に
和
平
交
渉
を
行
な
っ
た
と
報
告
し
た
。
こ
の
件
は
先
行
研
究
で
も
米
国
の
解
読
記
録
を
用
い
て
事
実
関
係
は
言
及
さ
れ
て
い
る
が（

11
（

、
こ

こ
で
は
、
須
磨
の
情
報
の

─
勿
論
、
四
者
会
談
自
体
は
虚
報
で
あ
っ
た
が

─
、
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
。

こ
の
四
者
会
談
を
報
告
し
た
須
磨
か
ら
外
務
省
に
宛
て
た
電
報
は
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
須
磨
が
ス
ペ
イ
ン
在
任
中
に
記
し
た

「
塞
翁
ヶ
馬
」
と
い
う
表
題
の
手
記
の
中
に
四
者
会
談
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る（

11
（

。
以
下
、
こ
の
手
記
に
拠
り
な
が
ら
行
わ
れ
た
と
い

う
会
談
の
内
容
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。「
そ
の
二
月
二
十
五
日
ス
ニ
エ
ル
は
チ
ア
ノ
□二

字
不
明□
さ
し
廻
し
た
特
別
飛
行
機
で
ロ
ー
マ
に
直
行
、

チ
ア
ノ
宅
に
陣
取
つ
て
三
月
一
日
同
じ
飛
行
機
で
帰
路
に
つ
き
同
日
バ
ル
セ
ロ
ー
ナ
一
泊
、
二
日
に
馬
徳
里
に
帰
つ
た
。
そ
の
間
二
日
間

パ
ラ
シ
オ
・
ヴ
エ
ネ
チ
ア
で
歴
史
的
大
会
談
が
行
は
れ
た
。
チ
ア
ノ
、
リ
ツ
ベ
ン
ト
ロ
ツ
プ
そ
れ
に
米
国
の
代
表
者
、
名
前
は
言
は
な
い

が
、
宛
も
当
時
ヴ
ァ
チ
カ
ン
に
あ
つ
た
ス
ペ
ル
マ
ン
で
あ
つ
た
と
み
ら
れ
る
。〔
中
略
〕
要
す
る
に
そ
の
会
談
は
二
日
に
わ
た
つ
た
が
、
チ

ア
ノ
が
司
会
し
、
米
国
大
使
館
を
通
し
て
米
国
政
府
の
意
向
が
明
ら
か
に
な
つ
た
か
ら
と
前
提
し
て
、
次
の
や
う
な
欧
州
の
休
戦
に
関
す

る
提
議
を
な
し
、
結
局
白
人
種
が
東
洋
へ
の
戦
争
を
新
た
に
起
す
準
備
と
み
ら
る
べ
き
趣
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
つ
た
」
と
し
、
米
国
政
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府
か
ら
の
提
議
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「（
一
）
欧
州
と
太
平
洋
と
を
切
り
離
し
欧
州
の
み
の
休
戦
を
速
や
か
に
実
行
す
る
こ
と

 （
二
）
仏
領
ア
フ
リ
カ
は
大
体
米
国
に
於
て
占
領
し
、
シ
レ
ナ
イ
カ
、
リ
ビ
ア
、
ス
エ
ズ
地
方
は
英
国
に
於
て
占
領
す
る
こ
と

 （
三
）
米
国
は
ソ
ヴ
イ
エ
ツ
ト
と
の
関
係
を
場
合
に
依
つ
て
は
清
算
し
、
反
共
の
宣
伝
を
な
す
の
用
意
あ
る
こ
と
」

こ
の
米
国
側
の
提
案
に
対
し
て
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
は
、

「（
一
）  

全
世
界
の
休
戦
な
ら
ば
兎
も
角
、
日
本
と
手
を
切
る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
。
の
み
な
ら
ず
太
平
洋
は
日
本
に
任
す
べ
き
も
の
で
あ

る
と
確
信
す
る

 （
二
）  

北
阿
に
対
す
る
米
英
の
支
配
を
認
め
る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
。
ま
た
ス
エ
ズ
地
方
は
ド
イ
ツ
に
於
て
あ
く
迄
支
配
し
た
い
。
爾
余

の
諸
地
方
イ
タ
リ
ア
及
ス
ペ
イ
ン
に
於
て
処
理
さ
せ
た
い
」

と
述
べ
提
案
を
断
っ
た
と
い
う
。
須
磨
は
、「
結
局　

東
洋
と
西
洋
と
の
切
離
し
が
不
調
に
な
つ
た
た
め
会
談
の
根
本
的
趣
旨
が
通
じ
ず
、

物
別
れ
に
な
る
の
で
あ
つ
た
が
、
会
談
中
和
気
藹
々
と
し
て
、
ま
た
何
時
で
も
話
合
を
す
る
空
気
が
読
ま
れ
て
ゐ
た
。
最
も
相
異
し
た
点

は
日
本
切
離
し
に
関
す
る
一
点
に
と
ど
ま
つ
て
ゐ
た
」
と
指
摘
し
、
最
終
的
に
「
こ
の
話
が
実
を
結
ぶ
か
ど
う
か
は
一
向
に
見
当
が
つ
き

え
な
い
の
だ
が
、
ス
ニ
エ
ル
帰
馬
〔
馬
徳
里
〕
の
翌
日
即
ち
三
日
筆
者
に
語
つ
た
処
に
よ
る
と
『
イ
タ
リ
ア
は
も
う
戦
争
に
飽
き
て
ゐ
る
。

そ
の
脱
落
だ
け
は
既
に
確
定
的
な
事
実
と
み
る
方
が
宜
し
い
』
と
言
つ
て
ゐ
た
」。
以
上
が
、
須
磨
自
身
が
記
し
た
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
、

チ
ア
ノ
、
ス
ペ
ル
マ
ン
、
ス
ニ
エ
ル
の
欧
州
和
平
を
巡
る
四
者
会
談
の
概
要
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
が
日
本
と
相
談
な
く
米
国
と
和
平
交
渉
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
日
本
に
と
っ
て
不
利
な
情
報
は
、
早
速
、
日
本
政
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府
上
層
部
の
関
心
を
惹
き
、
海
軍
次
官
の
澤
本
も
一
九
四
三
年
三
月
一
〇
日
の
日
記
に
「
和
平　

1（
─
3
─
5　

須
磨
発
」
と
題
し
て
四

者
会
談
の
内
容
を
一
三
行
に
亘
り
詳
細
に
書
き
と
め
て
い
る（

11
（

。

須
磨
電
が
与
え
た
影
響
を
考
察
す
る
た
め
に
、
ま
ず
当
該
時
期
に
日
本
政
府
が
欧
州
で
の
和
平
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

判
断
を
し
て
い
た
の
か
を
押
さ
え
て
お
く
。
一
九
四
二
年
一
〇
月
「
遣
独
伊
連
絡
使
派
遣
ニ
関
ス
ル
件
」
が
採
択
さ
れ
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ

リ
ア
に
駐
在
す
る
大
使
や
陸
海
軍
武
官
と
の
連
絡
の
た
め
の
人
員
の
派
遣
を
決
定
し
、
翌
一
九
四
三
年
一
月
陸
軍
、
海
軍
、
外
務
省
か
ら

連
絡
使
が
任
命
さ
れ
、
連
絡
使
の
団
長
に
は
陸
軍
か
ら
岡
本
清
福
が
就
い
た
。
二
月
二
〇
日
の
連
絡
会
議
で
、
連
絡
使
が
携
行
す
る
た
め

に
「
世
界
情
勢
判
断
」
の
作
成
が
行
う
こ
と
が
決
定
し
、
二
月
二
七
日
に
は
、
前
年
一
一
月
以
来
の
「
世
界
情
勢
判
断
」
が
連
絡
会
議
で

決
定
さ
れ
た
。
一
九
四
三
年
二
月
は
、
日
本
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
か
ら
の
撤
退
や
ド
イ
ツ
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
戦
で
の
敗
北
な
ど
、
戦

局
が
枢
軸
側
に
非
常
に
不
利
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
一
一
月
と
一
九
四
三
年
二
月
の
「
世
界
情
勢
判
断
」
を

比
較
す
る
と
、
欧
州
和
平
に
関
し
、
一
一
月
は
「
米
英
ノ
動
向
」、「
独
伊
ノ
動
向
」
と
い
う
項
目
の
中
で
欧
州
和
平
の
可
能
性
に
言
及
す

る
だ
け
だ
っ
た
が
、
二
月
の
も
の
は
、
新
た
に
「
欧
州
和
平
」
と
い
う
独
立
し
た
項
目
が
追
加
さ
れ
、
そ
こ
で
は
、「
現
下
ノ
情
勢
ニ
於
テ

ハ
独
「
ソ
」、
独
英
間
ニ
何
レ
ノ
側
ヨ
リ
モ
和
平
ヲ
提
議
ス
ル
ノ
公
算
少
キ
モ
戦
局
ノ
推
移
ニ
伴
フ
今
後
ノ
動
向
ニ
関
シ
テ
ハ
注
視
ヲ
要

ス
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る（

11
（

。「
欧
州
和
平
」
と
い
う
項
目
を
独
立
さ
せ
て
記
述
し
た
こ
と
か
ら
も
看
守
で
き
る
よ
う
に
、
欧
州
和
平
の
可
能

性
は
少
な
い
と
は
い
え
、
一
九
四
二
年
一
一
月
時
点
よ
り
一
九
四
三
年
二
月
は
、
そ
の
可
能
性
が
増
大
し
て
い
る
と
日
本
は
判
断
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
、「
世
界
情
勢
判
断
」
が
決
定
さ
れ
た
同
日
、
大
本
営
陸
海
軍
部
で
了
解
し
た
「
世
界
情
勢
ノ
推
移
ニ
対
ス
ル

更
ニ
将
来
ニ
渉
ル
突
込
ミ
タ
ル
質
疑
ニ
対
ス
ル
応
酬
要
領
」
の
中
で
、「
戦
争
ノ
持
久
化
ニ
伴
ヒ
政
謀
略
ハ
漸
次
活
発
化
シ
独
米
英
「
ソ
」

間
ニ
和
平
妥
協
ノ
策
謀
ヲ
見
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
セ
サ
ル
ヘ
シ
」
と
触
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る（

11
（

。

ま
た
、
一
九
四
二
年
一
一
月
の
「
世
界
情
勢
判
断
」
で
は
中
立
諸
国
に
つ
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
同
年
三
月
の
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「
世
界
情
勢
判
断
」
と
変
化
な
し
と
さ
れ
た
が
、
翌
年
二
月
の
そ
れ
は
、
ス
ペ
イ
ン
に
つ
い
て
「
西
ハ
極
力
中
立
維
持
ニ
努
ム
ル
ナ
ラ
ン
」

と
改
変
さ
れ
、
新
た
に
「
羅
馬
法
王
庁
ノ
動
静
ハ
注
視
ヲ
要
ス
」
と
い
う
文
言
が
追
加
さ
れ
、
バ
チ
カ
ン
へ
の
関
心
が
増
大
し
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
や
バ
チ
カ
ン
に
つ
い
て
は
東
条
英
機
首
相
も
関
心
を
持
ち
、「
世
界
情
勢
判
断
」
決
定
時
の
二
月
二
七
日
の
連
絡

会
議
で
の
席
上
、
東
条
は
ス
ペ
イ
ン
の
中
立
維
持
は
日
本
に
好
意
的
な
も
の
か
、
そ
れ
と
も
や
む
を
得
な
い
も
の
か
、
日
本
に
対
し
て
好

意
的
な
態
度
が
希
薄
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
観
察
し
て
い
る
が
と
発
言
し
、
議
場
一
般
は
、
好
意
的
態
度
は
逐
次
稀
薄
と
な
り
つ
つ
あ
る
と

返
答
し
た
。
更
に
、
東
条
は
「
羅
馬
法
皇
ノ
動
向
ハ
単
ナ
ル
和
平
運
動
ナ
リ
ヤ
、
或
ハ
余
程
大
ナ
ル
力
ヲ
背
景
ト
シ
テ
ノ
動
キ
ナ
リ
ヤ
」

と
述
べ
、
陸
軍
省
軍
務
局
長
佐
藤
賢
了
は
「
単
ナ
ル
和
平
運
動
ナ
ル
ヘ
ク
大
ナ
ル
指
導
力
ハ
無
キ
モ
ノ
ト
観
察
シ
ア
リ
」
と
応
じ
て
お
り
、

さ
ほ
ど
重
視
は
し
て
い
な
い
が
、
一
応
バ
チ
カ
ン
の
和
平
運
動
を
気
に
か
け
て
い
る
様
子
が
窺
え
る（

1（
（

。

昭
和
天
皇
が
日
米
開
戦
前
に
、
戦
争
終
結
を
見
据
え
て
バ
チ
カ
ン
と
の
関
係
に
留
意
し
て
い
た
こ
と
は
比
較
的
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が（

11
（

、

日
本
は
一
九
四
二
年
三
月
、
バ
チ
カ
ン
に
公
使
と
し
て
原
田
健
を
任
命
し
派
遣
し
た
。「
世
界
情
勢
判
断
」
が
決
定
さ
れ
た
一
九
四
三
年
二

月
二
七
日
の
前
後
に
は
バ
チ
カ
ン
が
和
平
工
作
に
何
ら
か
の
形
で
関
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
憶
測
を
生
む
二
つ
の
出
来
事
が
発
生

し
た
。
そ
れ
ら
は
、
須
磨
の
四
者
会
談
に
登
場
す
る
チ
ア
ノ
と
ス
ペ
ル
マ
ン
の
動
き
で
あ
る
。

ま
ず
、
イ
タ
リ
ア
の
外
相
で
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ （Benito M

ussolini

） 

の
娘
婿
で
も
あ
る
チ
ア
ノ
が
、
外
相
を
辞
任
し
、
バ
チ
カ
ン
駐
在

大
使
に
就
任
し
た
こ
と
で
あ
る
。
二
月
七
日
に
チ
ア
ノ
の
大
使
就
任
が
公
式
に
発
表
さ
れ
た
後
、
イ
タ
リ
ア
が
バ
チ
カ
ン
を
通
じ
て
連
合

国
側
と
交
渉
を
開
始
す
る
の
で
は
な
い
か
と
噂
さ
れ
た（

11
（

。
他
方
、
チ
ア
ノ
の
外
相
辞
任
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
リ
ス
ボ
ン
の
森
島
守
人
公
使
か
ら
の
報
告
や（

11
（

、
駐
イ
タ
リ
ア
大
使
館
か
ら
は
、
チ
ア
ノ
を
含
め
た
二
流
の
人
物
で
構
成
さ
れ
て

い
る
と
い
う
理
由
で
内
閣
は
批
判
さ
れ
、
内
閣
の
人
員
の
入
れ
替
え
は
噂
さ
れ
て
は
立
ち
消
え
に
な
っ
て
き
た
が
、
状
況
が
切
迫
し
国
民

を
宥
め
な
け
れ
ば
ば
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
観
測
も
な
さ
れ
た（

11
（

。
ま
た
、
バ
チ
カ
ン
の
原
田
健
公
使
は
二
月
八
日
イ
タ
リ
ア
の
外
交
官
か
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ら
の
極
秘
情
報
と
し
て
、
チ
ア
ノ
の
バ
チ
カ
ン
大
使
任
命
を
バ
チ
カ
ン
を
和
平
に
関
与
さ
せ
る
と
い
う
イ
タ
リ
ア
の
政
治
的
企
み
と
見
な

す
べ
き
で
な
い
、
と
説
明
さ
れ
た
こ
と
を
本
省
に
報
告
し
て
い
る（

11
（

。
総
じ
て
欧
州
に
駐
在
す
る
日
本
の
外
交
官
か
ら
の
報
告
は
、
チ
ア
ノ

の
バ
チ
カ
ン
大
使
転
出
と
イ
タ
リ
ア
の
和
平
問
題
を
必
ず
し
も
結
び
付
け
て
は
い
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
、
チ
ア
ノ
の
外
相
更
迭
と
バ
チ
カ
ン
大
使
就
任
の
経
緯
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
戦
況
の
悪
化
も
あ
り
、
チ
ア
ノ
は
連
合
国
側
と

の
和
平
に
積
極
的
な
グ
ル
ー
プ
の
一
員
で
あ
り
、
外
相
在
任
時
か
ら
バ
チ
カ
ン
を
和
平
に
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
た
。
外
相
更
迭
時

に
い
く
つ
か
の
ポ
ス
ト
を
提
示
さ
れ
、
バ
チ
カ
ン
大
使
就
任
を
選
ん
だ
。
大
使
就
任
後
も
連
合
国
と
の
和
平
を
試
み
た
が
成
功
し
な
か
っ

た（
11
（

。
チ
ア
ノ
個
人
が
和
平
を
希
求
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
外
相
辞
任
自
体
は
あ
く
ま
で
更
迭
で
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

次
に
バ
チ
カ
ン
と
和
平
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
た
出
来
事
と
し
て
、
米
国
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
有
力
者
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
司
教
か
つ

枢
機
卿
で
も
あ
る
ス
ペ
ル
マ
ン
の
バ
チ
カ
ン
を
含
め
た
各
国
歴
訪
で
あ
る
。
と
り
わ
け
バ
チ
カ
ン
訪
問
は
連
合
国
と
イ
タ
リ
ア
と
の
和
平

の
兆
し
で
は
な
い
か
と
い
う
憶
測
を
生
み
、
ス
ペ
ル
マ
ン
の
動
向
は
メ
デ
ィ
ア
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
ス
ペ
ル
マ
ン
は
一
九
四

三
年
二
月
九
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
発
ち
リ
ス
ボ
ン
を
経
由
し
一
二
日
マ
ド
リ
ー
ド
に
着
き
、
一
六
日
フ
ラ
ン
コ
と
会
談
、
二
〇
日
に
ロ
ー

マ
に
到
着
し
、
三
月
三
日
迄
滞
在
し
、
そ
の
後
、
英
国
、
北
ア
フ
リ
カ
、
中
東
を
歴
訪
し
、
八
月
一
日
、
米
国
に
帰
国
し
た（

11
（

。

日
本
の
外
務
省
は
二
月
一
八
日
、
欧
州
駐
在
の
在
外
公
館
に
宛
て
て
ス
ペ
ル
マ
ン
の
動
向
を
探
る
よ
う
に
訓
令
を
出
し
た（

11
（

。
二
月
二
五

日
ス
ペ
イ
ン
の
ホ
ル
ダ
ナ
外
相
は
須
磨
公
使
に
対
し
て
、
ス
ペ
ル
マ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
滞
在
中
に
会
談
し
た
が
、
マ
イ
ロ
ン
・
テ
イ
ラ
ー

と
は
異
な
り
ス
ペ
ル
マ
ン
は
和
平
に
関
心
は
な
い
が
、
米
国
の
対
ソ
連
援
助
が
継
続
す
れ
ば
、
今
年
中
に
ド
イ
ツ
は
講
和
を
申
し
込
む
か

も
知
れ
な
い
と
発
言
し
て
い
た
、
と
説
明
し
て
い
る（

11
（

。
二
月
二
六
日
に
バ
チ
カ
ン
の
マ
リ
ヨ
ー
ネ （Luigi M

aglione

） 

国
務
長
官
は
原
田

公
使
へ
、
ス
ペ
ル
マ
ン
の
目
的
は
宗
教
関
連
で
、
い
か
な
る
政
治
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
帯
び
て
い
な
い
が
、
ス
ペ
ル
マ
ン
は
ロ
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
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ト （Franklin D
. Roosevelt

） 

大
統
領
と
親
し
い
関
係
な
の
で
、
結
果
的
に
ス
ペ
ル
マ
ン
が
法
王
の
口
頭
の
伝
言
を
大
統
領
に
伝
え
る
こ

と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
述
べ
た
。
原
田
は
、
こ
の
マ
リ
ヨ
ー
ネ
の
発
言
や
、
イ
タ
リ
ア
の
外
交
官
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
公
使
等
の
見
解
を

加
え
、
迷
い
な
が
ら
、
あ
え
て
自
ら
の
所
見
と
し
て
、
ス
ペ
ル
マ
ン
は
テ
イ
ラ
ー
と
同
様
に
ロ
ー
マ
法
王
の
意
向
を
探
り
、
米
国
の
立
場

を
説
明
す
る
任
務
を
有
し
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る（

1（
（

。

と
こ
ろ
が
、
三
月
に
入
り
、
ス
ペ
ル
マ
ン
が
ロ
ー
マ
を
発
っ
た
後
、
原
田
の
情
勢
判
断
は
変
化
す
る
。
三
月
九
日
付
け
で
、
バ
チ
カ
ン

駐
在
の
ド
イ
ツ
外
交
官
と
の
会
談
内
容
を
伝
え
、
そ
の
中
で
、
ド
イ
ツ
外
交
官
の
ス
ペ
ル
マ
ン
の
バ
チ
カ
ン
訪
問
は
宗
教
的
な
も
の
で
、

全
般
の
状
況
に
余
り
影
響
せ
ず
、
さ
ほ
ど
注
意
を
払
う
必
要
は
な
く
、
そ
の
旨
ド
イ
ツ
本
国
に
伝
え
た
と
い
う
発
言
を
紹
介
し
て
い
る（

11
（

。

ド
イ
ツ
側
の
こ
の
よ
う
な
発
言
に
影
響
を
受
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
原
田
は
三
月
一
一
日
最
終
的
に
、
テ
イ
ラ
ー
の
バ
チ
カ
ン
訪
問

と
は
異
な
り
、
ス
ペ
ル
マ
ン
は
具
体
的
な
提
案
を
持
っ
て
き
て
お
ら
ず
、
観
察
者
と
し
て
行
動
し
た
、
具
体
的
な
成
果
を
生
み
出
す
こ
と

を
意
図
し
た
政
治
的
討
議
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
、
と
本
省
に
報
告
し
た（

11
（

。
要
す
る
に
、
原
田
は
ス
ペ

ル
マ
ン
の
バ
チ
カ
ン
訪
問
に
つ
い
て
二
月
下
旬
で
は
一
定
の
政
治
性
を
帯
び
た
も
の
と
見
な
し
て
い
た
が
、
三
月
に
入
り
政
治
性
の
薄
い

も
の
で
あ
る
、
と
考
え
を
変
え
た
の
で
あ
る
。

ス
ペ
ル
マ
ン
が
ま
だ
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
て
い
る
時
の
二
月
二
七
日
に
決
定
さ
れ
た
「
世
界
情
勢
判
断
」
に
「
羅
馬
法
王
庁
ノ
動
静
ハ
注

視
ヲ
要
ス
」
と
新
た
に
追
加
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
チ
ア
ノ
や
ス
ペ
ル
マ
ン
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考

え
ら
れ
る
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
陸
軍
の
一
部
で
は
チ
ア
ノ
や
ス
ペ
ル
マ
ン
の
動
向
に
多
大
の
関
心
を
払
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

バ
チ
カ
ン
の
動
向
が
一
定
程
度
注
目
さ
れ
、
チ
ア
ノ
や
ス
ペ
ル
マ
ン
の
動
き
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
時
の
三
月
初
旬
、
ま
さ
に
渦
中
の

人
物
で
あ
る
チ
ア
ノ
と
ス
ペ
ル
マ
ン
、
そ
し
て
、
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
、
ス
ニ
エ
ル
の
四
者
が
極
秘
裏
に
会
談
し
和
平
協
議
を
行
っ
た
と

い
う
須
磨
か
ら
の
情
報
が
飛
び
込
ん
で
来
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
ス
ペ
ル
マ
ン
は
二
月
二
〇
日
か
ら
三
月
三
日
迄
ロ
ー
マ
に
滞
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在
し
、
同
時
期
に
ド
イ
ツ
の
外
相
で
あ
る
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
も
二
月
二
四
日
か
ら
二
八
日
迄
ロ
ー
マ
を
訪
問
し
、
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
と
会

談
し
、
チ
ア
ノ
と
も
会
談
し
た（

11
（

。
つ
ま
り
、
ス
ペ
ル
マ
ン
と
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
は
同
時
期
に
共
に
ロ
ー
マ
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
、
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
と
ス
ペ
ル
マ
ン
が
会
談
し
た
と
い
う
須
磨
情
報
は
、
一
見
尤
も
ら
し
く
見
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
月
八

日
、
原
田
健
が
バ
チ
カ
ン
大
使
就
任
後
の
チ
ア
ノ
と
初
め
て
会
見
し
た
。
そ
の
際
、
チ
ア
ノ
は
、
バ
チ
カ
ン
大
使
就
任
は
自
ら
が
希
望
し

た
も
の
で
あ
り
、
バ
チ
カ
ン
は
イ
タ
リ
ア
に
と
り
か
つ
て
な
く
重
要
で
、
比
類
な
い
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
述
べ
、
リ
ッ

ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
の
ロ
ー
マ
来
訪
時
に
会
談
し
た
こ
と
な
ど
も
話
し
た（

11
（

。
バ
チ
カ
ン
の
役
割
を
強
調
し
た
チ
ア
ノ
の
発
言
は
、
バ
チ
カ
ン
が

欧
州
で
の
和
平
工
作
に
関
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
日
本
側
の
懸
念
を
増
幅
さ
せ
た
可
能
性
も
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
澤
本
海
軍
次

官
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
須
磨
の
四
者
会
談
の
報
告
は
三
月
五
日
に
発
信
さ
れ
一
〇
日
に
は
澤
本
に
到
達
し
て
い
る
が
、
チ
ア
ノ
の
発
言
を

報
告
し
た
原
田
電
も
同
時
期
に
東
京
に
達
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

須
磨
の
報
告
を
受
け
て
外
務
省
で
は
ベ
ル
リ
ン
、
バ
チ
カ
ン
、
ロ
ー
マ
の
在
外
公
館
に
、
須
磨
か
ら
の
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
訓

令
し
、
駐
独
大
島
浩
大
使
は
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
と
会
見
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
三
月
一
五
日
付
け
の
澤
本
次
官
の
日
記
に
よ
れ
ば
「
独

外
相
和
平
会
談
否
定　

3
‒

 13th

─
大
島
報　
「
リ
」
外
相
ハ
四
人
会
談
ノ
話
頭
カ
ラ
一
笑
ニ
附
シ
米
人
ト
会
談
セ
ル
事
実
ナ
キ
コ
ト
ヲ
確

言
シ
又
「
ム
」
首
相
モ
伊
政
府
ノ
モ
ノ
カ
会
談
セ
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
確
信
セ
リ
」
と
い
う
も
の
で（

11
（

、
独
伊
が
米
国
側
と
和
平
協
議
を
行
っ
た

こ
と
を
完
全
に
否
定
し
た
。
ド
イ
ツ
が
日
本
に
相
談
な
く
米
国
と
和
平
交
渉
し
て
い
た
と
い
う
須
磨
の
情
報
は
、
枢
軸
派
の
中
心
人
物
で

あ
る
大
島
大
使
を
狼
狽
さ
せ
、
大
島
は
須
磨
の
情
報
に
対
し
激
し
く
憤
っ
た
。
大
島
は
須
磨
の
四
者
会
談
の
情
報
は
、
ス
ペ
イ
ン
で
の
情

報
収
集
に
お
い
て
日
本
が
果
た
し
て
い
る
役
割
を
認
識
し
て
い
る
米
英
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
巧
み
に
仕
掛
け
た
も
の
で
あ
り
、
ス
ニ
エ
ル

が
親
枢
軸
の
立
場
か
ら
米
英
寄
り
に
転
向
し
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
ス
ニ
エ
ル
の
政
治
的
立
場
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
徹
底
的
に
再
調

査
す
る
よ
う
に
求
め
た（

11
（

。
更
に
、
も
し
須
磨
の
情
報
が
正
し
け
れ
ば
、
日
本
は
対
独
関
係
の
再
考
を
迫
ら
れ
る
、
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
須
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磨
か
ら
の
情
報
を
外
交
上
の
諜
報
網
を
犠
牲
に
し
て
で
も
調
査
し
、
本
当
の
事
実
を
得
る
よ
う
に
尽
力
し
、
将
来
の
情
報
収
集
の
た
め
と

い
っ
て
、
曖
昧
な
ま
ま
放
置
す
る
の
は
本
末
転
倒
だ
と
訴
え
た（

11
（

。
須
磨
の
四
者
会
談
に
対
す
る
大
島
の
主
張
は
、
そ
れ
自
体
だ
け
を
み
れ

ば
正
当
な
も
の
で
あ
る
が
、
元
来
ド
イ
ツ
寄
り
の
大
島
の
発
言
は
割
引
い
て
受
け
止
め
ら
れ
た
側
面
も
あ
る
。
外
務
省
戦
時
調
査
室
委
員

長
の
石
射
猪
太
郎
は
大
島
の
反
応
に
つ
い
て
、「「
ス
ニ
エ
ル
」
情
報
で
大
島
八
ツ
当
り
を
す
る
。
鳥
の
雌
雄
は
一
概
に
断
ず
べ
か
ら
ず
」

と
日
記
に
記
し
て
い
る
が（

11
（

、
大
島
に
対
し
て
冷
や
や
か
で
あ
り
、
須
磨
の
情
報
を
完
全
に
信
じ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
ド
イ
ツ
と

連
合
国
側
と
の
和
平
協
議
の
可
能
性
を
捨
て
切
れ
て
い
な
い
様
子
が
看
守
さ
れ
る
。

一
九
四
三
年
三
月
初
旬
に
欧
州
の
在
外
公
館
か
ら
齎
さ
れ
た
欧
州
和
平
の
動
き
は
、
須
磨
だ
け
で
は
な
く
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
山
路
章
公

使
か
ら
も
来
て
い
た
。
昭
和
天
皇
は
三
月
三
日
、
木
戸
内
大
臣
と
「
ソ
フ
ィ
ア
山
路
公
使
電
、
英
独
和
平
云
ゝ
に
つ
き
御
話
あ
り
。
バ
ル

カ
ン
が
宣
伝
戦
の
中
心
地
と
な
れ
る
現
状
、
其
他
に
つ
き
御
話
申
上
ぐ
」
と
い
う
や
り
取
り
を
し（

11
（

、
同
日
、
蓮
沼
蕃
侍
従
武
官
長
に
対
し

て
も
「
本
日
ソ
フ
ィ
ア
山
路
公
使
電
ニ
英
独
和
平
説
出
デ
ア
ル
ガ
、
参
謀
本
部
ハ
之
ニ
対
シ
如
何
ニ
考
ヘ
ア
ル
ヤ
」
と
述
べ（

1（
（

、
木
戸
と
蓮

沼
の
側
近
二
名
に
山
路
電
へ
の
関
心
を
語
っ
て
い
る
。

一
九
四
三
年
二
月
末
の
「
世
界
情
勢
判
断
」
で
は
欧
州
和
平
の
可
能
性
が
増
大
し
た
と
考
え
、
三
月
に
入
る
と
山
路
や
須
磨
か
ら
の
情

報
が
寄
せ
ら
れ
、
欧
州
和
平
が
万
が
一
実
現
し
た
場
合
に
つ
い
て
日
本
政
府
は
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
例
え
ば
、
三
月
二
二
日
、

企
画
院
で
は
「
欧
州
和
平
問
題
ノ
動
キ
ト
帝
国
ノ
対
策
」
を
起
案
し
た（

11
（

。
結
論
は
、
枢
軸
国
の
建
直
し
が
主
眼
で
、「
独
伊
ト
ノ
交
誼
ヲ
一

段
ト
緊
密
ニ
シ
枢
軸
三
国
ノ
結
束
ヲ
鞏
固
ト
為
ス
ヲ
要
ス
」、「
独
伊
ヲ
我
カ
薬
籠
中
ノ
モ
ノ
ト
ス
ル
ヲ
心
掛
ク
ヘ
シ
」
と
指
摘
し
、
独
伊

と
米
英
間
で
欧
州
の
み
の
和
平
が
成
立
し
そ
う
な
ら
、「「
ソ
」
連
ニ
対
抗
ス
ル
全
面
和
平
ヘ
ト
形
勢
ヲ
馴
致
ス
ル
ニ
努
ム
ル
ヲ
要
ス
」
と

述
べ
つ
つ
、
ソ
連
と
の
対
抗
と
は
正
反
対
の
「「
ソ
」
連
ト
結
ン
デ
白
人
国
家
ノ
圧
迫
ニ
対
抗
ス
ル
ノ
途
ヲ
撰
ブ
」
と
い
う
選
択
肢
も
提
示

し
て
い
る
。
こ
の
時
期
既
に
企
画
院
の
一
部
で
、
状
況
に
よ
っ
て
は
ソ
連
と
の
提
携
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
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そ
し
て
、
三
月
二
五
日
、
大
本
営
陸
軍
部
戦
争
指
導
課
で
は
、「
独
伊
対
米
英
間
ノ
和
平
工
作
ニ
対
シ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

帝
国
今
後
ノ
戦
争
終
末
指
導
方
策

ト
シ
テ
ノ
施
策
ヲ
課
ト
シ
テ
研
究
ス
ル
コ
ト
ヲ
発
意
シ
其
ノ
内
容
ヲ
概
ネ
左
ノ
如
ク
ス
ル
様
課
長
〔
松
谷
誠
〕、
種
村
〔
佐
孝
〕
中
佐
間
ニ

決
定
」
し
た（

11
（

。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
独
伊
と
米
英
間
の
和
平
工
作
へ
の
対
抗
策
と
し
て
日
本
側
の
戦
争
終
了
計
画
が
立
案
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
日
本
側
の
自
主
的
な
動
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
独
伊
と
米
英
間
で
和
平
工
作
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
認

識
が
陸
軍
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
の
が
、
先
行
研
究
で
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
き
た
、
種
村
起
案
の
「
帝
国

ヲ
中
心
ト
ス
ル
世
界
戦
争
終
末
方
策
（
案
）」
で
あ
る（

11
（

。
こ
こ
で
は
、
こ
の
史
料
の
中
の
「
和
平
工
作
ニ
対
ス
ル
英
米
ヘ
ノ
路
線
ノ
設
置
」

と
題
さ
れ
た
箇
所
を
検
討
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、「
和
平
工
作
ノ
準
備
ハ
政
略
的
ニ
謀
略
的
ニ
大
イ
ニ
行
ヒ
其
ノ
気
運
ノ
醸
成
ニ
努
メ
機

微
ノ
間
ニ
処
シ
テ
之
カ
工
作
実
施
ニ
着
手
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
し
て
、
英
米
へ
の
和
平
工
作
へ
吝
か
で
な
い
姿
勢
を
み
せ
、「
世
界
戦

争
指
導
ノ
主
動
権
ヲ
把
握
ス
ル
為
之
カ
路
線
ノ
速
カ
ナ
ル
設
定
ニ
努
力
ス
ル
ハ
当
然
ナ
リ
「
ス
ペ
ル
マ
ン
」
ノ
訪
伊
「
チ
ア
ノ
」
ノ
「
バ

チ
カ
ン
」
使
節
等
々
戦
争
指
導
上
ノ
奥
義
タ
ル
ヘ
ク
」
と
指
摘
し
、
ス
ペ
ル
マ
ン
と
チ
ア
ノ
の
動
き
を
和
平
工
作
の
布
石
と
看
做
し
て
い

る
。
続
け
て
、
ス
ペ
ル
マ
ン
と
チ
ア
ノ
の
動
向
を
「
一
笑
ニ
付
ス
ル
モ
ノ
ノ
愚
ヲ
笑
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
事
茲
ニ
至
レ
ハ
帝
国
遣
欧
使
臣
ノ

低
劣
我
外
交
使
陣
ノ
貧
弱
ヲ
嘆
ク
ノ
ミ
／
茲
ニ
於
テ
独
伊
ト
ノ
連
絡
ヲ
更
ニ
緊
密
ニ
ス
ル
ノ
他
諜
報
網
ノ
拡
充
強
化
特
ニ
有
力
ナ
ル
政
治

工
作
網
ノ
新
展
開
ハ
速
カ
ニ
実
行
ス
ヘ
キ
緊
急
事
項
ト
ス
」
と
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
ス
ペ
ル
マ
ン
や
チ
ア
ノ
の
動
き
を
「
戦
争
指

導
上
ノ
奥
義
」
と
さ
え
形
容
す
る
種
村
が
、
彼
ら
の
動
向
を
軽
視
し
て
い
る
欧
州
駐
在
の
外
交
官
を
批
判
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
批

判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
外
交
官
の
中
に
は
ス
ペ
ル
マ
ン
の
バ
チ
カ
ン
訪
問
は
観
察
者
で
政
治
的
任
務
は
無
い
と
報
告
し
た
原
田
健
も
含

ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
原
田
の
報
告
と
は
対
照
的
な
須
磨
の
情
報
は
、
全
て
信
じ
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
独
伊
と
米
英
間
で

何
が
し
か
の
和
平
工
作
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
日
本
側
の
一
部
に
植
え
付
け
る
方
向
に
作
用
し
た
と
言
っ
て
差
し
支
え
な
い
。

三
月
三
〇
日
、
戦
争
指
導
課
の
案
を
基
礎
と
し
て
、
陸
軍
省
と
参
謀
本
部
の
幹
部
間
で
「
速
カ
ニ
世
界
戦
争
終
末
方
策
ニ
関
ス
ル
準
備
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ヲ
ナ
ス
」
こ
と
が
決
定
さ
れ
た（

11
（

。
そ
の
日
の
大
本
営
陸
軍
部
戦
争
指
導
課
の
日
誌
は
、「「
ス
ペ
ル
マ
ン
」
ノ
訪
伊
、「
チ
ア
ノ
」
ノ
「
バ
チ

カ
ン
」
使
節
任
命
、「
リ
ツ
ペ
ン
」
ノ
訪
伊
等
「
バ
チ
カ
ン
」
ヲ
中
心
ト
ス
ル
欧
州
内
幕
ノ
動
キ
機
徴
〔
微
〕
ナ
ル
ア
ル
ト
キ
帝
国
独
リ
拱

手
傍
観
シ
ア
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
為
ス
ト
コ
ロ
ナ
カ
ラ
ン
カ　

欧
州
局
部
和
平
カ
大
東
亜
戦
争
ト
別
個
ニ
成
立
シ
帝
国
ノ
運
命
絶
望
ノ
深
淵
ニ

放
チ
込
マ
ル
ル
危
険
ナ
シ
ト
セ
サ
ル
ヘ
シ
〔
中
略
〕
欧
亜
連
絡
飛
行
実
現
セ
ハ
戦
争
指
導
上
益
ス
ル
ト
コ
ロ
極
メ
テ
絶
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ラ

ン
」
と
述
べ
て
い
る（

11
（

。
こ
の
箇
所
も
、
終
戦
研
究
の
開
始
の
き
っ
か
け
が
欧
州
で
の
み
の
和
平
実
現
を
恐
れ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
文

脈
で
よ
く
引
用
さ
れ
る（

11
（

。
に
も
関
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
は
ス
ペ
ル
マ
ン
や
チ
ア
ノ
の
動
向
に
つ
い
て
論
じ
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

と
り
わ
け
、
彼
ら
の
動
き
に
関
し
て
在
外
公
館
が
ど
の
よ
う
な
情
報
を
送
っ
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
故
、
本

稿
で
は
そ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
や
や
詳
細
に
説
明
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

戦
争
指
導
課
は
、
単
に
チ
ア
ノ
が
バ
チ
カ
ン
大
使
に
就
任
し
た
、
ス
ペ
ル
マ
ン
や
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
が
ロ
ー
マ
を
訪
問
し
た
、
枢
軸

国
に
戦
況
が
不
利
に
な
っ
た
と
い
う
外
形
的
な
事
実
だ
け
判
断
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
公
式
、
非
公
式
の
種
々
の
情
報
を
基
に
判
断
し

て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
に
須
磨
情
報
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

須
磨
の
情
報
が
意
味
を
持
っ
た
の
は
、
内
容
が
内
容
だ
け
に
大
島
大
使
が
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
に
対
し
て
照
会
を
行
い
ド
イ
ツ
側
の
反

応
を
引
き
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
戦
争
指
導
課
で
は
一
九
四
三
年
四
月
一
八
日
付
け
で
「
戦
争
指
導
ノ
見
地
ヨ
リ
独
（
伊
）
首
脳
者
ノ
言

ニ
関
ス
ル
再
検
討
」
を
起
案
し
た（

11
（

。
こ
の
文
書
は
、
一
九
四
一
年
一
一
月
下
旬
か
ら
一
九
四
三
年
三
月
ま
で
の
間
、
ド
イ
ツ
指
導
層
（
ヒ

ト
ラ
ー
、
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
、
軍
首
脳
等
）
が
日
本
側
と
の
会
見
で
何
を
語
っ
た
か
を
記
し
、
か
つ
ド
イ
ツ
側
の
発
言
と
そ
の
後
の
行

動
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
最
後
に
、
須
磨
情
報
を
受
け
て
行
わ
れ
た
大
島
・
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
会
談
の
要
旨

が
記
載
さ
れ
、
澤
本
海
軍
次
官
の
日
記
同
様
、「「
リ
」
ハ
「
ス
ペ
ル
マ
ン
」
其
他
如
何
ナ
ル
米
人
ト
モ
会
談
セ
ル
コ
ト
ナ
シ
（
伊
訪
問
）」、

「
最
後
ノ
勝
利
迄
戦
ヒ
抜
カ
ン
ト
ス
ル
決
意
ニ
ハ
啻
ニ
独
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
伊
太
利
ニ
モ
疑
ヲ
挟
ム
余
地
ナ
シ
」
と
い
う
ド
イ
ツ
外
相
の
発
言
が
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記
載
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
の
は
、「
綜
合
判
決
」
と
い
う
項
で
戦
争
指
導
課
の
所
見
を
述
べ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
「
対
米
妥
協
ノ
色
ハ
当

初
ヨ
リ
濃
厚
ナ
リ
」
と
ド
イ
ツ
の
態
度
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
否
定
に
も
関
わ
ら
ず
、
独
米
和
平
の
可
能
性
を
陸
軍

の
一
部
が
払
拭
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
論
じ
て
き
て
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
一
九
四
三
年
の
二
月
の
チ
ア
ノ
の
バ
チ
カ
ン
大
使
就
任
、
ス
ペ
ル
マ
ン
の
バ
チ
カ
ン
を

含
め
た
各
国
歴
訪
に
よ
り
、
戦
況
の
悪
化
と
も
重
な
り
、
日
本
側
は
欧
州
局
部
和
平
実
現
の
可
能
性
が
増
大
し
た
と
考
え
た
。
そ
し
て
、

三
月
に
入
る
と
、
須
磨
や
山
路
か
ら
の
欧
州
和
平
に
関
す
る
情
報
が
相
次
い
で
東
京
に
達
し
、
日
本
側
で
も
米
英
と
独
伊
間
の
和
平
が
実

現
し
た
場
合
の
対
策
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
立
ち
至
っ
た
。
こ
の
過
程
で
須
磨
の
四
者
会
談
情
報
は
全
面
的
に
信
用
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
い
が
、
一
定
の
影
響
を
陸
軍
に
与
え
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。

四
、
ス
ペ
イ
ン
を
通
ず
る
和
平
企
図

第
二
次
大
戦
中
欧
州
の
中
立
国
は
情
報
活
動
が
活
発
だ
っ
た
だ
け
で
な
い
。
日
本
と
欧
州
は
距
離
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
中
立
国
は
連

合
国
と
枢
軸
国
双
方
の
人
物
が
往
来
で
き
た
関
係
上
少
な
く
な
い
和
平
工
作
あ
る
い
は
終
戦
工
作
が
ス
イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
バ
チ
カ

ン
等
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
東
京
の
外
務
本

省
で
は
可
能
な
ら
ば
ス
ペ
イ
ン
で
の
英
国
と
の
接
触
を
検
討
し
た
が
、
須
磨
が
本
省
の
思
惑
通
り
に
動
か
ず
失
敗
に
終
わ
り
、
ス
ペ
イ
ン

で
は
実
の
あ
る
和
平
へ
の
動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
以
下
、
そ
の
経
緯
を
述
べ
る
。

そ
も
そ
も
第
二
次
大
戦
中
の
中
立
国
ス
ペ
イ
ン
を
外
交
上
何
ら
か
の
形
で
利
用
す
る
こ
と
は
日
本
の
指
導
層
の
一
部
で
は
考
え
ら
れ
て

い
た
。
例
え
ば
、
吉
田
茂
は
一
九
四
三
年
七
月
二
七
日
東
久
邇
宮
稔
彦
王
を
訪
ね
、
陸
海
軍
の
作
戦
が
行
き
詰
ま
り
、
外
交
に
よ
り
現
状
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を
打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
我
国
は
お
そ
ま
き
な
が
ら
、
近
衛
公
爵
に
適
当
な
る
随
員
を
付
け
て
欧
州
に
派
遣
し
、
ス
ペ
イ
ン
に
滞

在
せ
し
め
て
、
将
来
の
平
和
問
題
に
対
策
せ
し
め
ざ
る
可
ら
ず
こ
の
度
の
世
界
戦
争
の
平
和
交
渉
に
は
、
我
国
は
指
導
的
立
場
に
立
た
ざ

る
可
ら
ず
」
と
近
衛
の
ス
ペ
イ
ン
行
き
を
提
案
し
て
い
る（

11
（

。
ま
た
、
重
臣
の
若
槻
礼
次
郎
は
一
九
四
四
年
二
月
東
條
首
相
と
面
会
し
た
際

に
、「
…
…
平
和
の
端
緒
を
掴
む
必
要
が
あ
る
。
英
国
が
ス
ペ
イ
ン
に
ホ
ー
ア
を
派
し
て
い
る
の
は
、
大
い
に
含
み
が
あ
る
。
日
本
も
そ
の

端
緒
を
掴
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
に
は
ヴ
ァ
チ
カ
ン
な
ど
も
大
事
だ
と
述
べ
た（

11
（

」。

実
は
一
九
五
二
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
回
想
録
の
中
で
戦
中
期
の
外
相
だ
っ
た
重
光
葵
は
、
日
本
が
和
平
を
申
し
入
れ
る
に
は
仲
介
者

を
通
じ
て
直
接
米
英
の
意
向
を
探
る
の
が
有
利
だ
っ
た
と
し
た
上
で
、「
記
者
〔
重
光
自
身
を
指
す
〕
は
、
そ
の
方
法
と
し
て
、
英
国
の

有
力
な
る
閣
員
代
表
者
の
駐
在
し
て
ゐ
た
マ
ド
リ
ッ
ド
を
選
ん
だ
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
思
ふ
よ
う
に
な
ら
」
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い

た（
1（
（

。
重
光
は
公
刊
し
た
手
記
で
は
ス
ペ
イ
ン
を
和
平
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
点
は
、
引
用
し
た
箇
所
以
上
は
述
べ
て
お
ら
ず
極
め
て
短
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
手
記
が
刊
行
さ
れ
た
一
年
前
の
一
九
五
一
年
四
月
、
外
務
省
の
若
手
事
務
官
が
満
州
事
変
か
ら
太
平
洋

戦
争
終
結
迄
の
日
本
外
交
に
つ
い
て
「
日
本
外
交
の
過
誤
」
と
い
う
調
書
を
作
成
し
た
際
に
所
見
を
求
め
ら
れ
重
光
は
、
ス
ペ
イ
ン
を
通

じ
た
和
平
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る（

11
（

。

そ
こ
で
、
次
は
マ
ド
リ
ッ
ド
で
や
ろ
う
と
思
っ
た
。
当
時
マ
ド
リ
ッ
ド
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
サ
ー
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ホ
ア
ー〔Sam

uel 

H
oare

〕
と
い
う
保
守
党
の
有
力
者
の
が
大
使
と
し
て
来
て
お
る
。
又
ロ
イ
タ
ー
の
チ
ャ
ー
ン
ス
ラ
ー〔Christopher Chancellor

〕

が
お
り
、
こ
の
人
達
を
自
分
は
少
し
知
っ
て
い
た
の
で
、
話
の
相
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
と
考
え
た
。
又
自
分
の
方

は
須
磨
弥
吉
郎
と
い
う
有
能
な
人
が
公
使
で
い
た
の
で
、
こ
れ
に
電
信
を
や
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ま
こ
と
に
残
念
な
こ
と
に
、
須
磨

は
全
く
意
見
を
異
に
し
て
お
り
、「
少
し
我
慢
す
れ
ば
欧
州
の
方
も
ド
イ
ツ
の
大
勝
に
お
わ
る
」
と
い
う
こ
と
で
強
く
断
っ
て
来
た
。
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こ
ち
ら
か
ら
打
つ
電
信
は
自
分
か
ぎ
り
で
出
せ
る
が
、
向
う
か
ら
来
る
電
信
は
省
内
に
配
布
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
時
は
実
に
困
っ
た
。

あ
と
で
誤
魔
か
し
の
電
信
を
や
っ
た
り
し
た
。

公
刊
し
た
手
記
と
は
異
な
り
、
公
開
を
前
提
と
し
な
い
外
務
省
内
部
で
の
発
言
で
は
ホ
ー
ア
や
須
磨
の
実
名
を
挙
げ
、
和
平
交
渉
に
消

極
的
な
須
磨
を
批
判
す
る
踏
み
込
ん
だ
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
海
軍
で
政
治
工
作
を
担
当
し
て
い
た
高
木
惣
吉
の
一
九
四
四
年
九
月
の
メ

モ
に
は
「
チ
ヤ
ン
セ
ラ
ー
（
ロ
イ
テ
ル
）
リ
ス
ボ
ン
ニ
現
ハ
レ
、
ス
マ
〔
須
磨
〕
ト touch 

ス
」
と
あ
り（

11
（

、
重
光
の
回
想
を
部
分
的
に
裏

付
け
て
い
る
。
重
光
の
秘
書
官
を
務
め
た
加
瀬
俊
一
も
戦
後
の
回
想
録
で
須
磨
を
名
指
し
こ
そ
し
て
い
な
い
が
、
一
九
四
四
年
に
重
光
は

マ
ド
リ
ー
ド
の
ホ
ー
ア
を
通
じ
て
英
国
政
府
と
接
触
し
よ
う
と
し
た
が
、
現
地
の
ス
ペ
イ
ン
公
使
館
が
役
に
立
た
ず
成
果
を
生
ま
な
か
っ

た
と
指
摘
し
て
い
る（

11
（

。

ス
ペ
イ
ン
を
通
じ
た
和
平
工
作
と
い
う
考
え
を
重
光
や
加
瀬
は
、
遅
く
と
も
一
九
四
四
年
七
月
に
は
抱
い
て
い
た
。
同
月
三
一
日
、
近
衛

文
麿
、
細
川
護
貞
、
加
瀬
の
三
名
の
会
食
時
に
「
加
瀬
君
は
転
換
の
場
合
、
や
は
り
英
と
話
し
合
ふ
必
要
あ
り
と
云
ひ
、
そ
の
意
味
に
於

て
、
ス
ペ
イ
ン
に
人
物
を
派
遣
し
た
く
思
ひ
居
る
も
、
ソ
連
が
容
易
に
ヴ
ィ
ザ
を
出
さ
ず
」、
と
ソ
連
か
ら
ヴ
ィ
ザ
の
発
給
を
拒
否
さ
れ
て

い
る
現
状
を
述
べ
た
の
に
対
し
、
近
衛
は
「
ホ
ア
ー
と
親
交
あ
る
松
平
宮
相
を
派
し
て
は
如
何
と
云
は
れ
、
加
瀬
亦
賛
成
し
た
る
も
方
法

に
於
て
窮
」
し
て
い
た（

11
（

。
和
平
工
作
の
文
脈
で
重
光
が
ス
ペ
イ
ン
に
着
目
し
た
理
由
は
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
の
政
策
や
仲
介
で
は
な
く
、
当

時
の
ス
ペ
イ
ン
駐
在
英
国
大
使
が
ホ
ー
ア
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
若
槻
、
重
光
、
近
衛
の
三
人
と
も
ホ
ー
ア
に
言
及
し
て
い
る
が
、
ホ
ー

ア
は
外
相
等
を
歴
任
し
た
英
国
政
界
の
重
鎮
で
あ
り
、
近
衛
が
「
ホ
ア
ー
と
親
交
あ
る
松
平
宮
相
」
と
形
容
し
た
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年

代
に
駐
英
日
本
大
使
を
務
め
た
吉
田
や
重
光
も
ホ
ー
ア
に
関
心
を
寄
せ
た
り
、
接
触
し
て
い
た（

11
（

。
特
に
重
光
は
、
首
相
を
務
め
た
ネ
ヴ
ィ

ル･

チ
ェ
ン
バ
レ
ン （N

eville Cham
berlain

）、
外
相
や
駐
米
大
使
を
歴
任
し
た
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
卿 （V

iscount H
alifax

）、
外
務
政
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務
次
官
や
文
部
大
臣
を
経
験
し
た
バ
ト
ラ
ー （Richard Butler

）、
そ
し
て
ホ
ー
ア
を
純
正
保
守
派
と
呼
び
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
「
東
亜

問
題
で
も
シ
ナ
よ
り
日
本
を
重
ん
」
じ
て
い
る
一
方
、
首
相
の
チ
ャ
ー
チ
ル 

（W
inston Churchill

）、
外
相
の
イ
ー
デ
ン 

（A
nthony 

Eden

）、
ダ
フ
・
ク
ー
パ
ー （D

uff Cooper

） 

な
ど
の
グ
ル
ー
プ
を
理
想
派
、
急
進
派
、
米
国
派
、
ソ
連
系
で
あ
り
、
中
国
支
持
で
あ
り
、

「
革
新
的
反
逆
者
で
あ
り
、
赤
化
せ
る
保
守
派
」
と
形
容
し
批
判
的
に
回
顧
し
て
い
る（

11
（

。
つ
ま
り
、
重
光
は
彼
の
い
う
「
純
正
保
守
派
」
の

一
人
で
あ
る
ホ
ー
ア
が
ス
ペ
イ
ン
に
い
る
こ
と
に
和
平
の
可
能
性
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
で
の
須
磨
の
行
動
に
つ
い
て
、
一

九
四
四
年
九
月
一
四
日
、
重
臣
の
一
人
の
岡
田
啓
介
は
「「
ス
ペ
イ
ン
」
駐
箚
英
大
使
ガ
須
磨
ニ
会
ツ
タ
ト
伝
ヘ
ラ
ル
ル
ガ
内
容
ニ
ハ
大

シ
タ
問
題
ガ
ナ
カ
ツ
タ
様
ニ
外
務
デ
ハ
謂
ツ
テ
居
ル
」
と
発
言
し（

11
（

、
須
磨
と
ホ
ー
ア
が
会
見
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
他
方
、
同
月
二

六
日
、
木
戸
内
大
臣
は
重
光
外
相
と
の
会
談
の
際
に
、「
内
府　

近
エ
公
ノ
言
動　

本
間
（
首
相
ノ
使
）
ニ
対
シ
西
班
牙
ニ
於
テ
英
国
ト

連
絡
セ
サ
ル
須
マ
ノ
態
度
ハ
不
可
ト
述
ブ　

内
府
ヨ
リ
注
意
」
と
述
べ（

11
（

、
近
衛
が
小
磯
国
昭
首
相
の
私
的
な
情
報
収
集
係
を
担
っ
て
い
る

本
間
雅
晴
に
対
し
て
、
須
磨
が
英
国
と
の
連
絡
を
怠
っ
て
い
る
と
非
難
し
て
い
る
旨
を
伝
え
て
い
る
。
木
戸
が
言
及
し
た
近
衛
の
発
言
で

は
、
須
磨
は
英
国
側
と
は
連
絡
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
戦
後
の
重
光
の
回
想
と
同
趣
旨
に
な
っ
て
い
る
。

木
戸
の
発
言
の
背
景
を
解
説
す
る
と
、
一
九
四
四
年
九
月
下
旬
、
小
磯
首
相
は
近
衛
に
貴
族
院
議
長
就
任
を
薦
め
、
自
身
が
近
衛
と
面

会
す
る
だ
け
で
な
く
、
近
衛
と
の
連
絡
役
に
本
間
を
使
い
手
紙
の
や
り
取
り
も
行
っ
た
。
近
衛
は
貴
族
院
議
長
の
再
度
の
就
任
に
消
極
的

で
拒
絶
の
理
由
を
複
数
挙
げ
、
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、「
自
分
と
し
て
は
此
の
際
、
欧
州
殊
に
西
班
牙
辺
り
に
派
遣
せ
ら
る
ゝ
こ
と
も
、

む
し
ろ
希
望
す
る
位
な
り
」
と
、
ス
ペ
イ
ン
行
き
の
希
望
を
小
磯
や
本
間
に
告
げ
て
い
た（

11
（

。
こ
の
本
間
と
近
衛
の
交
渉
の
際
に
、
木
戸
が

述
べ
た
「
西
班
牙
ニ
於
テ
英
国
ト
連
絡
セ
サ
ル
須
マ
ノ
態
度
ハ
不
可
」
と
い
う
近
衛
の
発
言
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、

近
衛
の
ス
ペ
イ
ン
行
き
を
聞
い
た
重
光
外
相
が
外
務
省
に
何
の
相
談
も
な
く
そ
の
よ
う
な
発
言
を
す
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
不
快
感
を

持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
寺
崎
英
成
か
ら
近
衛
に
報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
近
衛
は
、
ス
ペ
イ
ン
行
き
は
加
瀬
秘
書
官
の
発
言
に
ヒ
ン
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ト
を
得
た
も
の
で
、
貴
族
院
議
長
就
任
を
断
る
た
め
の
理
由
を
多
く
挙
げ
た
も
の
だ
、
と
弁
明
す
る
よ
う
に
女
婿
で
も
あ
る
細
川
護
貞
に

要
請
し
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
四
日
、
細
川
は
重
光
外
相
と
面
会
し
近
衛
か
ら
の
伝
言
を
伝
え
た
。
そ
の
際
、
重
光
は
細
川
に
、「
公
が
外

国
に
行
く
と
の
こ
と
は
、
木
戸
内
府
よ
り
話
あ
り
た
り
と
」
述
べ
た
が（

1（
（

、
こ
の
重
光
と
木
戸
の
や
り
取
り
は
前
述
し
た
九
月
二
六
日
に
行

わ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

近
衛
が
内
心
ど
の
程
度
ス
ペ
イ
ン
行
き
を
望
ん
で
い
た
か
は
と
も
か
く
、
九
月
二
六
日
の
木
戸
と
重
光
の
会
談
で
重
要
な
点
は
、
須
磨

を
介
し
て
英
国
側
と
連
絡
を
取
る
と
い
う
考
え
が
外
務
省
内
部
だ
け
で
な
く
天
皇
の
側
近
で
も
あ
る
木
戸
内
大
臣
に
も
達
し
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
会
談
時
、
重
光
に
対
し
て
「
内
府
ヨ
リ
注
意
」
が
な
さ
れ
た
の
は
、
ホ
ー
ア
を
通
じ
て
英
国
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
と
い

う
考
え
を
近
衛
が
不
用
意
に
本
間
に
話
し
た
こ
と
に
懸
念
を
持
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
英
国
側
と
の
接
触
と
い
う
重
要
な
役
割
を
期
待
さ
れ
た
須
磨
は
、
戦
争
の
行
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
し
て
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
前
述
し
た
重
光
の
回
想
で
は
、
須
磨
が
自
ら
の
思
惑
通
り
に
は
動
か
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
須
磨
は
一
九
四
四
年
八
月

下
旬
に
長
文
の
意
見
具
申
を
寄
せ
、
そ
の
中
で
、「
…
而
シ
テ
帝
国
ヲ
目
ノ
敵
ト
ス
ル
米
英
ノ
野
望
ハ
最
小
限
度
帝
国
ヲ
東
亜
ノ
安
定
勢
力

タ
リ
得
サ
ル
ノ
境
涯
ニ
押
込
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
前
記
独
逸
ノ
場
合
ニ
モ
増
シ
テ
妥
協
ノ
余
地
等
ア
リ
得
様
筈
ナ
シ
自
然
米
英
ノ

意
図
ハ
帝
国
ノ
東
亜
ニ
於
ケ
ル
存
立
ト
両
立
セ
サ
ル
ノ
事
実
ハ
常
ニ
忘
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
、
日
本
の
米
英
と
の
妥
協
は
ド
イ
ツ
よ
り
難
し

い
と
指
摘
し
、「
…
太
平
洋
上
ノ
二
、
三
ハ
問
フ
所
ニ
ア
ラ
ス
寧
ロ
仮
ニ
敵
カ
本
土
ヲ
襲
フ
コ
ト
ア
ル
場
合
ニ
モ
敵
ノ
最
モ
恐
怖
ス
ル
自

爆
、
玉
砕
ノ
武
器
ヲ
以
テ
一
億
国
民
粉
ト
ナ
ル
迄
神
州
ヲ
守
ル
ヘ
キ
ハ
勿
論
ナ
ル
モ
更
ニ
帝
国
ニ
ハ
大
陸
ニ
子
邦
満
洲
国
ノ
在
ル
ア
リ
更

ニ
中
国
大
半
ノ
占
領
地
域
在
ス
ル
ノ
概
ヲ
以
テ
最
悪
ノ
場
合
ハ
我
ハ
大
陸
ノ
堅
塁
ニ
立
籠
リ
長
期
戦
ニ
入
ル
モ
断
シ
テ
屈
セ
サ
ル
ノ
決
意

ヲ
為
サ
ン
カ
是
正
ニ
敵
カ
危
惧
ノ
肺
腑
ヲ
突
ク
モ
ノ
ニ
シ
テ
斯
テ
コ
ソ
漸
次
敵
ノ
戦
意
ヲ
砕
キ
結
局
ハ
敵
ヲ
シ
テ
頭
ヲ
垂
レ
シ
ム
ル
ノ
術

ト
モ
ナ
ル
ヘ
キ
」
と
、
本
土
決
戦
で
の
自
爆
、
玉
砕
や
中
国
大
陸
で
の
持
久
戦
さ
え
も
唱
え
て
い
た（

11
（

。
須
磨
は
こ
の
よ
う
な
考
え
を
終
戦
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の
頃
ま
で
抱
い
て
お
り
、
一
九
四
五
年
六
月
時
点
で
須
磨
が
著
し
た
「
報
国
憂
記
」
の
中
で
は
、「
…
…
今
次
戦
争
の
実
相
を
眺
め
飽
く

迄
決
戦
を
続
く
る
の
覚
悟
な
か
る
べ
か
ら
ず
」、「
而
し
て
敵
の
虞
る
ゝ
大
和
魂
は
極
言
せ
ば
、
日
本
精
神
は
軍
事
的
一
時
の
退
散
に
依
り

て
粉
砕
せ
ら
れ
ざ
る
は
勿
論
一
層
そ
の
闘
魂
を
増
し
、
強
力
な
る
進
展
を
結
果
す
べ
き
は
歴
史
に
徴
し
て
謂
ふ
を
俟
た
ず
」、「
さ
れ
ば
と

て
一
日
と
雖
も
一
瞬
と
雖
も
過
早
に
敵
と
話
合
ふ
が
如
き
は
許
す
べ
か
ら
ず
、
最
後
の
抵
抗
迄
推
進
す
る
処
に
将
来
の
大
展
開
あ
る
を
想

は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
徹
底
抗
戦
を
唱
え
て
い
た（

11
（

。
第
二
次
大
戦
中
に
欧
州
に
滞
在
し
て
い
た
日
本
の
外
交
官
は
一
刻
も
早
い
終
戦
を
望

み
、
祖
国
の
現
状
を
憂
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
須
磨
に
関
し
て
い
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
む
し
ろ
陸
軍
の
継
戦
派
と
同
じ
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
重
光
の
指
示
に
従
わ
ず
、
彼
の
批
判
を
招
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
を
持
つ
須
磨

が
和
平
交
渉
の
瀬
踏
み
を
英
国
側
と
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
理
解
で
き
る
。
須
磨
が
ホ
ー
ア
と
会
見
し
た
と
い
う
岡

田
啓
介
の
発
言
は
何
ら
か
の
錯
誤
か
、
仮
に
両
者
が
会
っ
た
と
し
て
も
実
の
あ
る
話
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
近
衛
や
重
光
が
批
判

し
た
よ
う
に
須
磨
は
英
国
側
と
の
連
絡
を
忌
避
し
た
と
い
う
の
が
実
態
だ
ろ
う
。

太
平
洋
戦
争
の
終
結
を
念
頭
に
行
わ
れ
た
戦
時
下
の
日
本
外
交
は
ソ
連
を
軸
と
し
て
行
わ
れ
た
。
一
九
四
四
年
に
は
、
北
樺
太
の
石
油
・

石
炭
利
権
返
還
の
議
定
書
や
漁
業
条
約
に
関
す
る
議
定
書
を
締
結
し
、
戦
況
の
悪
化
と
と
も
に
日
本
が
や
や
も
す
る
と
一
方
的
に
対
ソ
接

近
を
図
っ
て
き
た
。
一
九
四
四
年
七
月
に
は
小
磯
内
閣
が
成
立
し
、
八
月
一
九
日
の
御
前
会
議
で
は
「「
ソ
」
ニ
対
シ
テ
ハ
中
立
関
係
ヲ

維
持
シ
更
ニ
国
交
ノ
好
転
ヲ
図
ル
／
尚
ホ
速
カ
ニ
独
「
ソ
」
間
ノ
和
平
実
現
ニ
努
ム
」
と
決
定
さ
れ
た
。
九
月
四
日
に
は
、
最
高
戦
争
指

導
会
議
で
ソ
連
に
特
使
と
し
て
広
田
弘
毅
の
派
遣
が
決
定
し
た
。
だ
が
、
独
ソ
和
平
斡
旋
は
ド
イ
ツ
側
か
ら
拒
絶
さ
れ
、
特
使
派
遣
も
ソ

連
か
ら
断
ら
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
月
二
八
日
、
最
高
戦
争
指
導
会
議
で
「
対
「
ソ
」
施
策
ニ
関
ス
ル
件
」
が
決
定
さ
れ
、「
日

「
ソ
」
間
ノ
中
立
的
態
度
ヲ
維
持
シ
進
ン
テ
国
交
ノ
好
転
ヲ
図
ル
。
独
逸
ノ
崩
壊
又
ハ
単
独
和
平
ノ
場
合
ニ
対
処
ス
ル
為
メ
「
ソ
」
ヲ
利
用

シ
テ
情
勢
ノ
好
転
ニ
努
ム
」
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た（

11
（

。
ソ
連
へ
の
過
大
な
期
待
に
基
づ
い
た
外
交
は
一
九
四
五
年
八
月
の
ソ
連
参
戦
直
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前
ま
で
続
き
、「
幻
想
の
外
交
」
と
し
て
厳
し
く
評
価
さ
れ
、
批
判
は
軍
部
だ
け
で
な
く
米
英
と
ソ
連
が
離
間
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
重

光
に
も
向
け
ら
れ
た（

11
（

。

し
か
し
、
対
ソ
傾
斜
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
一
九
四
四
年
七
～
九
月
に
か
け
て
重
光
は
、
須
磨
を
利
用
し
ホ
ー
ア
を
通
じ
英
国
と
の
接

触
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
重
光
個
人
は
、
対
ソ
工
作
と
ス
ペ
イ
ン
を
経
由
し
た
対
英
工
作
を
同
時
並
行
し
よ

う
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
二
つ
以
外
の
ル
ー
ト
も
重
光
は
検
討
し
て
い
た
。
こ
の
点
は
、
重
光
が
同
年
九
月
下
旬
か
ら
一
〇
月

に
か
け
て
記
し
た
覚
書
に
、「
陛
下
ノ
松
岡
評　

九
月
廿
六
日　

尚
ス
マ
和
平
運
動
新
〔
現
〕
ハ
ル　

和
平
問
題
①
ス
マ　

②
ゴ
ル
ゼ
―
堀

田　

③
バ
チ
カ
ン　

④
バ
ッ
ゲ
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る（

11
（

。
こ
こ
で
重
光
は
、
和
平
に
関
し
て
四
つ
の
経
路
を
列
挙

し
て
い
る
が
、
最
初
の
「
ス
マ
」
は
勿
論
須
磨
弥
吉
郎
の
こ
と
で
、
二
番
目
の
「
ゴ
ル
ゼ
─
堀
田
」
と
は
、
堀
田
正
昭
（
元
欧
米
局
長
、

イ
タ
リ
ア
大
使
）
を
通
じ
カ
ミ
ー
ユ
・
ゴ
ル
ジ
ェ （Cam

ille Gorge

） 

駐
日
ス
イ
ス
公
使
に
接
触
さ
せ
て
い
た
こ
と
を
指
す（

11
（

。
三
番
目
の

「
バ
チ
カ
ン
」
は
文
字
通
り
バ
チ
カ
ン
を
指
し
、
四
番
目
の
「
バ
ッ
ゲ
」
と
は
駐
日
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
使
の
バ
ッ
ゲ （W

idar Bagge

） 

を

指
す
。
九
月
一
五
日
、
朝
日
新
聞
の
鈴
木
文
史
朗
は
旧
知
の
バ
ッ
ゲ
と
会
見
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
の
斡
旋
で
英
国
に
和
平
条
件
を
打

診
す
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
た（

11
（

。
こ
の
鈴
木
の
動
き
が
重
光
に
達
し
て
い
た
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
四
つ
の
ル
ー
ト
は
中

立
国
を
通
じ
て
連
合
国
側
の
意
向
を
打
診
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
冒
頭
の
「
陛
下
ノ
松
岡
評
」
と
は
、
前
述
し
た
九
月
二

六
日
に
木
戸
と
会
談
し
た
際
に
彼
か
ら
、
ド
イ
ツ
屈
服
時
に
日
本
も
和
平
を
行
い
た
い
と
い
う
昭
和
天
皇
の
考
え
や
、
昭
和
天
皇
が
木
戸

に
松
岡
が
現
在
の
情
勢
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
尋
ね
た
こ
と
を
指
し
て
い
る（

11
（

。

重
光
は
、
最
高
戦
争
指
導
会
議
で
「
対
「
ソ
」
施
策
ニ
関
ス
ル
件
」
が
決
定
さ
れ
た
直
後
の
一
九
四
四
年
一
〇
月
三
、
九
日
の
両
日
、

モ
ス
ク
ワ
か
ら
一
時
帰
国
を
命
じ
て
い
た
守
島
伍
郎
公
使
が
モ
ス
ク
ワ
に
帰
任
す
る
の
に
合
わ
せ
て
会
見
し
た
。
そ
の
際
、
守
島
に
「
モ

ス
コ
ー
で
英
国
側
と
話
を
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
ら
う
か
」
と
述
べ
、
そ
れ
は
駄
目
だ
と
守
島
か
ら
返
さ
れ
た（

（11
（

。
こ
の
重
光
の
発
言
を
内
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在
的
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
重
光
が
マ
ド
リ
ー
ド
で
英
国
側
と
接
触
を
望
ん
で
い
た
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
ペ

イ
ン
経
由
で
の
英
国
政
府
と
の
接
触
は
須
磨
の
消
極
的
姿
勢
の
た
め
に
、
一
九
四
四
年
九
月
下
旬
か
ら
一
〇
月
上
旬
に
か
け
て
難
し
い
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
た
の
で
、
や
や
苦
し
紛
れ
に
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
英
国
と
の
接
触
と
い
う
案
を
唐
突
に
持
ち
出
し
た
の
だ
ろ
う
。
換
言

す
る
と
、
軍
部
の
圧
力
も
あ
り
対
ソ
工
作
に
重
点
を
置
い
た
が
、
英
国
と
話
し
合
う
と
い
う
考
え
を
完
全
に
は
捨
て
切
れ
て
い
な
い
心
境

に
重
光
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
仮
に
須
磨
が
積
極
的
で
あ
っ
て
も
、
英
国
が
日
本
に
容
易
に
妥
協
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
ス
ペ
イ
ン
で
の
日
英
接
触
は
成
果

を
生
ま
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
国
内
に
お
い
て
も
、
ス
ペ
イ
ン
で
の
英
国
と
の
話
し
合
い
と
い
う
案
を
軍
部
が
承
認
し
た
と
も
思
え

な
い
。
し
か
し
、
重
光
が
ス
ペ
イ
ン
で
の
英
国
と
の
和
平
ル
ー
ト
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
は
、
余
り
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
重
要
で
あ
る
。

五
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
館
で
の
情
報
収
集

（
一
）
公
開
情
報

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
の
情
報
活
動
は
「
一
覧
表
」
に
も
あ
る
よ
う
な
人
的
情
報
源
に
基
づ
く
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
ず
公
開
情
報
の

収
集
・
分
析
に
つ
い
て
述
べ
る
。
一
九
四
二
年
一
〇
月
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
に
就
任
し
た
森
島
守
人
は
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る（

（1（
（

。

日
本
政
府
も
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
、
ス
エ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
と
な
ら
ん
で
、
リ
ス
ボ
ン
を
英
米
関
係
の
情
報
を
蒐
集
す
る
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基
地
と
し
て
選
ん
だ
が
、
リ
ス
ボ
ン
に
最
重
点
を
お
い
て
、
リ
ス
ボ
ン
公
使
館
の
機
構
を
拡
大
、
強
化
し
た
。
私
は
こ
こ
で
新
設
の

情
報
、
調
査
機
関
を
主
宰
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ま
ず
手
は
じ
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
滞
在
中
の
商
社
方
面
の
人
材
を
総
動
員
す
る

こ
と
を
考
慮
し
た
。
幸
い
三
井
、
三
菱
、
正
金
、
日
銀
、
郵
船
、
満
鉄
、
商
工
省
の
貿
易
斡
旋
所
な
ど
が
率
先
、
手
弁
当
で
有
為
の

士
を
、
新
機
関
に
参
加
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
は
感
謝
に
た
え
な
か
っ
た
。〔
中
略
〕
つ
ぎ
に
、
私
は
ス
パ
イ
の
利
用
な
ど
と
い
う
古

い
や
り
く
ち
を
な
る
べ
く
排
し
、
英
米
方
面
か
ら
く
る
豊
富
な
資
料
を
整
備
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
科
学
的
、
綜
合
的
調

査
を
と
げ
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
。〔
中
略
〕
約
六
〇
名
の
人
員
が
、
地
域
的
に
は
英
、
米
の
二
班
に
、
ま
た
問
題
別
で
は
政
治
、

経
済
の
二
班
に
分
れ
、
さ
ら
に
こ
の
両
班
を
問
題
別
に
再
分
し
て
調
査
研
究
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
結
果
で
き
上
っ
た
諸
報
告
が
、
リ

ス
ボ
ン
情
報
の
名
の
下
に
、
本
邦
各
方
面
で
貴
重
な
資
料
と
し
て
珍
重
が
ら
れ
た
こ
と
は
、
帰
朝
後
承
知
し
た
が
、
日
本
政
府
の
最

高
首
脳
部
が
ど
の
程
度
に
、
こ
の
資
料
を
活
用
し
た
か
、
い
ま
な
お
疑
問
に
思
っ
て
い
る
。

森
島
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
着
任
と
同
時
期
の
一
九
四
二
年
秋
、
外
務
省
は
翌
年
度
の
予
算
決
定
に
先
立
ち
重
要
政
策
予
算
案
を
企
画
院

に
提
出
し
た
。「
情
報
機
関
ノ
整
備
ニ
関
ス
ル
件
」
と
題
さ
れ
た
予
算
案
で
は
「
一
、
特
殊
情
報
機
関
ノ
設
置
／
イ　

×
×
×
×
ニ
在
欧
米

情
報
機
関
ノ
在
外
中
心
機
関
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
／
ロ　

本
機
関
ノ
職
員
ハ
在
葡
公
使
館
勤
務
ト
シ
テ
外
交
官
ノ
資
格
ヲ
有
セ
シ
ム
ル
モ
在

葡
公
使
館
ト
ハ
独
立
ニ
活
動
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト
／
ハ　

本
機
関
ハ
必
要
ニ
応
ジ
他
ニ
移
動
シ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト
」
と
な
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
人
員
と
し
て
、
勅
任
五
、
奏
任
七
二
、
判
任
八
〇
の
計
一
五
七
名
を
要
求
し
て
い
る（

（10
（

。
ロ
の
項
で
、
特
殊
情
報
機
関
の
職

員
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
館
勤
務
の
外
交
官
の
資
格
を
有
す
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
機
関
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
設
置
予
定
で
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
の
項
の
×
×
×
×
の
箇
所
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、「
リ
ス
ボ
ン
」
で
あ
る
。
こ
の
予
算
案
は
、
リ
ス
ボ

ン
に
米
英
情
報
収
集
の
最
重
点
を
お
い
た
と
い
う
森
島
の
回
想
を
部
分
的
に
裏
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
予
算
案
で
は
当
該
機
関
は
ポ
ル
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ト
ガ
ル
公
使
館
と
は
独
立
に
活
動
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
森
島
の
回
想
で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
館
の
一
部
で
あ
り
、
か
つ
人
員
も

森
島
は
六
〇
名
、
予
算
案
で
は
一
五
七
名
と
な
っ
て
お
り
食
い
違
っ
て
い
る
。
そ
の
後
の
経
過
や
、
戦
時
下
の
欧
州
で
の
人
員
確
保
の
困

難
さ
を
考
え
る
と
予
算
案
の
一
五
七
名
は
い
か
に
も
過
大
で
あ
る
。
ま
た
、
森
島
自
身
が
一
九
四
三
年
以
降
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
館
の
情

報
活
動
に
意
見
具
申
等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
館
か
ら
独
立
し
た
情
報
機
関
と
い
う
予
算
案
の
構
想
も
企
画
倒
れ

と
な
り
、
現
実
の
情
報
活
動
の
実
態
は
引
用
し
た
森
島
の
回
想
が
実
状
に
近
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

外
務
省
が
こ
の
予
算
案
を
作
成
し
た
の
と
同
時
期
の
一
九
四
二
年
九
月
下
旬
、
開
戦
ま
で
駐
英
大
使
館
付
海
軍
武
官
補
佐
官
を
務
め
帰

国
し
た
朝
田
肆
六
少
佐
は
、「
対
英
情
報
ハ
「
リ
ス
ボ
ン
」
ニ
テ
新
聞
、
雑
誌
ヲ
見
ル
ヲ
可
ト
ス
」、「「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
」
ハ
困
難
ナ
リ
」

と
い
う
見
解
を
示
し
て
お
り（

（10
（

、
リ
ス
ボ
ン
で
の
公
開
情
報
に
依
拠
し
米
英
情
報
を
収
集
す
る
と
い
う
考
え
は
、
外
務
省
だ
け
で
な
く
海
軍

に
も
共
通
し
た
認
識
で
あ
っ
た
。
公
開
情
報
の
収
集
が
重
要
で
あ
る
と
は
い
つ
の
時
代
で
も
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
だ
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
公

使
館
で
の
公
開
情
報
の
収
集
・
分
析
作
業
に
つ
い
て
具
体
的
に
森
島
は
、「
…
右
関
係
事
務
〔
情
報
事
務
〕
ハ
雑
誌
其
ノ
他
ノ
刊
行
物
ノ
外

日
日
少
ナ
ク
モ
七
、
八
種
ノ
新
聞
ニ
目
ヲ
通
シ
報
告
題
目
ヲ
選
ヒ
或
ル
程
度
真
疑
ヲ
判
断
シ
二
種
ノ
報
道
ヲ
纏
メ
テ
一
報
告
ヲ
作
成
ス
ル

モ
此
ノ
間
報
道
ノ
矛
盾
セ
ル
モ
ノ
又
新
聞
ノ
コ
ト
ト
テ
不
正
確
不
明
瞭
ナ
ル
点
多
ク
此
等
ノ
判
断
ニ
モ
亦
苦
心
ヲ
要
シ
終
日
机
ニ
向
ヒ
読

書
作
文
シ
居
リ
地
味
単
調
ニ
テ
神
経
ヲ
労
ス
ル
コ
ト
甚
タ
大
キ
ク
劇
務
タ
ル
ヲ
免
レ
ス
」
と
述
べ
て
い
て（

（10
（

、
雑
誌
等
の
刊
行
物
に
加
え
て

毎
日
七
～
八
つ
の
新
聞
を
読
ん
で
い
る
こ
と
、
単
な
る
翻
訳
で
は
な
く
、
報
告
書
を
作
成
す
る
関
係
上
一
定
の
分
析
能
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
ま
た
、
森
島
は
、
情
報
勤
務
要
員
と
し
て
、「
英
語
特
ニ
読
書
力
ニ
優
秀
ナ
ル
モ
ノ
タ
ル
ヲ
要
シ
外
務
省
員
ニ
シ
テ

最
近
英
米
又
ハ
其
ノ
自
治
領
等
ニ
駐
在
シ
テ
事
情
ニ
精
通
セ
ル
モ
ノ
ヲ
最
モ
好
マ
シ
ト
見
」
て
い
た（

（10
（

。
無
論
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
の
公
開
情

報
の
収
集
は
一
九
四
二
年
秋
に
始
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
日
米
開
戦
後
か
ら
約
一
〇
日
後
の
一
九
四
一
年
一
二
月
一
七
日
、
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
千
葉
蓁
一
公
使
（
森
島
の
前
任
者
）
は
「
新
聞
雑
誌
ニ
掲
載
セ
ラ
レ
タ
ル
情
報
ノ
蒐
集
選
択
及
電
報
（「
リ
ス
ボ
ン
」
情
報
）」
発
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送
ニ
ハ
友
岡
嘱
託
ヲ
充
テ
当
地
「
ラ
ゴ
ス
」
貿
易
斡
旋
所
長
上
村
及
「
タ
イ
ピ
ス
ト
」
一
名
ヲ
助
手
ト
ス
」
る
こ
と
や
、
英
国
Ｂ
Ｂ
Ｃ
や

米
国
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
取
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る（

（10
（

。「
友
岡
嘱
託
」
と
は
、
法
政
大
学
教
授
か
ら
外
務
省
の
嘱
託
と
し
て
ポ
ル
ト
ガ

ル
公
使
館
に
派
遣
さ
れ
た
友
岡
久
雄
で
あ
る（

（10
（

。
友
岡
は
経
済
問
題
の
専
門
家
で
あ
り
、
公
開
情
報
の
収
集
分
析
に
は
適
し
た
人
物
と
し
て

選
任
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
実
際
、
友
岡
働
き
は
高
く
評
価
さ
れ
た（

（10
（

。

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
の
公
開
情
報
の
収
集
分
析
は
、
東
京
で
は
ど
う
評
価
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
述
の
森
島
の
回
想
は
リ
ス
ボ
ン
か
ら
の

情
報
を
日
本
政
府
が
ど
の
程
度
活
用
し
た
か
に
疑
念
を
表
し
て
い
る
。
一
方
、
一
九
三
九
年
か
ら
四
五
年
ま
で
参
謀
本
部
作
戦
課
に
在
籍

し
た
瀬
島
龍
三
は
、
戦
後
チ
モ
ー
ル
作
戦
を
回
顧
す
る
中
で
、「
葡
国
を
新
に
戦
争
相
手
と
す
る
こ
と
は
、
全
般
的
に
得
策
で
な
い
の
は
勿

論
、
在
リ
ス
ボ
ン
の
我
外
交
公
館
の
情
報
、
所
謂
「
リ
ス
ボ
ン
電
」
は
対
欧
米
情
報
収
集
上
、
重
要
な
価
値
を
も
つ
て
い
た
の
で
あ
る
」

と
し（

（10
（

、
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
館
の
情
報
活
動
に
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
、
仮
に
チ
モ
ー
ル
作
戦
等
が
原
因
で
日
本
が
「
葡

国
を
新
に
戦
争
相
手
と
す
る
」
状
態
に
な
れ
ば
、
日
本
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
の
外
交
活
動
は
停
止
し
リ
ス
ボ
ン
か
ら
の
情
報
が
入
っ
て
こ
な

く
な
る
こ
と
に
懸
念
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
森
島
か
ら
外
務
省
に
宛
て
た
報
告
が
更
に
軍
に
配
布
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
陸
軍
省
に
渡

さ
れ
た
森
島
の
電
報
の
写
し
が
極
め
て
少
数
だ
が
防
衛
研
究
所
に
現
存
し
て
お
り
、
検
討
し
て
み
た
い（

（（1
（

。
そ
れ
ら
の
記
録
は
、
一
九
四
三

年
二
月
一
〇
日
森
島
発
谷
外
相
宛
里
斯
本
情
報
第
七
五
号
の
一
～
五
、
里
斯
本
情
報
第
七
六
号
の
一
～
四
、
里
斯
本
情
報
第
七
七
号
、
第

七
八
号
の
一
～
四
、
里
斯
本
情
報
第
七
九
号
の
一
～
二
の
五
つ
の
電
報
で
あ
る
。
七
五
号
と
七
六
号
は
二
月
一
〇
日
発
、
七
七
、
七
八
、

七
九
号
は
一
一
日
発
で
あ
る
。
全
体
で
約
四
〇
枚
で
七
九
号
は
途
中
で
切
れ
て
い
る
。「
里
斯
本
情
報
」
と
題
さ
れ
た
七
五
、
七
六
、
七

七
、
七
九
号
は
平
文
で
送
信
さ
れ
、
情
報
と
い
う
よ
り
も
情
勢
分
析
で
あ
る
七
八
号
は
暗
号
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
五
つ
の
電
報
は
米

国
の
軍
事
生
産
の
概
況
、
米
国
の
労
働
力
、
米
国
の
原
料
問
題
な
ど
米
国
の
戦
時
生
産
体
制
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
ポ
ル
ト
ガ
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ル
で
収
集
分
析
さ
れ
た
米
国
情
報
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
電
報
の
写
し
に
は
、
予
め
大
臣
、
次
官
、
局
長
、
課

長
、
高
課
員
（
高
級
課
員
）、
課
員
と
い
う
六
つ
の
職
名
が
刻
印
さ
れ
た
判
が
押
さ
れ
て
あ
り
、
職
名
の
下
は
空
欄
に
な
っ
て
お
り
、
目
を

通
し
た
ら
署
名
や
印
を
押
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
誰
が
森
島
の
電
報
に
目
を
通
し
た
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
史

料
全
体
で
、
職
名
が
刻
印
さ
れ
た
判
は
、
七
五
号
、
七
六
号
、
七
八
号
、
七
九
号
の
電
報
の
冒
頭
に
四
個
所
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
四

個
所
す
べ
て
の
課
長
欄
に
二
宮
な
る
人
物
の
署
名
が
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
時
期
の
陸
軍
省
で
二
宮
と
い
う
姓
の
課
長
は
、
軍

務
局
軍
務
課
長
の
二
宮
義
清
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
史
料
は
軍
務
局
に
回
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
局
長
の

欄
に
は

─
軍
務
局
長
の
佐
藤
賢
了

─
、
三
個
所
に
「
ス
ミ
」
と
い
う
書
き
入
れ
が
あ
り
、
も
う
一
個
所
に
は
赤
鉛
筆
で
印
が
付
さ
れ

て
い
る
の
で
、
局
長
は
当
該
史
料
の
全
て
に
目
を
通
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
大
臣
、
次
官
の
欄
に
も
三
個
所
に
は
赤
鉛
筆
の
印

が
あ
る
の
で
、
一
応
、
東
条
英
機
陸
相
や
木
村
兵
太
郎
次
官
も
目
は
通
し
て
い
た
。

こ
の
史
料
自
体
の
元
の
所
持
者
は
、
森
川
時
夫
（
陸
士
三
七
期
）
で
あ
り
、
森
川
は
当
時
、
軍
務
局
で
は
な
く
、
整
備
局
戦
備
課
員
で

あ
り
、
戦
備
課
内
の
産
業
班
に
お
り
、
産
業
団
体
の
運
用
、
生
産
力
拡
充
、
産
業
指
導
を
担
当
し
て
い
た（

（（（
（

。
換
言
す
る
と
、
森
島
の
米
国

事
情
を
報
告
し
た
電
報
は
外
務
省
か
ら
陸
軍
省
の
中
枢
で
あ
る
軍
務
局
へ
行
き
、
更
に
、
よ
り
専
門
性
が
近
い
と
考
え
ら
れ
る
整
備
局
の

担
当
課
員
に
ま
で
回
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
問
題
は
リ
ス
ボ
ン
か
ら
の
報
告
の
内
容
で
あ
る
。
報
告
は
、
米
国
の
生
産
体
制
の
弱
点

に
触
れ
た
も
の
が
多
く
、
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る
箇
所
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
は
、「
生
産
指
導
ノ
原
則
ハ
旧
態
依
然
タ
ル
モ
ノ
」（
七
五

号
ノ
二
）、「
全
体
的
企
画
ヲ
行
ナ
フ
有
力
ナ
ル
統
制
機
関
ノ
欠
如
」（
七
六
号
ノ
一
）、「
米
国
民
衆
ノ
未
タ
戦
争
意
識
ニ
充
分
ニ
目
覚
メ
居

ラ
サ
ル
」（
七
八
号
ノ
二
）、「
米
国
経
済
上
ノ
諸
問
題
ハ
本
年
後
半
ニ
入
ラ
ス
シ
テ
表
面
化
」（
七
八
号
ノ
四
）
等
の
文
言
が
並
ん
で
い
る
。

戦
時
中
と
は
い
え
、
そ
れ
な
り
の
量
の
情
報
が
入
っ
て
は
来
て
い
た
の
で
、
自
ら
が
見
た
い
情
報
―
こ
の
場
合
は
米
国
の
弱
点
―
を
見
た

と
い
う
可
能
性
も
大
い
に
あ
る
だ
ろ
う
。
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（
二
）
富
士
情
報

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
の
情
報
活
動
に
つ
い
て
、
引
用
し
た
森
島
の
回
想
で
は
公
開
情
報
に
つ
い
て
は
比
較
的
詳
し
い
言
及
が
あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
以
外
の
人
的
情
報
収
集 （H

um
an Intelligence

） 

に
は
殆
ど
言
及
が
な
く
、「
私
は
ス
パ
イ
の
利
用
な
ど
と
い
う
古
い
や
り
く
ち
を

な
る
べ
く
排
し
」
と
い
う
発
言
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、「
な
る
べ
く
排
し
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
人
的
情
報
収
集
活
動
に
曲
が

り
な
り
に
も
着
手
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
実
際
、
森
島
は
富
士
情
報
と
呼
ば
れ
る
人
的
情
報
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
富
士
情
報
に
つ

い
て
は
、
米
国
が
解
読
し
た
森
島
と
本
省
間
の
電
信
に
基
づ
い
て
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
先
行
研
究
に
依
拠
し
て
富

士
情
報
の
基
本
的
な
事
実
関
係
を
述
べ
る（

（（0
（

。

富
士
情
報
と
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
外
務
省
と
在
外
公
館
と
の
間
の
通
信
・
電
信
の
コ
ピ
ー
を
情
報
提
供
者
を
通
じ
て
入
手
し
た
情
報
を
指

す
。
日
本
側
へ
の
情
報
提
供
は
遅
く
と
も
一
九
四
三
年
一
月
に
は
開
始
さ
れ
た
。
情
報
提
供
者
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
外
務
省
職
員
だ
っ
た
が
一

九
四
三
年
四
月
に
免
職
さ
れ
、
情
報
は
タ
イ
ピ
ス
ト
の
友
人
等
か
ら
入
手
し
た
と
日
本
側
に
は
述
べ
て
い
た
。
情
報
提
供
者
と
主
に
接
触

し
て
い
た
の
は
小
峰
俊
一
書
記
官
で
あ
り
、
小
峰
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
専
門
家
で
あ
っ
た
。
情
報
提
供
者
と
日
本
側
と
の
最
初
の
接
触
は

リ
ス
ボ
ン
で
は
な
く
、
提
供
者
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
駐
在
し
て
い
た
時
に
始
ま
り
、
小
峰
と
も
ブ
ラ
ジ
ル
時
代
に
交
遊

し
た
。
そ
の
後
、
提
供
者
は
枢
軸
国
の
た
め
の
情
報
活
動
に
よ
り
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
か
ら
追
放
同
然
と
な
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
政
府
か
ら
本
国

に
召
還
さ
れ
た
。

一
九
四
三
年
三
月
、
富
士
情
報
に
つ
い
て
、
情
報
提
供
者
が
同
じ
情
報
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
日
本
公
使
館
だ
け
で
な
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
駐

在
の
日
本
の
陸
軍
武
官
に
も
売
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
浮
上
し
た
。
森
島
は
富
士
情
報
の
存
在
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
駐
在
の

陸
海
軍
武
官
に
は
伝
え
て
お
ら
ず
、
東
京
で
陸
軍
、
海
軍
、
外
務
省
で
各
々
の
情
報
を
交
換
し
、
こ
れ
に
気
づ
い
た
。
外
務
本
省
で
は
同
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年
三
月
二
五
日
、
森
島
に
対
し
、
富
士
情
報
の
中
に
は
多
数
の
価
値
が
あ
る
も
の
も
あ
り
、
情
報
に
疑
い
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
富
士

情
報
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
陸
軍
武
官
と
協
力
し
両
者
と
も
騙
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
と
指
示
し
た
。

一
九
四
三
年
七
月
イ
タ
リ
ア
参
謀
本
部
は
ロ
ー
マ
駐
在
の
日
本
陸
軍
武
官
に
、
米
国
の
情
報
機
関
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
リ
ス
ボ
ン
の
日

本
公
使
館
の
暗
号
書
を
盗
写
し
た
と
通
知
し
た
。
こ
の
情
報
を
受
け
て
、
東
京
の
外
務
本
省
は
、
調
査
の
た
め
の
人
員
を
リ
ス
ボ
ン
に
派

遣
す
る
よ
う
に
マ
ド
リ
ー
ド
の
日
本
公
使
館
に
指
示
し
、
三
浦
文
夫
書
記
官
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
三
浦
の
リ
ス
ボ
ン
出
張
の
目
的
が
暗
号

書
の
盗
写
の
件
で
あ
る
こ
と
は
、
リ
ス
ボ
ン
公
使
館
に
は
秘
せ
ら
れ
た
。
マ
ド
ー
リ
ド
に
戻
っ
た
三
浦
は
、
暗
号
書
が
盗
写
さ
れ
た
か
は

疑
わ
し
い
が
、
富
士
情
報
に
懸
念
を
示
し
、
情
報
提
供
者
は
連
合
国
側
の
ダ
ブ
ル
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
可
能
性
が
あ
り
、
目
的
は
富
士
情
報

を
渡
す
こ
と
に
よ
り
、
日
本
側
の
暗
号
文
の
内
容
を
推
測
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
連
合
国
側
の
暗
号
解
読
を
容
易
に
す
る
た
め
で
あ
る

と
報
告
し
た
。

三
浦
の
報
告
後
の
一
九
四
三
年
八
月
九
日
、
東
京
の
外
務
省
は
森
島
に
対
し
て
、
富
士
情
報
が
連
合
国
側
の
暗
号
解
読
の
手
掛
か
り
と

し
て
悪
用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
伝
え
、
情
報
提
供
者
の
行
動
に
つ
い
て
直
ち
に
調
査
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
三
浦
の
リ

ス
ボ
ン
出
張
の
本
当
の
目
的
に
気
づ
い
た
森
島
は
マ
ド
リ
ー
ド
に
行
き
須
磨
に
抗
議
し
、
須
磨
は
三
浦
の
リ
ス
ボ
ン
訪
問
の
真
の
目
的
を

森
島
に
告
げ
、
森
島
が
辞
職
す
る
か
否
か
に
ま
で
話
が
発
展
し
て
い
っ
た
。
八
月
二
六
日
、
森
島
は
外
務
省
に
対
し
て
、
富
士
情
報
の
正

確
さ
は
常
に
確
認
し
て
い
る
こ
と
、
暗
号
の
被
解
読
を
防
止
す
る
た
め
可
能
な
限
り
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
情
報
提

供
者
の
ブ
ラ
ジ
ル
在
勤
時
の
状
況
や
評
判
を
知
り
た
け
れ
ば
、
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
を
務
め
た
石
射
猪
太
郎
、
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
館
参
事
官
だ
っ

た
森
喬
、
同
大
使
館
一
等
書
記
官
だ
っ
た
工
藤
忠
夫
の
三
名
に
尋
ね
る
よ
う
に
、
と
報
告
し
た
。
富
士
情
報
の
信
憑
性
と
リ
ス
ボ
ン
公
使

館
で
の
暗
号
の
盗
写
と
い
う
二
つ
の
事
案
が
浮
上
し
た
わ
け
だ
が
、
調
査
に
あ
た
っ
た
三
浦
の
上
司
で
あ
る
須
磨
も
本
省
に
対
し
森
島
を

擁
護
す
る
よ
う
な
意
見
を
伝
え
、
最
終
的
に
、
本
省
は
怒
る
森
島
に
対
し
て
須
磨
を
通
じ
て
、
暗
号
の
被
解
読
の
疑
い
は
晴
れ
た
、
心
配



― 42 ―

第二次大戦期中立国スペイン・ポルトガルでの日本の情報活動と外交・軍事への影響

し
な
い
で
く
れ
と
宥
め
、
曖
昧
な
形
で
幕
引
き
さ
れ
た
。

以
上
、
富
士
情
報
の
事
実
関
係
を
先
行
業
績
に
基
づ
き
や
や
詳
細
に
述
べ
た
。
富
士
情
報
の
経
緯
で
注
目
す
べ
き
は
、
富
士
情
報
に
つ

い
て
森
島
は
リ
ス
ボ
ン
駐
在
陸
海
軍
武
官
に
は
知
ら
せ
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
東
京
で
陸
軍
、
海
軍
、
外
務
省
が
情
報
交
換
を
行
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
情
報
提
供
者
が
同
じ
情
報
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
駐
在
陸
軍
武
官
に
も
渡
し
て
い
た
疑
い
が
浮
上
し
た
こ
と
で
あ
る
。
富
士
情
報

は
殆
ん
ど
外
務
省
の
史
料
が
残
存
し
て
い
な
い
が（

（（0
（

、
富
士
情
報
が
陸
軍
に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
次
に
引
用
す
る
一
九
四
三
年
一

月
三
〇
日
の
大
本
営
戦
争
指
導
課
の
日
記
が
明
確
に
示
し
て
い
る（

（（0
（

。

駐
伊
葡
国
公
使
来
電
ヲ
森
島
公
使
カ
秘
密
裡
ニ
入
手
シ
タ
ル
ト
コ
ロ
ニ
依
レ
ハ

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

『
一
般
戦
局
カ
枢
軸
側
ニ
ト
リ
テ
日
一
日
ト
不
利
ナ

ル
ト
「
ト
リ
ポ
リ
」
ノ
陥
落
ト
ハ
全
伊
太
利
国
民
ヲ
極
度
ノ
悲
観
ニ
陥
レ
国
民
ノ
士
気
著
シ
ク
沮
喪
シ
来
レ
リ
、
他
方
反
独
運
動
ハ

伊
国
各
地
ニ
現
ハ
レ
政
府
部
内
ニ
テ
ハ
結
局
敗
戦
ハ
不
可
避
ト
見
ル
ニ
傾
キ
且
伊
太
利
ハ
本
年
中
ニ
休
戦
ス
ル
モ
ノ
ト
見
居
レ
リ
』

ト
／
英
米
攻
勢
指
向
ノ
重
点
カ
伊
国
ニ
在
リ
右
情
報
ハ
真
実
ナ
ラ
サ
ル
迄
モ
一
般
ノ
趨
勢
ト
見
ル
ヲ
至
当
ト
ス
ヘ
ク
枢
軸
側
ノ
弱
点

ハ
伊
国
ニ
在
ル
ヲ
以
テ
何
等
カ
補
強
措
置
ヲ
講
ス
ル
ノ
要
ア
ラ
ン

こ
の
日
記
が
記
入
さ
れ
た
段
階
で
は
富
士
情
報
の
正
確
さ
に
そ
れ
ほ
ど
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
で
も
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
駐

在
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
の
見
解
に
同
意
す
る
か
は
別
と
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
が
そ
の
よ
う
な
報
告
を
本
国
に
し
、
そ
の
内
容
を
森
島
が

入
手
し
た
と
い
う
点
に
は
疑
い
を
持
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
海
軍
次
官
の
澤
本
の
日
記
に
も
富
士
情
報
が
散
見
さ
れ
る（

（（0
（

。
し

か
し
、
そ
の
後
、
同
じ
情
報
が
陸
軍
武
官
に
も
渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
三
浦
の
警
告
で
富
士
情
報
の
信
頼
性
は
大
き
く
揺
ら
い
だ
。

実
は
、
三
浦
と
比
較
的
同
時
期
に
富
士
情
報
に
疑
念
を
示
し
た
人
物
が
も
う
一
人
い
た
。
そ
れ
は
、
昭
和
天
皇
で
あ
る
。
一
九
四
三
年
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八
月
二
日
、
重
光
外
相
が
イ
タ
リ
ア
情
勢
を
中
心
に
上
奏
後
、
独
伊
関
係
に
つ
い
て
昭
和
天
皇
が
意
見
や
質
問
を
し
た
後
、「
更
に
リ
ス
ボ

ン
発
富
士
情
報
（
？マ

マ

）
中
の
マ
レ
イ
方
面
錫
等
、
蘇
連
よ
り
米
へ
直
輸
せ
ら
れ
居
れ
る
情
報
の
真
偽
に
付
て
質
問
あ
ら
せ
ら
る
（
奉
答
、

真
偽
疑
は
し
く
或
は
戦
前
輸
入
の
貯
蔵
品
を
廻
は
せ
る
に
あ
ら
ず
や
と
思
は
る
、
今
日
直
輸
あ
り
と
は
考
え
ら
れ
ず
）」
と
い
う
や
り
取
り

が
な
さ
れ
た（

（（0
（

。
昭
和
天
皇
が
自
ら
富
士
情
報
に
言
及
し
た
こ
と
は
、
在
外
公
館
か
ら
の
報
告
で
天
皇
に
ま
で
達
し
た
も
の
の
中
に
は
、
任

国
の
政
府
関
係
者
と
の
会
談
や
出
先
か
ら
の
意
見
具
申
だ
け
で
な
く
、
富
士
情
報
の
よ
う
な
人
的
情
報
収
集
に
基
づ
い
た
秘
密
情
報
も
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
重
光
外
相
自
身
は
引
用
し
た
史
料
に
も
あ
る
よ
う
に
富
士
情
報
に
？
を
付
け
て
い
る
く
ら
い
な
の

で
、
富
士
情
報
に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
遅
く
と
も
、
八
月
二
日
の
昭
和
天
皇
と
の
拝
謁
後
に
は
部

下
に
説
明
を
求
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
省
が
八
月
九
日
に
森
島
に
対
し
て
、
富
士
情
報
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
、
情
報

提
供
者
に
つ
い
て
調
べ
る
よ
う
に
命
じ
た
の
は
、
三
浦
の
報
告
が
主
因
と
は
い
え
、
一
週
間
前
の
昭
和
天
皇
の
発
言
も
影
響
を
与
え
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
富
士
情
報
そ
の
も
の
は
、「
一
覧
表
」
に
も
記
載
が
な
く
、
一
九
四
四
年
一
一
月
に
は
既
に
終
了
し
て
い
た
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。

（
三
）
外
交
・
武
官
電
報
と
宮
中

昭
和
天
皇
が
ソ
フ
ィ
ア
の
山
路
公
使
電
や（

（（0
（

、
リ
ス
ボ
ン
の
森
島
公
使
電
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
外
交
電
報
は
昭
和
天
皇
を
初
め
と
す
る

宮
中
に
も
確
実
に
届
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
外
交
電
報
が
宮
中
に
入
る
経
路
を
み
て
み
た
い
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
宮
中
で
軍
事

や
政
治
に
関
す
る
重
要
な
外
交
電
報
を
読
む
こ
と
が
で
き
た
の
は
内
大
臣
と
侍
従
武
官 

（
府
） 

で
あ
る
。
天
皇
の
最
側
近
で
あ
る
内
大
臣

（
府
）
が
外
務
省
の
電
信
の
写
の
配
付
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
た（

（（0
（

。
実
際
、
木
戸
内
大
臣
時
代
、
内
大
臣
（
府
）

と
外
務
省
の
電
信
課
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
電
信
課
長
は
交
代
の
際
に
は
内
大
臣
に
挨
拶
に
訪
れ
て
い
た（

（（0
（

。
通
常
、
外
交
電
報
を
内
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大
臣
府
に
届
け
る
の
は
比
較
的
下
位
の
係
官
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
木
戸
内
大
臣
に
「
亀
山
電
信
課
長
、
大
島
大
使
の
電
報
を
持
参
」

し
た
よ
う
に（

（01
（

、
直
接
電
信
課
長
自
ら
が
来
訪
し
た
事
例
も
あ
っ
た
。

意
外
と
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
の
は
侍
従
武
官
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
一
二
月
、
尾
形
健
一
侍
従
武
官
（
陸
軍
出
身
）
は
、「
最
近
参
謀
本

部
ヨ
リ
武
官
府
ヘ
送
付
ス
ル
情
報
ハ
在
外
外
交
官
、
武
官
等
ノ
モ
ノ
大
部
分
ニ
テ
南
方
戦
況
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ハ
送
付
シ
来
ラ
ス
又
別
ニ
通

報
ス
ル
コ
ト
モ
ナ
シ
、
頻
繁
ノ
情
況
ノ
御
下
問
ア
ル
モ
奉
答
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
誠
ニ
申
訳
ナ
シ
。
参
謀
本
部
ニ
再
三
催
促
ス
ル
モ
武
官
府

ニ
通
ス
ル
コ
ト
ハ
総
テ
御
上
ニ
通
ス
ル
モ
ノ
ト
考
ヘ
具
合
悪
シ
ト
思
ツ
テ
カ
敬
遠
シ
ア
ル
ニ
非
ス
ヤ
」
と
記
し
て
お
り（

（0（
（

、
不
要
な
ほ
ど
に

外
交
官
や
駐
在
武
官
か
ら
の
情
報
が
侍
従
武
官
府
に
来
て
い
る
一
方
、
南
方
の
戦
況
に
関
す
る
情
報
が
来
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

試
み
に
一
九
四
二
年
七
月
か
ら
翌
年
一
月
の
間
の
坪
島
文
雄
侍
従
武
官
（
陸
軍
出
身
）
の
日
記
か
ら（

（00
（

、
外
交
電
報
や
在
外
武
官
電
に
触

れ
て
い
る
箇
所
を
見
て
み
た
い
。
マ
ド
リ
ー
ド
か
ら
の
須
磨
電
や
ベ
ル
リ
ン
か
ら
の
大
島
電
に
よ
る
北
ア
フ
リ
カ
戦
線
の
戦
況
（
一
九
四

二
年
七
月
一
四
日
条（

（00
（

）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
駐
在
武
官
か
ら
の
ソ
連
赤
軍
の
兵
力
判
断
（
同
年
七
月
二
一
日
条
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
公
使
館
付
武

官
か
ら
の
「
九
月
上
旬
ニ
於
ケ
ル
欧
「
ソ
」
連
戦
線
ニ
展
開
シ
ア
ル
赤
軍
兵
力
」（
同
年
一
〇
月
九
日
条
）、
北
ア
フ
リ
カ
、
太
平
洋
諸
島

で
の
連
合
国
の
航
空
機
数
や
英
国
の
保
有
す
る
艦
艇
数
を
報
告
し
た
ア
ン
カ
ラ
の
栗
原
大
使
電
（
一
九
四
三
年
一
月
二
五
日
条
）
が
挙
げ

ら
れ
る
。
あ
く
ま
で
、
こ
れ
ら
は
侍
従
武
官
府
に
届
い
た
外
交
・
武
官
電
報
の
中
で
坪
島
の
興
味
を
惹
い
た
も
の
を
彼
が
日
記
に
摘
記
し

た
も
の
で
、
実
際
に
は
も
っ
と
多
く
の
報
告
が
侍
従
武
官
府
に
は
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
駐
在
陸
軍
武
官
の
活
動

こ
こ
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
お
け
る
陸
軍
の
情
報
活
動
に
触
れ
た
い
。
外
務
省
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
対
米
英
情
報
収
集
の
拠
点
と
す
る
構
想
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を
描
い
て
い
た
一
九
四
二
年
秋
よ
り
少
し
前
の
同
年
七
月
二
八
日
、
三
島
美
貞
陸
軍
武
官
は
参
謀
本
部
に
宛
て
、
今
後
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
で

行
う
予
定
の
情
報
活
動
や
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
に
つ
い
て
詳
細
で
包
括
的
な
報
告
を
し
た（

（00
（

。
ま
ず
、
三
島
は
当
地
に
着
任
以
来
、
情
報
網
の
構

築
を
真
剣
に
探
求
し
下
準
備
が
整
っ
た
と
し
た
上
で
、
八
月
以
降
の
情
報
活
動
資
金 （the special espionage funds

） 

を
要
求
し
て
い

る
。
そ
の
際
、
三
島
は
、
リ
ス
ボ
ン
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
国
の
ス
パ
イ
の
秘
密
の
闘
い
の
場
所
で
あ
り
、
各
国
は
情
報
収
集
の
た
め
の
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
へ
の
支
払
に
巨
額
の
資
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
お
り
、
リ
ス
ボ
ン
で
収
集
し
う
る
情
報
の
機
会
と
質
は
非
常
に
大
き
い
の
で
、
同
様

に
掛
か
る
コ
ス
ト
も
大
き
い
、
と
釘
を
さ
し
て
い
る
。

三
島
は
具
体
的
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
、
ま
ず
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
タ
マ
シ
を
挙
げ
、
月
に
五
百
円
を
要
求
し
、
現
金
は
必
要
な
い
が

タ
マ
シ
に
は
既
に
そ
れ
に
類
す
る
も
の
を
支
払
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
タ
マ
シ
と
い
う
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
「
一
覧
表
」

に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
タ
マ
シ
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
タ
マ
シ
は
リ
ス
ボ
ン
の
陸
軍
武
官
だ
け
で
な
く
、
森
島
の
前
任
者
の
千
葉
公

使
在
任
時
か
ら
リ
ス
ボ
ン
の
日
本
公
使
館
と
も
連
絡
し
て
お
り（

（00
（

、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
後
の
大
戦
最
末
期
に
は
井
上
益
太
郎
参
事
官
と
接
触
し
、

米
国
大
使
館
の
陸
軍
武
官
が
日
本
公
使
館
と
の
会
見
を
要
望
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
森
島
公
使
と
も
二
、
三
回
面
談
し
た（

（00
（

。

二
人
目
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
三
島
は
タ
マ
シ
の
二
〇
年
来
の
友
人
で
あ
り
同
じ
く
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
フ
ロ
ッ
プ
を
挙
げ
て
い
る
。

フ
ロ
ッ
プ
は
米
国
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
陸
軍
武
官
室
で
一
六
年
間
働
き
、
最
近
離
米
し
リ
ス
ボ
ン
に
到
着
し
、
芳
仲
和
太
郎
ハ
ン
ガ
リ
ー
駐
在

陸
軍
武
官
の
仲
介
で
、
名
目
上
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
公
使
館
の
一
員
だ
が
、
実
際
は
三
島
の
統
制
の
下
に
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
フ
ロ
ッ
プ
は

技
術
情
報
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
で
交
友
関
係
も
広
く
有
能
で
あ
り
、
彼
に
対
し
て
月
に
二
千
円
を
払
い
た
い
と
要
求
し
て
い
る
。
フ
ロ
ッ
プ

へ
の
資
金
に
つ
い
て
三
島
は
、
こ
の
報
告
を
す
る
約
一
ヶ
月
前
の
六
月
二
六
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
芳
仲
武
官
に
対
し
て
フ
ロ
ッ
プ
に
対
す

る
最
初
の
報
酬
を
直
ち
に
支
払
い
た
い
と
連
絡
し
て
お
り（

（00
（

、
三
島
の
裁
量
で
使
え
る
経
費
で
既
に
フ
ロ
ッ
プ
に
は
当
座
の
資
金
が
渡
さ
れ

て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
フ
ロ
ッ
プ
な
る
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
、「
一
覧
表
」
に
ス
ペ
イ
ン
の
陸
軍
武
官
の
情
報
と
し
て
「
フ
」
と
記
載
さ
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れ
、
従
来
在
ポ
ル
ト
ガ
ル
武
官
が
使
用
し
て
い
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
諜
者
「
フ
イ
リ
ツ
プ
」
と
あ
る
人
物
を
指
し
て
お
り
、「
フ
イ
リ
ツ
プ
」

は
何
ら
か
の
事
情
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
移
動
し
た
と
思
わ
れ
る
。
三
島
は
人
的
情
報
源
と
し
て
タ
マ
シ
や
フ
ロ
ッ
プ
以
外
に

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
使
用
も
検
討
し
、
月
千
円
を
要
求
し
、
ま
た
、
米
国
の
新
聞
・
雑
誌
の
入
手
に
同
じ
く
月
千
円
を
要
請
し
て
い
る
。
更

に
、
芳
仲
武
官
の
仲
介
で
ハ
ン
ガ
リ
ー
参
謀
本
部
か
ら
秘
密
通
信
の
た
め
の
器
材
と
人
員
を
提
供
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
器
材
を
携
行

し
フ
ロ
ッ
プ
の
友
人
の
一
人
を
ダ
カ
ー
ル
に
派
遣
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
お
り
、
月
四
千
円
を
請
求
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
ス
ペ
イ
ン
の
須
磨
の
東
情
報
に
関
し
て
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
桜
井
敬
三
陸
軍
武
官
の
報
告
を
提
示
し
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
へ
の
米
軍
の
上
陸
の
約
一
週
間
前
に
東
情
報
の
確
度
を
巡
り
、

参
謀
本
部
と
現
地
ス
ペ
イ
ン
の
陸
軍
武
官
で
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
須
磨
情
報
と
東
京
の
軍
中
央
の
関

係
の
み
に
焦
点
が
合
わ
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
視
点
に
、
現
地
で
の
在
外
公
館
と
陸
軍
武
官
室
間
で
の
情
報
共
有
と
い
う
視
点
を
導
入
し
た
。

更
に
、
一
九
四
二
年
秋
に
は
一
定
程
度
、
須
磨
か
ら
の
情
報
が
軍
内
部
で
受
容
さ
れ
、
須
磨
が
知
ら
せ
た
欧
州
和
平
情
報
に
よ
り
、
陸
軍

が
近
衛
文
麿
へ
入
院
中
止
要
請
を
し
た
事
実
も
指
摘
し
た
。
ま
た
、
一
九
四
三
年
三
月
の
須
磨
の
別
の
欧
州
和
平
情
報
は
虚
報
だ
っ
た
と

は
い
え
、
大
本
営
戦
争
指
導
課
が
戦
争
終
結
構
想
を
策
定
す
る
方
向
へ
促
す
一
要
因
に
な
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。
更
に
、
須
磨
は
い
わ
ゆ

る
徹
底
抗
戦
派
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
で
和
平
工
作
を
試
み
た
重
光
外
相
の
障
害
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
併
せ
て
、
軍
部
の
要

請
も
あ
り
日
本
外
交
が
ソ
連
に
傾
斜
す
る
な
か
で
も
、
重
光
が
英
国
と
の
接
触
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
の
重
要
性
を
喚
起
し
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
の
情
報
活
動
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
ソ
連
の
対
日
参
戦
と
の
関
係
で
Ｍ
情
報
が
注
目
さ
れ
て
お
り（

（00
（

、
本
稿
で
は
M
情
報
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に
つ
い
て
は
深
く
検
討
出
来
な
か
っ
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
以
外
の
大
戦
期
の
中
立
国
や
、

海
軍
武
官
の
行
っ
た
情
報
活
動
も
課
題
と
な
る
。

《
注
》

⑴  

第
二
次
大
戦
下
の
中
立
国
に
お
け
る
日
本
の
情
報
活
動
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
ス
ペ
イ
ン
を
扱
っ
た
も
の
と
し
て
（
一
部
ポ
ル
ト
ガ
ル
も
含
む
）、

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集　

私
は
日
本
の
ス
パ
イ
だ
っ
た
」
一
九
八
二
年
九
月
二
〇
日
放
送
、
岩
島
久
夫
『
情
報
戦
に
完
敗
し
た
日
本
』（
原
書
房
、
一
九
八
四

年
）、
秦
郁
彦
『
昭
和
史
の
謎
を
追
う
（
上
）』
第
一
九
章
（
文
春
文
庫
、
一
九
九
九
年
）、
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ク
レ
ー
プ
ス
（
田
嶋
信
雄
、
井
出
直
樹
訳
）

「
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
日
本
＝
ス
ペ
イ
ン
関
係
と
諜
報
活
動
（
一
、
二
）」（『
成
城
法
学
』
六
三
、
六
四
号
、
二
〇
〇
〇
、
二
〇
〇
一
年
）、
拙
稿
「
駐

ス
ペ
イ
ン
公
使
須
磨
弥
吉
郎
の
情
報
活
動
と
そ
の
影
響
」（『
戦
略
研
究
』
七
号
、
二
〇
〇
九
年
）、
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ー
ノ
・
ロ
ダ
オ
（
深
澤
安
博
ほ
か

訳
）『
フ
ラ
ン
コ
と
大
日
本
帝
国
』（
晶
文
社
、
二
〇
一
二
年
）、T

ony M
atthew

s, Shadow
s D

ancing:Japanese E
spionage A

gainst the W
est 

1939 -1945 

（N
ew

 Y
ork: St. M

artin’s Press, 1994

） 

な
ど
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
小
野
寺
信
陸
軍
武
官
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
研
究
は
多
数
あ
り
、

最
新
も
の
と
し
て
、
岡
部
伸
『
消
え
た
ヤ
ル
タ
密
約
緊
急
電

─
情
報
士
官
・
小
野
寺
信
の
孤
独
な
戦
い
』（
新
潮
社
、
二
〇
一
二
年
）、
吉
見
直
人

『
終
戦
史　

な
ぜ
決
断
で
き
な
か
っ
た
の
か
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
第
一
章
。
筆
者
は
、
岡
部
著
に
対
す
る
書
評
を
、『
戦
略
研
究
』（
一
四

号
、
二
〇
一
四
）
一
一
六
～
一
二
二
頁
で
行
っ
た
。
ト
ル
コ
で
の
情
報
活
動
に
つ
い
て
は
、
戸
部
良
一
「
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
在
ト
ル
コ
日
本
大

使
館
」（http://acikerisim

.lib.com
u.edu.tr:（0（0/xm

lui/bitstream
/handle/CO

M
U

/（04/japon_arastirm
acilarin_gozunden_turkiye_

sem
pozyum

u_2009.pdf

）
を
参
照
。
大
戦
中
の
ス
ペ
イ
ン
公
使
の
須
磨
弥
吉
郎
や
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
の
森
島
守
人
の
中
国
在
勤
時
の
情
報
活
動

に
つ
い
て
は
、
小
山
俊
樹
「
満
州
事
変
期
に
お
け
る
外
交
機
密
費
史
料
の
検
討

─
在
中
国
日
本
公
館
の
情
報
活
動
を
中
心
に
」（『
情
報
史
研
究
』
第

四
号
、
二
〇
一
二
年
）
を
参
照
。

⑵  

筆
者
は
既
に
、「「
在
外
武
官
（
大
公
使
）」
電
情
報
網
一
覧
表
」
に
み
る
戦
時
日
本
の
情
報
活
動
」（『
政
経
研
究
』
四
九
─
二
、
二
〇
〇
九
年
）
で

一
覧
表
を
紹
介
し
、
ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
中
国
で
の
情
報
活
動
を
検
討
し
た
。
一
覧
表
は
、「
戦
況
手
簿　

沖
縄
、

濠
北
、
ビ
ル
マ
、
タ
イ
、
内
地
、
中
部
太
平
洋
、
北
方
方
面
関
係
」（
防
研
、
中
央
・
作
戦
指
導
そ
の
他
・
四
三
─
二
）
に
所
収
。
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⑶  

須
磨
「
運
命
の
日
の
太
陽
に　

最
終
回
」（『
日
本
週
報
』
一
九
五
一
年
一
一
月
、
第
一
八
九
号
）
四
二
～
四
三
頁
。

⑷  

須
磨
「
須
磨
情
報
秘
話
」（『
文
藝
春
秋
』
一
九
五
〇
年
一
二
月
号
）
一
二
九
頁
。

⑸  
桜
井
敬
三
は
一
九
四
一
年
四
月
に
現
地
限
り
の
ス
ペ
イ
ン
公
使
館
付
武
官
と
な
り
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
に
正
式
に
公
使
館
付
武
官
と
な
っ
た
（
一

九
四
一
年
四
月
二
日
、
近
衛
臨
時
外
務
大
臣
事
務
管
理
発
在
西
須
磨
公
使
宛
、
第
二
一
号
及
び
一
九
四
三
年
一
〇
月
二
九
日
、
重
光
外
相
発
在
西
須

磨
公
使
宛
、
第
四
〇
三
号
、
い
ず
れ
も
「
在
外
公
館
付
武
官
関
係
雑
纂
」
第
六
巻
、
外
史
）。

⑹  

三
月
一
四
日
、
西
班
牙
公
使
館
附
武
官
発
総
務
部
長
宛
、
第
三
九
三
号
（「
在
外
帝
国
公
館
関
係
雑
件　

設
置
関
係　

西
国
ノ
部
」、
外
史
）。

⑺  

前
掲
『
フ
ラ
ン
コ
と
大
日
本
帝
国
』
二
三
六
～
二
三
七
、
三
四
四
頁
、
秦
郁
彦
編
『
日
本
陸
海
軍
総
合
事
典
［
第
二
版
］』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二

〇
〇
五
年
）
一
二
五
頁
。

⑻  

「
真
田
穣
一
郎
日
記
№
二
四
」（
防
研
、
中
央
・
作
戦
指
導
日
記
・
六
九
）。
真
田
は
当
時
参
謀
本
部
作
戦
部
長
。

⑼  

細
川
護
貞
『
細
川
日
記
（
上
）』（
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
）
八
九
頁
。

⑽��

前
掲
『
フ
ラ
ン
コ
と
大
日
本
帝
国
』
二
三
〇
～
二
三
一
頁
、M

atthew
s, op.cit. ,p. 158.  

軍
令
部
第
一
部
長
の
中
沢
佑
は
一
九
四
三
年
一
〇
月
初

旬
頃
の
覚
書
で
、「
地
中
海
艦
隊
動
静
情
報
（
Ⅰ
）」
と
題
し
て
、
地
中
海
で
の
連
合
国
側
の
海
軍
兵
力
を
記
し
て
い
る
が
、
情
報
源
と
し
て
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
や
上
海
駐
在
武
官
か
ら
の
報
告
と
並
び
、「
10
─
4　

タ
ン
ジ
ー
ル
陸
武
官
／
10
─
1　

在
地
中
海
敵
艦
隊
」
と
し
て
長
谷
部
か
ら
の
情
報
に

注
意
を
払
っ
て
い
る
（「
昭
和
十
八
年
十
月
起
同
十
九
年
一
月
七
日
迄　

作
戦
参
考
第
二
」（「
中
沢
佑
関
係
文
書
」
八
一
）
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資

料
室
蔵
）。

⑾  
Report on 2nd Interrogation of SU

M
A

 Y
akichiro by M

aj.Ralli on 22 A
pril 4（ 

（RG（5 Released U
nder the N

azi and Japanese 
W

ar Crim
es D

isclosure A
cts CLA

SSIFICA
T

IO
N

（5:ESPIO
N

A
GE Box23（, U

.S.N
ational A

rchives

）.

⑿  
Report on Interrogation of Col.SA

K
U

RA
I K

eizo by M
aj.Ralli at W

ar M
inistry on （ A

pril 194（

（
注
11
と
同
じ
）。

⒀��

註
1
の
ス
ペ
イ
ン
を
扱
っ
た
諸
研
究
。

⒁  
SRA

17175 （JA
PA

N
ESE A

RM
Y

 A
T

T
A

CH
É M

ESSA
GES, 1943 -1945, RG457Entry9004, U

.S.N
ational A

rchives

）.  

米
国
は
日
本

の
陸
軍
武
官
用
暗
号
を
一
九
四
三
年
頃
か
ら
解
読
に
成
功
し
て
お
り
、
本
稿
で
引
用
す
る
一
九
四
二
年
に
発
信
さ
れ
た
電
文
は
傍
受
し
て
い
た
も
の

を
、
一
九
四
五
年
に
入
り
解
読
し
た
も
の
で
あ
る
。
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⒂  

外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書　

太
平
洋
戦
争　

第
二
冊
』（
二
〇
一
〇
年
）
一
〇
五
六
～
一
〇
五
七
頁
。

⒃  
ス
ペ
イ
ン
現
地
で
の
情
報
活
動
に
つ
い
て
須
磨
と
軍
と
の
間
の
情
報
交
換
は
海
軍
と
の
間
に
も
み
ら
れ
る
。
一
九
四
三
年
一
月
三
一
日
、
須
磨
は
本

省
に
「
陸
軍
機
関
設
置
以
来
ノ
経
験
ニ
モ
徴
シ
「
タ
ン
ヂ
ー
ル
」
ノ
情
報
蒐
集
基
地
ト
シ
テ
ノ
価
値
ヲ
考
フ
ル
ニ
「
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
」
ニ
於
ケ
ル
敵

ノ
動
静
観
察
ニ
ハ
便
ア
ル
モ
（
此
ノ
点
ヨ
リ
セ
ハ
「
ア
ル
ヘ
シ
ラ
ス
」
モ
同
様
ニ
テ
既
ニ
海
軍
側
ニ
於
テ
ハ
此
処
ニ
諜
者
ヲ
有
ス

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

）」
と
述
べ
て
い
る

（
原
口
邦
紘
「
史
料
紹
介　

第
二
次
世
界
大
戦
下
日
本
・
ス
ペ
イ
ン
公
使
館
昇
格
問
題
に
関
す
る
須
磨
弥
吉
郎
覚
書
」『
外
交
史
料
館
報
』
第
二
五
号
、

二
〇
一
二
年
、
一
八
二
頁
）。
つ
ま
り
、
須
磨
は
あ
る
程
度
海
軍
の
情
報
活
動
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
た
わ
け
で
、
須
磨
と
海
軍
間
で
連
絡
が
あ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。

⒄  

前
掲
『
情
報
戦
に
完
敗
し
た
日
本
』
一
三
八
～
一
四
〇
頁
、
前
掲
『
昭
和
史
の
謎
を
追
う
（
上
）』
四
八
五
～
四
九
〇
頁
。

⒅  

前
掲
「
駐
ス
ペ
イ
ン
公
使
須
磨
弥
吉
郎
の
情
報
活
動
と
そ
の
影
響
」
五
一
頁
。

⒆  

「
真
田
穣
一
郎
日
記
№
一
〇
」（
防
研
、
中
央
・
作
戦
指
導
日
記
・
五
五
）。

⒇  

「
真
田
穣
一
郎
日
記
№
一
一
」（
防
研
、
中
央
・
作
戦
指
導
日
記
・
五
六
）。

㉑  

前
掲
「
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
日
本
＝
ス
ペ
イ
ン
関
係
と
諜
報
活
動
（
一
）」
三
〇
二
～
三
〇
三
頁
、
前
掲
『
フ
ラ
ン
コ
と
大
日
本
帝
国
』
一
七
九

頁
、“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

 N
o. 31（, February 7, 1943 （T

he M
A

G
IC D

ocum
ents: Sum

m
aries and T

ranscripts of the T
op Secret 

D
iplom

atic Com
m

unications of Japan, 1938 -1945 
（W

ashington D
. C.: U

N
IV

ERSIT
Y

 Publications of A
m

erica, 19（0

））. 

本
稿
で

引
用
す
る
米
側
の
解
読
記
録
で
あ
るM

A
GIC SU

M
M

A
RY

は
特
に
断
り
の
な
い
限
り
本
史
料
群
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

㉒  

前
掲
「
駐
ス
ペ
イ
ン
公
使
須
磨
弥
吉
郎
の
情
報
活
動
と
そ
の
影
響
」
五
一
～
五
二
頁
。

㉓  

一
月
一
二
日
、
須
磨
公
使
発
谷
外
相
宛
、
第
三
三
号
（「
大
東
亜
戦
争
関
係
一
件　

中
華
民
国
国
民
政
府
参
戦
関
係
」
第
二
巻
、
外
史
）。

㉔  

「
昭
和
十
八
年
一
月
十
六
日
／
大
東
亜
戦
争
ヲ
繞
ル
各
国
動
向　

第
十
報
」（
外
務
省
政
務
局
編
『
世
界
情
勢
ノ
動
向　

第
一
巻
第
一
報
～
第
二
十
四

報
』
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）。

㉕  
M

A
GIC SU

M
M

A
RY

, A
ugust 7, 1942.

㉖  
“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

 N
o. 2（2 ,January 2, 1943 （RG457Entry9030, U

. S. N
ational A

rchives

）.

㉗  

「
澤
本
頼
雄
海
軍
大
将
業
務
メ
モ
（
叢
三
）」（
防
研
、
一
・
日
誌
回
想
・
八
九
四
）。
ス
ペ
ル
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
も
の
も
原
文
の
ま
ま
。
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㉘  

軍
事
史
学
会
編
『
大
本
営
陸
軍
部
戦
争
指
導
班　

機
密
戦
争
日
誌
（
上
）』（
錦
正
社
、
一
九
九
八
年
）
二
九
三
頁
。

㉙  
「
甲
谷
悦
雄
日
記
」（
防
研
、
中
央
・
戦
争
指
導
重
要
国
策
文
書
・
八
二
五
）。

㉚  
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
書　

大
本
営
陸
軍
部
〈
五
〉 

─
昭
和
十
七
年
十
二
月
ま
で
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
）
九
二
～
九
四
、

一
三
一
～
一
三
九
、
二
六
九
～
二
九
九
頁
。

㉛  

「
田
中
新
一
中
将
業
務
日
誌
」（
防
研
、
中
央
・
作
戦
指
導
日
記
・
三
一
）。
前
掲
『
大
本
営
陸
軍
部
〈
五
〉』
一
三
九
～
一
四
二
頁
で
は
和
平
問
題
に

関
す
る
田
中
新
一
の
構
想
に
言
及
し
、
滅
ぶ
か
滅
ぼ
さ
れ
る
か
と
い
う
絶
対
戦
争
の
観
念
が
薄
く
、
独
ソ
和
平
、
欧
州
和
平
、
日
中
和
平
に
関
心
を

寄
せ
た
の
は
、
連
合
国
側
と
の
個
別
又
は
全
体
に
条
件
和
平
が
成
立
し
得
る
と
考
え
て
お
り
、
米
国
の
戦
力
を
過
小
評
価
し
た
と
批
判
的
に
叙
述
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
一
〇
日
に
田
中
が
欧
州
和
平
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
（
一
四
〇
頁
）。
田
中
あ

る
い
は
陸
軍
全
体
が
和
平
全
般
に
つ
い
て
甘
い
考
え
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
一
〇
月
一
〇
日
に
田
中
が
欧
州
和
平
を
検
討

し
た
の
は
、
前
日
九
日
に
合
同
研
究
で
須
磨
電
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
田
中
が
抱
懐
し
て
い
た
自
ら
の
考
え
を
表
出
し
た
と

い
う
よ
り
も
、
直
接
的
に
は
須
磨
か
ら
の
和
平
情
報
に
反
応
し
た
も
の
と
み
な
す
の
が
よ
り
妥
当
な
解
釈
だ
ろ
う
。

㉜  

天
羽
英
二
日
記
・
資
料
集
刊
行
会
編
『
天
羽
英
二
日
記
・
資
料
集
第
四
巻
』（
同
日
記
・
資
料
集
刊
行
会
、
一
九
八
二
年
）
四
九
六
頁
。

㉝  

宇
垣
一
成
（
角
田
順
校
訂
）『
宇
垣
一
成
日
記　

３
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
一
年
）
一
五
一
九
頁
。

㉞  

前
掲
『
天
羽
英
二
日
記
・
資
料
集
第
四
巻
』
四
九
七
頁
。

㉟  

同
前
、
四
九
九
頁
。

㊱  

同
前
、
五
〇
〇
頁
。

㊲  

同
前
、
五
三
二
頁
。

㊳  

同
前
、
四
九
一
頁
。

㊴  

参
謀
本
部
編
『
杉
山
メ
モ
（
下
）』（
原
書
房
、
一
九
九
四
年
）
一
六
一
～
一
六
二
頁
。

㊵  

同
前
、
一
七
一
頁
。

㊶  
“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

, O
ctober 7, 1942.

㊷  

ス
ペ
イ
ン
で
の
テ
イ
ラ
ー
の
発
言
は
、 Carlton J. H

. H
ayes, W

artim
e M

ission in Spain 1942 -1945 

（N
ew

 Y
ork: D

a Capo Press, 
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197（

）, pp.70 -72 

を
参
照
。

㊸  
H

arold H
. T

ittm
ann III., ed., Inside the V

atican of Pius X
II: T

he M
em

oir of an A
m

erican D
iplom

at D
uring W

orld W
ar II 

（N
ew

 Y
ork: Im

age Books, 2004

）, pp. 125 -130, George Q
 Flynn, R

oosevelt and R
om

anism
: Catholics and A

m
erican D

iplom
acy, 

1937 -1945 （W
estport: Greenw

ood Press, 197（

）, pp. 19（ -200.

㊹  
T

ittm
ann III, op. cit p. 130.

㊺  
H

ayes, op. cit. p. 72.

㊻  

前
掲
「
第
二
次
世
界
大
戦
下
の
日
本
＝
ス
ペ
イ
ン
関
係
と
諜
報
活
動
（
二
）」
二
四
七
～
二
四
九
頁
、
前
掲
『
フ
ラ
ン
コ
と
大
日
本
帝
国
』
二
四
三

～
二
四
五
頁
。

㊼��

「
塞
翁
ヶ
馬
」（「
須
磨
弥
吉
郎
関
係
文
書
」
須
磨
【
二
】
15
、
外
史
）。

㊽  

「
澤
本
頼
雄
海
軍
大
将
業
務
メ
モ
（
叢
四
）」（
防
研
、
一
・
日
誌
回
想
・
八
九
五
）。

㊾  

一
九
四
二
年
一
一
月
と
翌
年
二
月
の
「
世
界
情
勢
判
断
」
の
詳
細
な
比
較
は
、
当
時
海
軍
が
行
な
っ
て
い
る
（「
世
界
情
勢
判
断
比
較
用　

一
八
、

二
、
二
七
」（「
基
本
国
策
関
係
文
書
綴
（
其
の
四
）」
防
研
、
一･

全
般
・
六
一
））。
二
つ
の
「
世
界
情
勢
判
断
」
の
正
文
は
、
前
掲
『
杉
山
メ
モ

（
下
）』
一
六
一
～
一
六
九
、
三
八
二
～
三
八
五
頁
。

㊿  

同
前
、
三
八
五
～
三
八
六
頁
。

�  

同
前
、
三
八
一
頁
。

�  

中
尾
祐
次
編
『
昭
和
天
皇
発
言
記
録
集
成
（
下
巻
）』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
七
八
、
八
一
頁
。

�  
T

ittm
ann III, op. cit. p. 145.

�  
“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

 N
o. 324, February 13, 1943.

�  
“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

 N
o. 32（, February 17, 1943.  

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
戦
争
政
策
に
批
判
的
な
主
要
閣
僚
を
更
迭
し
、
兼
任
し
て
い
な
い

閣
僚
職
一
二
人
の
う
ち
九
人
を
更
迭
し
た
。
更
迭
さ
れ
た
一
人
が
チ
ア
ノ
で
あ
る
（
北
原
敦
編
『
新
版　

世
界
各
国
史　

15 

イ
タ
リ
ア
史
』
山
川
出

版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
五
〇
三
頁
、
ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ァ
レ
ル
（
柴
野
均
訳
）『
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ　

下
』
白
水
社
、
二
〇
一
一
年
、
二
一
七
頁
）。

�  
“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

 N
o. 331, February 20, 1943.
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�  
Ray M

oseley, M
ussolini’s Shadow

: T
H

E
 D

ouble Life of Count G
aleazzo Ciano 

（N
ew

 H
aven: Y

ale U
niversity Press, 1999

）, 
pp. 155 -1（7.

�  
ス
ペ
ル
マ
ン
に
つ
い
て
は
、Gerald P. Fogarty, T

he V
atican and T

he A
m

erican H
ierarchy fron 1870 to 1965 （Stuttgart: A

nton 
H

iersem
ann, 19（2

）, pp.  291 -29（, John Cooney, T
he A

m
erican Pope: T

he Life and T
im

es of Francis Cardinal Spellm
an 

（N
ew

 
Y

ork: A
 D

ell Book, 19（4

）, pp. 170 -1（0, 

を
参
照
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ス
ペ
ル
マ
ン
が
須
磨
電
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
こ
と
は
な
く
、
和
平
と

い
う
観
点
で
い
え
ば
、
せ
い
ぜ
い
イ
タ
リ
ア
を
枢
軸
か
ら
切
り
離
す
程
度
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
と
交
渉
し
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
な
い
。

�  
“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

 N
o. 349, M

arch 10, 1943.

�  
“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

 N
o. 341, M

arch 2, 1943 （
注
2（
と
同
じ
）．

���

注
59
と
同
じ
。

�  
“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

 N
o. 350, M

arch 11, 1943.

�  
“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

 N
o. 3（3, M

arch 24, 1943.

�  
M

oseley, op. cit. p. 1（2.

�  
“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

 N
o. 352, M

arch 13, 1943.

�  

前
掲
「
澤
本
大
将
業
務
メ
モ
（
叢
四
）」。

�  
“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

 N
o. 3（7, M

arch 2（, 1943.

�  
“M

A
GIC” SU

M
M

A
RY

 N
o. 370, M

arch 31, 1943.

�  

伊
藤
隆
・
劉
傑
編
『
石
射
猪
太
郎
日
記
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
）
五
五
六
頁
、
一
九
四
三
年
三
月
一
九
日
条
。

�  

木
戸
幸
一
『
木
戸
幸
一
日
記
』
下
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
六
年
）
一
〇
一
五
頁
。

�  

前
掲
『
昭
和
天
皇
発
言
記
録
集
成
（
下
巻
）』
一
九
三
頁
。

�  

「
昭
和
十
八
年
三
月
二
十
二
日
／
欧
州
和
平
問
題
ノ
動
キ
ト
帝
国
ノ
対
策
／
企
画
院
総
務
室
」（「
毛
利
英
於
菟
関
係
文
書
」
三
│
一
一
、
国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
）。
こ
の
史
料
は
、
欧
州
和
平
に
つ
い
て
日
本
が
ど
の
よ
う
な
情
報
を
入
手
し
て
い
た
か
を
知
る
上
で
も
極
め
て
有
益
で
あ
る
。

こ
の
文
書
に
は
、
本
稿
で
も
度
々
言
及
し
て
い
る
一
九
四
二
年
秋
の
テ
イ
ラ
ー
の
和
平
打
診
や
須
磨
の
四
者
会
談
の
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
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ト
ル
コ
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
在
外
公
館
か
ら
の
情
報
も
含
ま
れ
て
お
り
。
三
月
三
日
に
昭
和
天
皇
が
興
味
を
示
し
た
山
路
電
と
思
わ
れ
る
も
の
も
記
載

さ
れ
て
お
り
、「
在
勃
公
使
ノ
諜
報
者
ガ
勃
国
参
謀
本
部
ヨ
リ
得
タ
ル
情
報
ト
シ
テ
報
告
ス
ル
所
ニ
ヨ
レ
バ
独
ヨ
リ
同
参
謀
本
部
ニ
対
シ
独
英
間
ニ
ハ

単
独
講
和
ニ
関
ス
ル
案
成
立
シ
」
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

�  

前
掲
『
機
密
戦
争
日
誌
（
上
）』
三
七
二
頁
。

�  

防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
『
戦
史
叢
書　

大
本
営
陸
軍
部
〈
六
〉
―
昭
和
十
八
年
六
月
ま
で
』（
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
三
年
）
四
八
五
～
四
八

八
頁
、
山
本
智
之
『
日
本
陸
軍
戦
争
終
結
過
程
の
研
究
』（
芙
蓉
書
房
出
版
、
二
〇
一
〇
年
）
七
九
～
八
一
頁
、
同
『
主
戦
か
講
和
か
―
帝
国
陸
軍
の

秘
密
工
作
』（
新
潮
選
書
、
二
〇
一
三
年
）
七
〇
～
七
二
頁
。
史
料
自
体
は
、
江
藤
淳
監
修
・
栗
原
健
・
波
多
野
澄
雄
編
『
終
戦
工
作
の
記
録
（
上
）』

（
講
談
社
、
一
九
八
六
年
）
一
二
五
～
一
三
二
頁
に
所
収
。

�  

前
掲
『
機
密
戦
争
日
誌
（
上
）』
三
七
四
～
三
七
五
頁
。

�  

同
前
、
三
七
五
頁
。

�  

前
掲
『
大
本
営
陸
軍
部
〈
六
〉』
四
八
八
～
四
八
九
頁
、
前
掲
『
日
本
陸
軍
戦
争
終
結
過
程
の
研
究
』
七
七
～
七
八
頁
、
前
掲
『
主
戦
か
講
和
か
』

六
九
～
七
〇
頁
。

�  

「
昭
和
十
八
年
大
東
亜
戦
争
戦
争
指
導
関
係
綴　

一
般
之
部
」（
防
研
、
中
央
・
戦
争
指
導
重
要
国
策
文
書
・
一
一
五
二
）。

�  

「
東
久
邇
宮
日
誌
一
三
／
二
三
」（
防
研
、
中
央
・
戦
争
指
重
要
国
策
文
書
・
一
二
九
七
）。

�  

近
衛
文
麿
伝
の
執
筆
に
あ
た
っ
た
矢
部
貞
治
に
対
す
る
若
槻
礼
次
郎
の
談
話
（
矢
部
『
近
衛
文
麿
』
読
売
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
）
六
七
五
～
六

七
六
頁
。

�  

重
光
葵
『
昭
和
の
動
乱　

下
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
五
二
年
）
二
六
二
頁
。

�  

小
倉
和
夫
『
吉
田
茂
の
自
問
―
敗
戦
、
そ
し
て
報
告
書
「
日
本
外
交
の
過
誤
」』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
二
五
八
頁
。

�  

伊
藤
隆
ほ
か
編
『
高
木
惣
吉　

日
記
と
情
報　

下
』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
七
七
〇
頁
。

�  
T

oshikazu K
ase, Journey to the M

issouri 

（N
ew

 H
aven: Y

ale U
niversity Press, 1950

）, p. 1（3 

で
は “Shigem

itsu also tried 
during 1944 to establish contact w

ith the British governm
ent through Sir Sam

uel H
oare in M

adrid, but his efforts bore no 
fruit as our legation there did not prove helpful” 

と
述
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
記
述
に
つ
い
て
同
書
の
加
瀬
自
身
の
日
本
語
訳
本
で
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は
（
加
瀬
『
ミ
ズ
リ
ー
号
へ
の
道
程
』
文
藝
春
秋
新
社
、
一
九
五
一
年
、
二
六
七
頁
）、「
一
九
四
四
年
中
に
は
、
重
光
外
相
は
マ
ド
リ
ッ
ド
に
お
い

て
、
英
国
大
使
サ
ア
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ホ
ー
ア
を
通
じ
、
英
国
政
府
と
連
絡
を
試
み
た
が
、
色
々
の
事
情
が
あ
つ
て
成
功
し
な
か
つ
た

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
と
な
っ
て

お
り
、
英
語
版
と
は
異
な
り
、
ス
ペ
イ
ン
公
使
館
を
批
判
し
た
箇
所
は
日
本
語
版
で
は
存
在
せ
ず
違
っ
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
無
論
、
加
瀬
の
真

意
は
英
語
版
の
方
に
あ
る
。
日
本
語
版
刊
行
時
、
須
磨
は
存
命
だ
っ
た
の
で
、
須
磨
に
配
慮
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
英
文
版
の
p. 

221
の
第

四
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
和
平
工
作
を
行
っ
た
小
野
寺
信
陸
軍
武
官
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
が
、
こ
の
箇
所
も
日
本
語
版
で
は
（
三

二
三
～
三
二
四
頁
）
存
在
し
て
い
な
い
。
重
光
は
戦
後
改
新
党
総
裁
に
な
り
、
須
磨
も
改
新
党
所
属
の
代
議
士
だ
っ
た
の
で
、
重
光
は
須
磨
の
戦
時

中
の
言
動
を
批
判
す
る
よ
う
な
こ
と
は
ま
す
ま
す
言
い
難
い
状
況
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

�  

細
川
護
貞
『
細
川
日
記
（
下
）』（
中
公
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
）
二
八
九
頁
。

�  

ア
ン
ト
ニ
ー
・
ベ
ス
ト
（
武
田
知
己
訳
）『
大
英
帝
国
の
親
日
派

─
な
ぜ
開
戦
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
か
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
五
年
）
三

六
、
二
四
三
頁
。

�  

重
光
葵
『
重
光
葵
外
交
回
想
録
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
五
三
年
）
二
四
九
～
二
五
四
頁
、
伊
藤
隆
・
渡
邊
行
男
編
『
重
光
葵　

手
記
』（
中
央
公
論

社
、
一
九
八
六
年
）
一
〇
〇
～
一
〇
八
頁
。

�  

前
掲
『
高
木
惣
吉　

日
記
と
情
報　

下
』
七
六
四
～
七
六
五
頁
。

�  

伊
藤
隆
・
武
田
知
己
編
『
重
光
葵　

最
高
戦
争
指
導
会
議
記
録
・
手
記
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
四
年
）
一
一
一
頁
。

�  

前
掲
『
細
川
日
記
（
下
）』
三
〇
六
～
三
〇
八
頁
。

�  

同
前
、
三
〇
八
～
三
〇
九
、
三
一
二
頁
。

�  

一
九
四
四
年
八
月
二
八
日
、
須
磨
公
使
発
重
光
外
相
宛
、
第
九
一
八
号
（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書　

太
平
洋
戦
争　

第
一
冊
』
二
〇
一
〇
年
、

六
七
一
～
六
七
三
頁
）。

�  

須
磨
未
千
秋
編
『
須
磨
弥
吉
郎
外
交
秘
録
』（
創
元
社
、
一
九
八
八
年
）
一
七
、
一
二
三
頁
。

�  

一
連
の
経
緯
は
、
参
謀
本
部
所
蔵
『
敗
戦
の
記
録
』（
原
書
房
、
一
九
八
九
年
）
五
五
～
五
七
、
一
六
八
～
一
七
四
、
一
八
六
～
一
九
二
頁
。
九
月

二
八
日
の
最
高
戦
争
指
導
会
議
決
定
は
、
前
掲
『
重
光
葵　

最
高
戦
争
指
導
会
議
記
録
・
手
記
』
一
一
九
頁
か
ら
。

�  

細
谷
千
博
『
両
大
戦
間
の
日
本
外
交
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）
三
〇
三
～
三
三
六
頁
。
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�  

前
掲
『
重
光
葵　

最
高
戦
争
指
導
会
議
記
録
・
手
記
』
四
二
～
四
三
頁
。
傍
線
は
原
文
の
ま
ま
。

�  
前
掲
「「
在
外
武
官
（
大
公
使
）
電
情
報
網
一
覧
表
」
に
み
る
戦
時
日
本
の
情
報
活
動
」
四
五
九
～
四
六
〇
頁
。
ま
た
、
大
戦
中
の
日
本
と
ス
イ
ス

の
関
係
全
般
に
つ
い
て
は
、
大
堀
聡
氏
の
「
日
瑞
関
係
の
ペ
ー
ジ
」（http://w
w

w
.saturn.dti.ne.jp/~ohori/

）
を
参
照
。

�  

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
介
し
た
和
平
工
作
は
、
小
林
龍
夫
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
通
じ
る
太
平
洋
戦
争
終
結
工
作
」（『
国
学
院
法
学
』
六
九
号
、
一
九
八
一

年
）
を
参
照
。

�  

前
掲
『
重
光
葵　

最
高
戦
争
指
導
会
議
記
録
・
手
記
』
一
一
一
～
一
一
二
頁
。
木
戸
自
身
は
重
光
と
の
九
月
二
六
日
の
会
見
に
つ
い
て
、「
官
邸
に

て
重
光
外
相
と
戦
争
の
見
透
其
他
に
つ
き
懇
談
す
。
前
途
の
多
難
を
思
ふ
」
と
だ
け
日
記
に
記
し
て
お
り
（
前
掲
『
木
戸
幸
一
日
記
』
下
巻
、
一
一

四
三
頁
）、
重
光
の
手
記
と
比
較
す
る
と
や
や
具
体
性
に
欠
け
る
。

�  

守
島
康
彦
編
『
昭
和
の
動
乱
と
守
島
伍
郎
の
生
涯
』（
葦
書
房
、
一
九
八
五
年
）
一
八
六
～
一
八
七
頁
。

（�）		

森
島
守
人
『
真
珠
湾
・
リ
ス
ボ
ン
・
東
京
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
年
）
八
二
～
八
三
頁
。

（�）  

石
川
準
吉
『
国
家
総
動
員
史　

資
料
編　

第
四
』（
国
家
総
動
員
史
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
）
二
二
～
二
三
、
一
一
八
三
～
一
一
八
六
頁
。

（�）  

「
中
原
義
正
中
将
日
誌
六
／
一
一
」
一
九
四
二
年
九
月
二
五
日
条
（
防
研
、
一
・
日
誌
回
想
・
四
四
二
）。

（�）  

一
九
四
二
年
一
二
月
一
一
日
、
森
島
公
使
発
谷
外
相
宛
、
第
八
七
五
号
、「
本
省
並
び
に
在
外
公
館
員
配
属
増
員
関
係
雑
纂
」
第
五
巻
、
外
史
。

（�）  

一
九
四
三
年
二
月
一
一
日
、
森
島
公
使
発
谷
外
相
宛
、
第
七
九
号
、
同
右
簿
冊
所
収
。

（�）  

一
九
四
一
年
一
二
月
一
七
日
、
千
葉
公
使
発
東
郷
外
相
宛
、
第
二
八
八
号
、「
大
東
亜
戦
争
関
係
一
件　

館
長
符
号
扱
来
電
綴
」
第
四
巻
、
外
史
。

（�）  

友
岡
が
外
務
省
の
嘱
託
に
な
っ
た
経
緯
や
彼
の
詳
細
な
履
歴
は
、
前
掲
「
日
瑞
関
係
の
ペ
ー
ジ
」（http://w

w
w

.saturn.dti.ne.jp/~ohori/sub-
tom

ooka.htm

）
を
参
照
。

（�）  

一
九
四
三
年
二
月
下
旬
、
友
岡
の
ベ
ル
リ
ン
転
任
に
あ
た
り
、
リ
ス
ボ
ン
の
森
島
は
「
同
嘱
託
ハ
御
承
知
ノ
通
リ
当
館
手
不
足
ナ
リ
シ
際
情
報
調

査
主
任
ト
シ
テ
敵
側
情
報
ノ
蒐
集
就
中
英
米
経
済
情
勢
ノ
調
査
ニ
尽
力
シ
深
ク
之
ヲ
多
ト
シ
居
ル
次
第
ニ
付
右
本
省
ノ
記
録
ニ
存
セ
ラ
ル
ル
」
と
述

べ
て
い
る
（
一
九
四
三
年
二
月
二
四
日
、
森
島
公
使
発
谷
外
相
宛
、
第
一
二
五
号
、「
在
外
公
館
雇
員
及
嘱
託
関
係
雑
件
」
第
五
巻
、
外
史
）。

（�）  

「
大
本
営
機
密
戦
争
日
誌
中
作
戦
関
係
事
項
（
大
本
営
機
密
戦
争
日
誌
中
思
ひ
出
せ
る
断
片
事
項
）
昭
和
三
二
、
十
二
、
瀬
島
竜マ
マ

三
」（
防
研
、
文

庫
・
依
託
・
一
〇
九
）。
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（�）  

「
森
川
史
料　

米
国
軍
事
生
産
発
展
概
説
等
電
報
綴　

森
島
公
使
」（
防
研
、
中
央
・
軍
事
行
政
情
報
・
一
一
〇
）。

（�）  

「
陸
軍
省
各
局
課
業
務
分
担
表　

昭
和
十
七
年
八
月
」（
防
研
、
中
央
・
軍
事
行
政
職
員
表
・
一
二
一
）。

（�）  
M

atthew
s, op. cit., pp. 121, 123 -125, 140 -144

、
前
掲
『
昭
和
史
の
謎
を
追
う
（
上
）』
四
九
二
～
四
九
三
頁
。

（�）  
管
見
の
限
り
に
お
い
て
は
、
外
交
史
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
記
録
で
富
士
情
報
に
言
及
し
た
も
の
は
、
一
九
四
三
年
二
月
、
森
島
が
電
信
担
当

の
係
官
の
増
員
を
要
請
し
た
際
に
、「
最
近
情
報
、
観
測
電
報
激
増
セ
ル
外
富
士
情
報
其
ノ
他
特
殊
ノ
情
報
電
報

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

モ
漸
次
増
加
ノ
見
込
」
と
伝
え
た
も

の
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
（
一
九
四
三
年
二
月
一
五
日
、
森
島
公
使
発
谷
外
相
宛
、
第
九
六
号
、「
本
省
並
び
に
在
外
公
館
員
配
属
増
員
関
係
雑
纂
」
第

五
巻
、
外
史
）。

（�）  

前
掲
『
機
密
戦
争
日
誌
（
上
）』
三
四
二
～
三
四
三
頁
。

（�）  

澤
本
日
記
、
一
九
四
三
年
三
月
一
六
、
二
三
日
条
（
前
掲
「
澤
本
大
将
業
務
メ
モ
（
叢
四
）」）。

（�）  

前
掲
『
重
光
葵
手
記
』
三
九
〇
頁
。

（�）  

欧
州
和
平
に
関
す
る
昭
和
天
皇
の
山
路
電
へ
の
関
心
は
既
述
の
一
九
四
三
年
三
月
初
旬
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
約
一
月
前
の
一
九
四
三
年
二
月
初

旬
に
も
あ
っ
た
。
一
九
四
三
年
二
月
二
日
、
昭
和
天
皇
は
蓮
沼
侍
従
武
官
長
に
対
し
て
、
英
独
和
平
を
報
告
し
た
山
路
電
に
言
及
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
戦
況
の
見
通
し
と
そ
の
日
本
へ
の
影
響
に
関
す
る
統
帥
部
の
見
解
を
問
い
質
し
た
（
前
掲
『
昭
和
天
皇
発
言
記
録
集
成
（
下
巻
）』
一
八
六
～
一
八

七
頁
）。
二
月
の
山
路
電
は
参
謀
本
部
で
も
一
応
注
意
を
ひ
い
た
が
、
余
り
重
視
さ
れ
て
い
な
い
（
前
掲
『
機
密
戦
争
日
誌
（
上
）』
三
四
四
頁
、
一

九
四
三
年
二
月
一
日
条
）。
二
月
と
三
月
の
欧
州
和
平
に
関
す
る
山
路
電
は
別
物
だ
が
、
二
月
の
も
の
に
は
、「
勃
国
外
務
省
政
務
局
長
モ
一
月
二
十

八
日
遠
ラ
ズ
和
平
斡
旋
ノ
動
キ
ヲ
ミ
ル
ヤ
モ
シ
レ
ズ
ト
語
」っ
た
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
前
掲
「
欧
州
和
平
問
題
ノ
動
キ
ト
帝
国
ノ
対

策
」）。

（�）  

小
池
聖
一
『
近
代
日
本
文
書
学
研
究
序
説
』（
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
一
六
七
頁
。

（�）  

一
九
四
二
年
一
一
月
五
日
、
退
任
す
る
亀
山
一
二
電
信
課
長
は
新
任
の
工
藤
忠
夫
と
共
に
木
戸
を
訪
ね
、
一
九
四
四
年
一
二
月
二
八
日
、
退
任
す

る
工
藤
は
新
任
の
大
江
晃
電
信
課
長
を
同
道
し
木
戸
を
訪
問
し
て
い
る
（
前
掲
『
木
戸
幸
一
日
記
』
下
巻
、
九
九
二
、
一
一
六
二
頁
）。

（�）  

『
木
戸
日
記
』
一
九
四
一
年
四
月
一
八
日
条
（
同
前
、
八
六
九
頁
）。

（�）  

前
掲
『
昭
和
天
皇
発
言
記
録
集
成
（
下
巻
）』
一
六
八
頁
。
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（�）  

坪
島
文
雄
「
服
務
の
参
考　

そ
の
一
昭
十
七
、
七
、
七
以
降
」、
同
「
服
務
の
参
考　

そ
の
二
昭
十
七
、
十
月
以
降
」（
靖
国
神
社
偕
行
文
庫
所
蔵
の

複
製
を
利
用
）。

（�）  
同
日
の
坪
島
日
記
に
は
、「
大
島
大
使
電
ニ
依
レ
ハ
独
ハ
優
秀
ナ
ル
機
械
化
師
団
ヲ
増
進
シ
ア
リ
ト
言
フ
モ
真
偽
未
タ
判
明
セ
ス
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
大
島
が
七
月
二
日
に
情
報
提
供
者
の
ド
イ
ツ
人
と
北
ア
フ
リ
カ
戦
線
に
つ
い
て
会
談
し
た
際
、
そ
の
ド
イ
ツ
人
が
、「
目
下
大
至
急
精
鋭
機
械
化
数

箇
師
団
ヲ
南
下
セ
シ
メ
ツ
ツ
ア
リ
之
カ
到
着
ス
レ
ハ
埃
及
ハ
素
ヨ
リ
近
東
ニ
対
ス
ル
作
戦
ヲ
モ
実
施
シ
得
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
」
と
述
べ
た
旨
を
打
電
し

た
こ
と
を
書
き
留
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
七
月
三
日
、
大
島
大
使
発
東
郷
外
相
宛
、
第
八
四
〇
号
、「
大
東
亜
戦
争
関
係
一
件　

館
長
符
号
扱
来
電

綴
」
第
六
巻
、
外
史
）。
北
ア
フ
リ
カ
戦
線
を
巡
っ
て
は
、
六
月
二
六
日
、
ド
イ
ツ
が
戦
果
を
挙
げ
た
の
で
昭
和
天
皇
が
ヒ
ト
ラ
ー
に
対
し
て
親
電
を

発
す
る
よ
う
に
木
戸
に
提
案
し
た
こ
と
や
（
前
掲
『
木
戸
幸
一
日
記
』
下
巻
、
九
七
〇
頁
）、
丁
度
、
エ
ル
・
ア
ラ
メ
イ
ン
の
戦
闘
の
真
っ
最
中
で
も

あ
り
、
坪
島
は
関
心
を
持
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（�）  
SRA

1（2（0 -1（2（2

（
注
14
と
同
じ
）。

（�）  
M

A
GIC SU

M
M

A
RY

, A
ugust 13, 1942.

（�）  

前
掲
『
真
珠
湾
・
リ
ス
ボ
ン
・
東
京
』
一
一
六
～
一
一
七
頁
。

（�）  
SRA

17（52

（
注
14
と
同
じ
）。

（�）  

前
掲
『
終
戦
史
』
四
八
～
五
七
、
一
〇
四
～
一
〇
六
頁
。

　

本
稿
は
二
〇
一
七
年
七
月
二
二
日
に
行
わ
れ
た
拓
殖
大
学
国
際
日
本
文
化
研
究
所
の
研
究
会
で
の
報
告
に
基
づ
い
て
お
り
、
有
益
な
コ
メ
ン
ト
や
質

問
を
下
さ
っ
た
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
課
題
番
号
二
一
三
二
〇
一
二
四
、
二
五
七
八
〇
〇
九
六
）

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
原
稿
受
付　

二
〇
一
八
年
一
月
十
一
日
）


